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３. 鉄道開通による日本地域陸運業の変容と「中牛馬会社」（1883～1893 年） 






3-7. おわりに  
 








































































































































































































































































































































































する中馬士を出す村の数は約 2 千、中牛馬の数は約 3 万疋の見積りであった。運送の業
務にあたる「世話方会社」は、上州の高崎、安中、下仁田、信州の小諸、上田、松本、大
町、和田、下諏訪、飯田、福島、善光寺と越後関川の 13 ヵ所に設置される計画であった
（表 1-1 参照）。さらに、東京には中心となる荷物扱所が 4 ヵ所設置され、関東地方か
ら上信越地方に至る武州、野州、上州、信州、越後の各地に中牛馬会社荷扱所が 150 ヵ
所設置される見込みであった。資本金と考えられる開業身元金は、各中牛馬会社の経営責


















































































































結果、新しく中馬稼方の会社を設立し直そうと考えるに至った。1873 年 9 月中馬稼ぎ
方 62 ヵ村の馬士たちは、旧中馬問屋とともに、飯田会社頭取奥村収蔵の不正を陳情し、


















測される。またそのことは、1873 年 9 月 29 日の長野県参事宛に出された中牛馬の税
額と員数等に関する報告（史料 1-12）をみても推し量ることが出来る。史料 1-9 によ







の中牛馬数量は総計 7,165 疋であった。そのうち、長野県下は 5,109 疋、群馬県下は
1,654 疋、柏崎県下は 402 疋であった。さらに、会社役員は、南信の飯田中牛馬会社
のように頭取の私的な組合になってしまわないようにするため、1873 年 10 月 4 日に
会社役員については副頭取一名をつけ、従来の取締と手代の役回りを務めさせることとし
た（史料 1-13）。       
1872 年 8 月長野県下中牛馬会社開業当時は小諸、上田、和田、善光寺の中牛馬会社
に所属する中牛馬定宿は、東北信地方の 44 ヵ所に設置された（史料 1-14）。その後、
1873～1875 年の間に、中牛馬の馬士の加入者の増加、および分社、荷扱所、定宿の
増設が相次いだ。表 1-4 からは、長野県下の定宿数が各路線合せて 77 ヵ所になったこ
とが確認される。 










































































































中馬士を積極的に募集し続けていた。表 1－5 によると、1873 年に長野県下の小諸、
上田、長野、和田と群馬県下の高崎、安中、下仁田と新潟県下の関川会社に所属している
馬牛の数がわかる。前述の南信の同盟会社との分裂騒ぎの後、はじめて作成された会社全
体の中牛馬数の統計である。1873 年 9 月 29 日の時点では長野県下は馬 5,109 疋、






1872 年に小諸中牛馬会社に登録した中馬士の数は 54 ヵ村、727 人であり、翌年の









































































219 人次分25を除き、確認できた中牛馬士 1,091 人が行った輸送業務は 6,884 人次で
あった。中牛馬士の運送回数と比率を表す表 1-7「中牛馬士人数と運送回数の比率」の
示すとおり、1 回のみ運送した中牛馬士は 460 人であり、全体の半数近い 42％を占め
ている。運送回数が 2～3 回の中牛馬士は 228 人、21％である。運送回数が 4～6 回
の中牛馬士は 124 人、11%であり、運送回数が７～9 回の中牛馬士は 61 人で 6%、
運送回数が10～19回の中牛馬士は126人、11%であった。20～29回は49人で5％、
30 回以上は 42 人で 4％であった。30回以上の 42 人の中では、運送回数は 30～39
回の中牛馬士は 29 人、40～49 回が 5 人、50～59 回が６人、60 回と 70 回はそれ
ぞれ１人であった。平均運送回数は 1 年間で中馬士一人当たりは 5 回程度である。 
さらに 1875年 1 月を例として中牛馬士の運送状況をみることにしよう。1875 年 1
月の一ヶ月間の記録は 589 個である。請負った荷物の搬送件数は 935 件、そのうち個
別荷物搬送の品目は 1,070 品である。一日平均 30 件であった。1月中 6日間は運送記
録がない。最も多いのは 1月 21日の 92件と 1月 2日の 90件であった。それ以外に、
50 件以上の輸送が行われたのは 13日あった。10 件以下は 6日であった。一ヶ月の間
では、21 日以降の下旬に搬送業務集中している。なお、これらの荷物の輸送は 812 人
の中馬士の人数分が必要であったが、当時小諸中牛馬会社の登録中牛馬士（居住村名が標
記された村 40 ヵ村）中、運送業務を依頼された中馬士数は 249 人である。特に人数が
多かったのは八満村 22 人、馬瀬口村 19 人、芝生田 22人、菱野村 14人、柏木村 12
人、廣戸村 14人、四ツ谷村 14人、石峠2612 人などであった。ところが、これらの中
 17 
馬士達は、1873 年時点で会社に付属していた中牛馬士の数、すなわち八満村 80 人、
馬瀬口村 85人、菱野村 33 人、柏木村（四ツ谷と石峠を含める）63人、廣戸村 32人
という数字と比較してみると、登録した中牛馬士数の 3 分の 1から 2分の 1 程度しか運
送業務を請負っていないことがわかる。さらに村名を標記されていない中馬士27（小諸町
内居住の中牛馬士）の数は 128 人だが、その中で 1 ヶ月間に 1 回だけ仕事を依頼され
た中馬士は 61 人 47%、2 回仕事を依頼された中馬士は 32 人 25％、3 回仕事依頼さ
れた中馬士は 10 人 7.8%、4 回は 7 人 5.4%、5 回は 6 人 4.7%、6 回と 7 回はとも
に 4 人 3.1％、8 回は 2 人 1.6％、10 回と 13回の中馬士ともに 1 人で 0.7％である。






入り馬士はおよそ 120 人ぐらいであった。これらの馬士は一人当たり少なくとも 1 疋を


















 グラフ 1が示すように、加増村の中馬士 12 人が 232 回の運送業務をこなし、赤坂村
ではわずか 3 人の中牛馬士が 90 回の運送業務をこなした。田中村の中馬士の場合、4



























































篠原〔1987年〕29によると、中仙道郵便馬車会社は 1872 年 5月 15 日に開業した。
東京と高崎間の荷物専用荷馬車が毎日通い、13 時間かかって目的地に達した。ちなみに

































































の瀧澤助右衛門、長野の中沢與左衛門ら 3 人が共同で担うこととなった。 
「東西送状改帳」の記録によると、中牛馬会社が 1872 年 8 月開業して以降、上田、
長野地方と高崎、東京間の荷物の輸送業務が開始された。また、同年 8 月の「会社開業















日に出発して、10 月 9 日に帰社した 13日間、また和田峠定宿の羽田良平分の 10 月 7







取扱う荷物の手数料は各地の継ぎ立ての度ごとに 1 駄に付き 2 銭ずつを運賃以外に納め
た。たとえば、史料 1-19 によって確認できるが、1875 年に松代赤柴鉱山からの銅荷
物を東京へ出荷する際には中牛馬会社が上田から倉賀野までの陸路運送を請負った。その
中で上田から小諸間の運賃は 1 駄37に付 26 銭までであった。この金額を 1877 年 10
月に報告された「県駅逓掛宛内国通運会社各駅間里程・賃銭報告」38のデータと比較する
と、中牛馬会社の運賃と手数料とはかなり安かった。内国通運会社は上田から小諸まで田
中駅を通さなければならなかった。上田から田中の間の運賃は 17 銭 5 厘、田中より小
諸間の運賃は 16 銭 5 厘であった。上田から小諸間の運賃はこの二つの運賃を合わせた
ら 34 銭となり、中牛馬会社より 8 銭ぐらい高かった。さらに、内国通運会社の各駅間










とあり、人足は 7 貫目、一駄 30貫目と定められた。運賃は一里に金 6 銭、人足は一里
5 銭以内と定められた。ただし、道路と天気の状況によって運賃の割り増しがあった。各
地会社とも荷物一駄に付定賃銭以外に2銭ずつの手数料を荷主より受取った。ところが、
賃銭着払いの場合は賃銭 1 円に付き 5里毎に 1銭の割合で立替手数料を受取った。つま
り、運賃 1円の場合、先払いの立替手数料は 200 銭であり、それは荷受主より受取るこ
 21 



























1878 年末までの荷物の輸送を記録した帳簿資料は 10 冊ある。1872年 8 月中牛馬
会社が開業してから 1875 年まで記録した「東西送状改帳」41がある。1873 年では越
後屋荷物受払帳、1874 年 10 月～1875 年 11 月までの「荷物判取帳」3 冊がある。













ることができない。この帳簿には 1872（明治 5）年から 1878（明治 11）年にわた
る記録が残されているが、同じ時期のほかの帳簿を対照して見てみると、数字的にはかな
り少ないので、この帳簿は全体の記録ではないことが分かる。明治 5年 9月から 12 月
の間に運送した荷物は総計 199 個、3駄、10 俵、70本、20 樽、2包、3 袋、1 通で
ある。明治 6 年の記録は 169.5 個、8俵、4.5駄、23 箱、11 本、1貫である。明治
7 年の記録は 113個、16 駄、49箱、14 樽、24 本、6俵、2 枚である。この中では
明治5年の半年の間に主に運送した荷物は、長野地方産物の繭類と畳糸と砂糖類である。
出荷地と荷受地を見ると上田地方からの出荷件数が 32 件でもっとも多かったのである。
次いで小諸地方 13 件、高崎 4件、長野 2件、東京は 1件である。出荷地に対して荷受
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地では高崎、倉賀野を中心とする上州地方が 31件でもっとも多かったのである。次いで
上田 6件、東京 4 件、武州 3 件、大坂 2件、小諸 1 件であった。そして、荷受主のと
ころでは、倉賀野河岸の舟運同盟社まで運送したのは 10件である。馬車会社で継ぎ立っ




明治 6 年 









明治 7、8 年 
 1874年から帳簿記録は「西」と「東」を分けるようになった。この時点では「東荷」
は小諸以東からの荷物の意味である。「西荷」は小諸以西からの荷物である。1874 年
10 月 6 日～12 月 14 日の 2 ヶ月間の「西荷逓送帳」と 1875 年 4 月 7 日～5 月 9
日の 1 ヶ月の間の「東荷受払帳」という二冊の帳簿がある。出荷主、受主、運送馬士、
荷物の品名、数量、継立会社名所などはほとんど詳細的に記録されている。 
 まず、1874 年 10 月～12 月の「西荷逓送帳」によると、運送荷物の件数は 610件
である。出荷地は信州の長野、上田、小諸、松代、松本、諏訪などの各地である。特に長
野地方は 81 件、上田地方は 119 件、小諸地方は 63 件で出荷数が多かったのである。
この三ヶ所のほかに南信の松本は 10件、諏訪 2件が見られた。なお、長野県下の松代、
布施とその他の村々からも出荷された。さらに、越中、越後の中牛馬会社の分社と陸運会
社から運送を監督される荷物もあった。越中は 17 件であり、越後は 20件である。その
荷受地の統計を見ると、これらの荷物は小諸以西の佐久郡の各地、上州の各地、武州、甲
州、野州、東京、横浜などの各地まで運送した。そして、高崎までが 165 件で最も多く、










出荷件数は 107 件、そして、越後高田社中持件数は 24 件、甲州と武州から出荷件数は
わずか 1 件と 5件である。 
 
最後は 1875 年 1 月～11 月までの一年間の小諸中牛馬会社の荷物運送に関わる中牛
馬士人数と中牛馬会社から中牛馬士へ荷物輸送の依頼件数を、グラフ 2 により明らかに
している。荷主から依頼された件数は 9391 件であって、中牛馬会社がこれらの荷物を
まとめて中牛馬士に依頼する件数は 5966 件である。12 月を除いて平均毎月荷主から












（出所：小山家文書 1875（明治 8）年 1～11 月の「荷物判取帳」により筆者が作成した。） 
 
  
前述のとおり、6 月の荷物の運送件数は激減している。さらに表 1-10 によって前半
年と下半年の運送荷物の具体的な品目と数字を比較すると、下半年において荷物全体の運
送量と各種の荷物の運送量が激しく減っているのであるが、繭類だけは上半年の 110.5









明治 9 年 




















ところが、1877 年の運送量は 1876 年よりかなり減少した。1876 年～1877 年


















という単位で計算したといえる。1877 年 6 月から 1878 年 5 月の間に運んだ荷物の
総数は 20469.5 駄であった。前述 1875 年 1～11 月の中牛馬士運送人次は 6884 次













































































































































































2. 明治中期における日本の地域陸運業と「中牛馬会社」（1879～1883 年） 
2-1. はじめに 
本章では、1879 年に陸運業が自由営業になってから、中牛馬会社が再編成され、経




























































獲得しようする戦略であったと思われる。表 2－2 によると、長野県下中牛馬会社は 9
ヵ所、分社は 12 ヵ所、荷継所は 102ヵ所であって、創立期の長野県下の会社 4 ヵ所よ










る。「改正中牛馬会社定款」（史料 2-2）には 50 条の条項がある。第 1～7条は資本金、
会社組織、人員（役職等）を概括的に規定している。第 8～14条は株金の出金、会社等
級と株金利子の分配についての規定である。第 15～29 条は会社の役員の選挙法、役割
分担と賞罰について、第 30～33 条は会社の定式会社と臨時集会などの規定、第 34～










































表 2－3によると、小山五左衛門は 32.2 の株数を以て、中牛馬会社の最大の功労株主で
ある。それは、小山五左衛門が中牛馬会社を創立するもっとも中心的な人物からであろう。
そして、二番目は東京総扱所の副社長正木誓の 13.8 株であった。この外に 10 株以上を
持っているのは長野中牛馬会社の頭取中沢與左衛門しかいなかった。この三人も中牛馬会
社再編成の中心人物であった。そして、会議の決議によって新たに徴集すべき株数は
321.2 株の 8030 円とされた。 
 このようにして、1880 年より次々に中牛馬会社の営業所が開業することになった。
開業出願書、入社依頼書の史料がこの時期に集中している。さらに、1881 年 4 月 22
日には福島岩代国会津若松七日町真船三九郎外二名が中牛馬会社の分社に入社した。中牛
馬会社の経営地域は一層拡大した。前述の明治 14 年に完成した新定款では、中牛馬会社












諸規則を書いた「第二部中牛馬会社申合規定」（史料 2－5）を 1882年 7月に県令へ提


































































そして、明治 12年 9 月の「中牛馬会社荷扱所之儀ニ付伺」（史料 2－7）によると 中
牛馬会社、通運会社に運送上税を賦課されているが、中牛馬会社荷扱所と通運会社の継立
所は免税されていた。その原因は通運会社継立所と中牛馬会社荷扱所が一年で取扱う荷数
は多い所は 5 千駄前後、少ないところは 10 駄、20 駄ぐらいの差が生じていたためであ
った。 




















































 たとえば、1881年 2月 20 日に小県郡別所において第二部中牛馬会社の同盟会社集
会を行った（史料 2－9）。この会議では野澤、小諸、上田、長野、浦野、松本、諏訪、
飯田、越後、高田の各地の中牛馬会社の頭取が出席した。会議では、東京の定例会議に参
加する五人の代表（中沢與左衛門 小山五左衛門 西牧新三郎 山崎陳太郎 松下荘蔵）
を選んで、その旅費の金額（一人あたり 25 円）と各社の出金割合（小諸 18 円、上田
18 円、長野 18 円、野澤 15 円、飯田 15 円、高田 12 円、松本 12 円、諏訪 12 円、
浦野 10円）を決めた。そして、部扱所の明治 12 年、13 年の年費について各社の出金
割合を決めた。さらに、株金に関する諸事項など株金の使い方について決めた。1882










































































































































駄に国道平地 1里に付き 10 銭である。そして、支道の場合は 2割～5割の割り増しが
できた。坂道の場合は 2 割の割り増しができた。険阻地の場合は 5 割の割り増しができ
た。雨雪悪路の場合は 2 割～1倍の割り増しができた。夜割り増しは 5 割であった。そ
して、舟運を利用するときの基本運賃は下りの場合に 1里に付き 4 銭、上がりの場合は
5 銭であった。「水増風雨農繁ノ節」は 2 割から 1倍までの割り増しができた。また、牛
馬背だけではなく、荷車も運送手段として登場した。1 里の平地と険阻地とも 60 貫目に
決められ、1 賃金が 18 銭である。 
そして、総扱所の収益は保険料歩合および収益歩合、株金の利子であった。各会社と荷
継所は取扱所の物貨荷数1駄に付き 3厘ずつの収益歩合として 1月毎にその月 25日を
限りに取り纏め、その 3 分の 1をその部扱所に留め 3 分の 2を総扱所へ送致した。総扱
所に生じる利益金および損失とも、社員の所有する株高に応じて分賦した。その分配方法
は総扱所役員給料旅費及雑費を引いて純益として分賦した。純益のうち 10 分の 1は本
会社役員に分賦し、10 分の 2は本会社の積金とし、10分の 7 は各株主に分賦した。 
保険料利益分賦：保険料を受け取る荷物原発会社は継替る会社、荷継所へ各里程に応じ
その料金額 10 分の 6を与えた。その他の 10分の 2 は総扱所へ、10 分の 1 はその部
扱所へ納めた。その歩合金はその保険証をそれぞれ受け取る際に会社はその部扱所へ 10
分の 3を前払し、各部扱所は 10分の 2 を総扱所へ前払することとされた。 
身元金制度：中牛馬会社に入社する保送者は身元金を納めなければならなかった。その















16 年を例としてみると、1879 年 1 月から 12月までの上田中牛馬会社荷取扱所の収
支決算の結果は銀行からの保険料と運賃合わせて 2060.543 円であった。しかし、支




 小山家の帳簿統計(表 5－4)をみると、明治 12年～明治 15年の 4 年間では、合計
25冊の帳簿がある。明治5年8月～明治11年の7年間の7冊よりは圧倒的に増えた。
この中で一番多いのは「長野大連社荷受払帳」であり、明治 11 年の 1冊を加えて合計























貫であり、屑類と繭は合計 383 個、3073 貫であった。同年 7～12月に、布施銀行小
諸出張所が取組む荷為替荷物の輸送も小諸中牛馬会社が請負って、器械生糸、座繰生糸、
国用生糸、器械生皮苧、提糸などを含める製糸荷物を合計 94個、911.763 貫と人参荷








2-5. 内国通運会社と中牛馬会社の関係  












































































































































































 利根川の倉賀野河岸場の移出入総額の 1879 年から 1884 年の動向を見ると 1879
年、5732.7千円、1880 年 4627.5千円、1881 年 4901.1千円、1882 年 2783.8
千円、1883 年 1940，7 千円、1884 年には数字がないということが確認できる56。
1883 年、1884年に上野から熊谷、高崎まで鉄道が開通した影響も大きいと思われる。
貨物の輸送業務は鉄道に奪われたともいえる。上野・熊谷間の鉄道は開業当初から利根川
舟運との競合という問題に直面することになった。1884 年 2 月 17 日、日本鉄道会社
は 1～3 級の上がり貨物に対してはさらに運賃の 3 分の１を割引くことにした。57日本
鉄道会社は、利根川舟運に運賃面で対抗するために特約割引運賃を導入することにした58。
老川氏59の研究によると、その後の 1884年から明治 1887 年の間に、日本鉄道会社の
貨物輸送量はおよそ四倍もの増加を示していたのである。これは、日本鉄道会社の貨物輸
送量の増大が河川舟運から鉄道への輸送貨物の移転を伴いながら進行したということが






倉賀野から東京まで 2.5 日～3 日かかっている。運賃は 1 駄（40 貫目）の 150kg で
50 銭であった。生糸は鉄道貨物の一級品であって、運賃割引政策に適用していなかった
が、もともと二級品以下の貨物より運賃が低くて 100 斤の 50kg で 12 銭 6 厘であっ
た。比較すると、1 駄の生糸類荷物を運ぶ場合に鉄道は 36 銭 8 厘であって、舟運より


























1885 年前後まで小諸中牛馬会社に付属した賃馬保送者は 324人、中馬 348 頭を確認
できる64。そして、1885 年から保送者は廃業したり、荷車へ引換えたり、荷馬車へ引
換えたりなどの変動が見られる。1885 年に廃業した中馬数は 170疋、廃業した中馬保
送者は 163人、また 1886 年に廃業した中馬数は 208疋、中馬士は 198人であった。
これに対して、1885 年は不明であるが、1886 年には中馬保送者の加入者は 57 人い
た。中馬保送者が激減したのに対して、荷馬車、荷車保送者は増えた。1885 年前後に
小諸中牛馬会社に付属した荷車は 84 輌であった。1886 年～1888 年の間に 10 輌以
内の増減変動が見られる。さらに、荷馬車の場合は統計年鑑65によると、1882 年度長
野県下の荷積車用の馬車数は 30 輌しかなかったが、1884 年度は 125 輌、1886 年
度は 390輌、1889年度 1134 輌まで激増した。1885 年前後までは小諸に付属する
荷馬車だけで 130 輌まで増えた。なおさら、1886 年には 57 輌の激増が確認できる。





















は恐らく当時却下されたが、「その後、明治 21 年 9 月 5 日高崎中牛馬会社高瀬四郎・
信濃中牛馬会社中澤與左衛門ら、碓氷馬車鉄道会社を設立した。横川・軽井沢間馬車鉄道
を開業する。」681890 年度の調べ69によると、碓氷馬車鉄道会社の株主は 95人であり、
株数は 3600 株であり、払込資本金は 10,800円である。車輌は 80輌があり、働く馬
は 200 匹がいた。 
小山家の契約史料（史料 3－3、史料 3－4）によると、開業してから中牛馬会社の軽
井沢・横川間の荷物運送は碓氷馬車鉄道を利用するようになった。料金は横川－軽井沢間
40 銭（これまで馬車賃は 65 銭であった。）所要時間は二時間半、一日に午前二本、午
後二本の四本であった70。横川～軽井沢間の荷物輸送に重大な役割を果たした。 
















































すなわち 1884 年 11 月には農商務省によって駅伝営業取締準則が制定された。長野県





















13）1887 年 4 月 3 日には東京元本社の社長正木誓、戸鹿里進と旅人宿業経営者真鍋
禄造ら三人が中央陸運会社を創立した。従来の中牛馬会社取扱所所在地大傳馬塩町に本社
を置き、下谷区車坂町三番地に支店を設置した。資本金は 5 万円であった74。また、史
料 3-14 によって、翌年 5 月中央陸運会社の運送業務を地方請負う会社として群馬陸運
会社の創立も示された。その後、日本運輸会社へ改称し、資本金 25 万円まで増資し、1




































































































た。従来は利根川舟運を利用して東京まで 2.5～3.5 日かかった。ところが、1885 年
に横川駅まで鉄道が開通した時は上野～高崎間は 4 時間、上野～横川間は 5 時間 20 分
まで短縮した。そして、通常の便では高崎～長野間は 10 日間、横川～長野間は 8.5 日





井田・横川～長野間は 5 日、急行便の場合は松井田・横川～東京間は 3 日、昼夜兼行便

































小山五左衛門の出張の記録は「頭取へ 東京往復 2 度並上田往復共里程 178 里の旅費ニ
テ渡払 東京4月7日出立 5月21日帰社 5月23日出立 6月6日帰社 上田 5







営業拡張に重要な役割を果たしていた。さらに、1888 年 1月から 5 月までの記録を見





























































































































信濃中牛馬各社は従来の同盟関係を守るため、1893 年 11 月に各社独立営業になって
も、名称に拘らず旧交を失わないよう、従前の社則規約また同盟信義を守るべきとする契
約を結んだ。表 4－1は各地代表者 12 人の名前が契約した事実を示している。 
しかし、各地の中牛馬会社が各自独立経営するようになった事実は否めない。史料 4-2
によると、共同中牛馬会社は共同中牛馬合名会社へ改称して、中沢與左衛門が社長となり、
ほかの社員は 2 人となった。3 人が資本金 1 万円を出資する無限責任会社である。東京


















運に大きな打撃をもたらした。1891 年 4 月 17 日に、内国通運会社が十数年間にわた
って請負っていた逓信事業の一般入札が行われた。帝国中牛馬会社の外、内国通運会社、
 51 
























































































































































































































































1日 1.5日 0.5～2日 馬車鉄道
富山県 高田 長野 篠野井 上田 小諸 軽井沢 横川 東京 横浜
0.5 1.5 3
日 ～ 舟 ～




























































































大連社荷請払帳」、明治 13 年（1880）「山久荷物受払帳」、明治 15 年（1882）より
の「三角久荷物受払帳」などのように長野、上田地方の有力商人あるいは商人連合組織の
仕入荷物を単独に記帳するようになった。また明治 15 年（1882）から「田リ藍玉配達
帳」、明治 19 年から「藍玉受払帳」、明治 16年より「山六藍玉請払帳」などの長野県下
の各商人へ運送する東京、大阪、高崎の商人荷物を店ごとに単独記帳するようになった。
そして、明治 11～12年（1878～1879）の「川上荷請払帳」、明治 14～16 年（1881























表 5-1と表 5-2、表 5-5「小諸中牛馬会社荷物運送駄数と手数料明細表」により、明治
5 年から明治 21 年の間（1872～1888）の荷物輸送全体を見ると、製糸荷物を除いて
西行の荷物の種類は東行の荷物より種類は少なかったが、総量は圧倒的に多かった。表
1-8「東西送状改帳」によると、明治 5 年 9 月～明治 10 年の間に記帳されていた荷物
の中で一番多かったのは「蚕種 114個」であった。その次は「繭 80個」であった。ま




送の中身の詳細につき、表 5-6と表 5-7 を見てみよう。「西荷」は総計 1518 個 47駄



















荷物の実物名の記録を見よう。東荷では魚介類 82 個 8 俵 16 箱、砂糖類 66 個 3 駄
8 俵 31 樽 3 栟 3 箱、農具類 46 個 100 丁 70 本、綿荷 80 個 16 本、塩類 74 個 7

















の嶋屋弥三郎、長野町の小妻屋萬吉である。さらに、西荷では油類 27 個 39 駄 3 樽 1















そして、この 11 ヶ月の荷物輸送の詳細は表 5-14 によって明らかにされている。荷
物の総数は 28472個 8867.5本 68駄 1474樽 1050束 3296.5俵 442箱 63櫃









産物は主として繭類、綿類、煙草、藍玉、麻類になる。それぞれは繭類 338.5 個 878.5
本 12 樽 2 箱 1袋 1包、綿類 239個 332本 2品、煙草類 4792.5 個 14箱、藍玉類
1097 本 4駄、麻類 801 個である。  
前述は 6 月が荷物の運送件数は激減になっている。さらに表 1-17 によって前半年と
下半年の運送荷物の具体的な品目と数字を比較すると、下半年において荷物全体の運送量
と各種の荷物の運送量が激しく減っているのであるが、繭類だけは上半年の 110.5 個

















であった。その次は生糸類の 637 駄、繭類 280 駄、出売繭 217 駄、生皮苧 131 駄、
蚕種 131駄などの製糸・養蚕荷物であった。そして、地方産物の畳糸 387駄、笠類 226
駄、農産物の米 241 駄、大豆 98 駄、小豆 174 駄、杏干 223 駄など、荷物の量と種
類も著しく増えた。        
さらに、表 5-2 の「西行」荷物を見ると、呉服太物類が 2841 駄でもっとも多かった。
 60 
そして、砂糖類は 2379 駄であって、かなり増えた。また、魚類 814 駄、鰹節 425 駄、








社が取扱う荷物の種類と数量からみれば、養蚕類は 3003 駄であって、5 年前より倍以
上増えた。織物類は 2356.9 駄で 3 倍以上に増えた。ことに小間物類 550 駄、荒物類
900 駄などの生活用品も著しく増えた。また、陶器類、蝋類、石灰類、肥料類などの 5
年前の統計になかった商品も多く増えた。 





























































































































































































































と、長野県の製糸工場は 1876 年 50社、1877年 204 社、1878 年 416 社、1879





















佐久郡（野沢 437 人）・北佐久郡（小諸 445人）が多く、合計 1809人である。そし





















































5 ヵ所に中牛馬会社の分社或いは支店があった。平野村には、1881 年 10 月に 1 ヶ所
設立されている。川岸村では 3ヵ所が、それぞれ 1880 年 6月、1881年 4 月、1882
年に設置された。さらに、上諏訪村には 2 ヵ所が 1879 年 12 月と 1883 年 8 月に、
それぞれ設置されている。下伊那郡は 2ヵ所、根羽村に 1879年 6 月、飯田町に 1879








































から正式の契約書を見つけ出すことはできないでいるが、1879 年 6 月 26 日の「別紙





























荷物 1 駄 4 個を、小県郡上丸子村ないし腰越の中牛馬会社荷継所から和田荷継所まで運



















で、午前中 2 つ、午後 2 つである。各区域の運送時間は横川～軽井沢間は 7～13 時間、




なった。運賃は 3.08 ～3.41 円である。 





















道第四列車であり、夕方 7 時 25 分横川に到着し、その後 10 時から 11 時の間に荷受
と荷払がおこなわれる。本庄から東行社までは 48時間かけて運送することが約束されて
いるが、実際には、横川～小諸間が 15 時間、小諸～上田間が 8 時間、上田～須坂間が









































を長年にわたって続けた。（史料 6－6）明治 20 年代後半になると、諏訪伊那地方の主
要製糸家の荷物運送を担当した。実際の帳簿によると、第十九国立銀行を取扱う為替荷物















荷物総量は 134.5 個、明治 17 年は 317 個、明治 18 年は 497 個と、毎年増え続け
た。そして、1890年（表 6－8）になると、下諏訪、小井川、岡谷三ヶ所の中牛馬会社
が請け負った製糸荷物97の総量は 3006 個であり、諏訪地方から出荷された総量だけで
見ると 1883 年の総量の 22 倍まで拡大した。1890 年に、諏訪地方の中牛馬会社の下
諏訪支店が請け負った製糸荷物の総量は851個であった。そのうち器械生糸は381個、
生皮苧などの屑類は 470 個であった。小井川支店が請け負った製糸荷物の総量は 1094
個、そのうち器械生糸荷物は 842 個、屑類は 241 個であった。また岡谷出張所が請け
負った荷物は全部器械生糸であり、総量は 1061.5 個であった。そして、明治 24 年に
諏訪濱半平が取扱った荷物の請け負った総量は 613 個であり、そのうち生糸類は 421
個、屑類は 192個であった。伊那郡宮田村平沢が取扱った荷物の請け負った総量は 274


















































































取扱規則」の部分で 18 条 13 項が定められ、詳細に規定されていた。また表 7－1「荷









































1873 は 41 件、1874 年は 30 件、1875 と 1876 年のデータは不完全であるが、
それぞれ 8 件と 2 件であった。この中に砂糖類荷物と生糸類荷物の水入りにより濡れた
損害が 20 件あった。砂糖、杏干などの荷物の目切と石入は 10 件あった。ガラス、瀬戸
物などの荷物の痛みは 11 件あった。荷物の盗難、紛失、抜けるのは 7 件あった。荷物
を送り間違ったのは 10 件あった。そして、駄賃過取り、増賃は 5 件あった。また、石
油などの液体荷物の打ち返し弁償は 6 件あった。小諸会社が弁償を負担する場合が多か
ったが、金額が大きい場合は荷主が勘弁してくれて、荷主、中牛馬会社、馬士三者が三つ
割で弁償した。そして、史料 7-1 特に 1874年山十生糸盗難一件で大騒ぎになって、高
額の弁償をした記録があった。 
なお、荷物運送取扱う量が拡大したとともに、損害弁償の件数もそれなりに増えた。明
















料を 1 千円に付き 1円 50 銭の割合で年二回を区間会社へ払い渡した。1 円 50 銭の保
険費を上田から横浜まで送る場合は上田、倉賀野、東京、横浜を四つの会社で継替え届け
た。その保険料の分配は上田会社より 50 銭を納めて、84 銭は残る里程の割合保険料、
16 銭は四社の検査料として分けられた。上田会社は 6791 円相当の抵当品を出して運
送した。入手した 50銭以外に 48 銭は上田より熊谷まで 32里の保険料となった。4 銭
は検査料であった。総計 1 円 2 銭であった。なお、熊谷から上野までの運送は倉賀野会
社が担当していた 1865 円の抵当を出して、熊谷から上田までの 16 里の距離の保険料
を引き去った。同じ 4 銭の手数料を引き去った。次に上野から新橋まで運ぶ場合は東京
会社より 366円の抵当を出して、4 銭の検査料を引き去って、上野より新橋迄の保険料
1 銭 5 厘を引き去った。最後は横浜分社が抵当 966 円を出して新橋から横浜まで 7 里

















社の抵当差出人滝沢助右衛門から出した抵当は 65 ヵ所の耕地、合計 4丁 3 反 3 畝 2 分
の面積であり、1664 円 84 銭の地価金に相当した。 
そして、銀行が保険貨物を取組んで運送業務を中牛馬会社へ依託することに対して、中
牛馬会社は一定の取立手数料を払わなければならなかった。基本的には生糸荷物 1 駄に
付き 25 銭、屑類 1 駄に付 15 銭の金額であった。中牛馬会社が負担する責任は逓送中
に生ずる危難であった。火災、盗難、水難、荷物の全部又は一部を失う、或いは濡湿など















運送を尾澤福太郎に依頼して小諸迄運んでくる件につき、1882 年取揚保険料の 1.5 割
から 1883年の 2 割まで尾澤福太郎へ払った。1885 年中牛馬会社上諏訪出張所では生
糸の濡れがあり、弁償金 5 円を払う内、小諸中牛馬会社が負担する金額は 3 円、尾澤福
太郎は 2 円であった。また、製糸荷物の輸送は荷主の要望によって甲州線路の逓送する



























7-５ . 貨物保険業務の保険会社への移転 
中牛馬会社のような運送会社では貨物を保険請負で運送することで、保険料を大量に徴
収できたが、それなりの損害弁償の負担も大きかった。例えば、1885 年に中牛馬会社
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出所同上。 
 
96 『明治前期産業発達史資料 別冊（13）VI ―第四次農商務統計表（II）―』明治文献資料刊行会、
1970 年。第三十三表「資本金五万円以上諸会社」、164 ページより 
97屑類、屑糸、屑繭などの輸送 
生糸だけではなく、出売繭、屑繭などは紡績絹系原料として海外に輸出されれていた。 






五一号』、早稲田商学同攻会、1961 年 115 ページ 
99 同上前掲論文 115 ページ 
100 中牛馬会社取扱所は東京第四大区一小区淡路町二丁目にあった。 




































出所：『法規分類大全 第 59 巻 運輸門〔1〕 （第一編）』 
 
史料 1－2 












































壬申正月                    信濃国中牛馬 
                         総代 
                    
                        元岩鼻県支配所武州児玉郡本庄宿  
                                  為谷三十郎 
              元伊奈県支配所信州筑摩郡潮山中村 
                    瀧澤定衛 
                同支配所同州同郡明科村 
                    岩淵曾右衛門 
              長野県支配所同州佐久郡面替村 
                    茂木半五郎 
              元松本県支配所同州筑摩郡伊深村 
                    大久保政吉 
駅逓寮御管轄馬車会社 




































壬申正月             御管轄馬車会社総代  市川守身 

























                           信濃中牛馬 
                            総代 
                        元岩鼻県支配所 
                         武州児玉郡本庄宿 
                           為谷三十郎 
                        元伊奈県支配所 
                         信州筑摩郡潮山中村 
                           滝沢定衛 
                        同県支配所 
                         同州同郡明科村 
                           岩淵曾右衛門 
                        長野県支配所 
                         同州佐久郡面替村 
                           茂木半五郎 
                        元松本県支配所 
                         同州筑摩郡伊深村 








                             中牛馬会社 
一 中山道筋信州追分ヨリ越後新潟加州金沢迄者、毎宿郵便御用取扱所当寮ヨリ別段可
申付事 



















  但若シ私ニ賃銭ヲ請取取扱候儀有之候節者屹度咎可有之事 
   附荷物送状並添書之類者格別之事 
壬申二月                      前島駅逓頭 
右之通被 仰渡一同承知奉畏候依之御請書奉差上候仍如件 
  壬申 二月十日 
              元岩鼻県支配所武州児玉郡本庄宿  
                    為谷三十郎 
              元伊奈県支配所信州筑摩郡潮山中村 
                    瀧澤定衛 
                同支配所同州同郡明科村 
                    岩淵曾右衛門 
              長野県支配所同州佐久郡面替村 
                    茂木半五郎 
              元松本県支配所同州筑摩郡伊深村 


























































明治五年壬申二月十二日            中牛馬会社総代 
                       為谷三十郎 
                       滝澤定衛 
                       岩淵曾右衛門 
                       茂木半五郎 


















     第二条 
当会社ハ追而土地便宜ニ随ひ元会社を決定するまで別紙地名録に記す事十六所を以
会社となす、然れとも是より以往会社之都合によりて分社の数を増減する事有之事 
     第三条 
牛馬一疋に付一ヵ年銀三十目ヅツ、手数料にて一疋鑑札一枚、相渡可申事 
但し税額御確定の上ハ本文手数料之内にてっ上納可致事 
     第四条 
牛馬増減年々二月中前年の総数取調、三月中駅逓御寮へ御届可申上事 
     第五条 
右総計税額上納の余金を以社中人員給料並諸入費引去、其余社中積金とし県庁又ハ豪
富の者へ御預ヶ、遣払等県庁へ申立御検印を可受事 



















 表 朱印             裏 改印黒 








許  中   官 
何 牛   
 州 馬 何 
 何 会 番 
 所 社 組 
中     
牛 何  
 頭 馬 番 
 取 会 組 













      第十五条 
総て社中の者此定款之旨趣を背き、又ハ申合規則に遵ハさる事あるハ、長・副及頭取
会議を以て其科に従ひ相当之罰金を命じ、且社中を除くへし、 









      第十八条 
会社にて一の社印を製し、都て文書に会社の名目を用る事あるハ必社印を押すべし、
尤公の申牒又ハ契約等の書面にハ長・副及其事に関する者の名印を加ふべし 

































              入間県管轄 武州児玉郡本庄宿 為谷三十郎 印 
                 東京通４丁目九番地借 岩淵善右衛門 印 
              長野県管轄 信州佐久郡小諸町 中村幸兵衛 印 
               筑摩県管轄 信州筑摩郡松本  倉品七郎 印 
               同 同州伊那郡飯田町     奥村収蔵 印 
               同 同州諏訪郡下諏訪村宿   岩波芝吉 印 
              同 同州筑摩郡塩尻宿     平林彦太郎 印 
             同 同州同郡福島駅     松本市郎左衛門 印 
               同 同州安曇郡大町駅    伊藤十一郎 印 
右之通私共立会遂集議定候相違無御座候也、 
                郵便馬車会社 社長    河沢稜威 
                同      副長    田中畑三 
右之条件本款議定之日迄権宜承認致シ置候事 
 但 本款者本月ヨリ十二月を限相定候様致事 























明治６年７月２５日          熊谷県長野県元柏崎県三御県下中牛馬会社 
                  総代 越後関川会社 森○助 
                  信州小諸会社 小山五左衛門 
                  上州高崎会社 岩淵善右衛門 
                          河津祐利 











明治六年三月 筑摩県権令宛陸運・中牛馬両会社合併規則許可願 （1873 年） 
（表紙） 
「陸運会社 中牛馬会社 合併規則書」  
   陸運会社 中牛馬会社合併規則 
今般運輸便利之為、中牛馬会社取立之義御許可ニ相成候ニ付、筑摩県御管内一般陸運会社
与合併方法相立候規則左ニ決定セリ、 
       第一条 
一 陸運会社之人馬者左雛形之通鑑札相渡置奉候事（雛形略） 
       第二条 
一 耕牛馬ヲ除之外荷物運送相稼度者ハ、別紙区分之会社江申出社入いたし、牛馬壱足ニ
付手数料金三十銭宛差出、左之雛形通鑑札請之所持候事（雛形略） 
       第三条 
右鑑札所持之者者宿々荷物附通候共、口銭一切差出ニ不及旨兼而御布達之通候事 
       第四条 
  人馬無鑑札ニ而荷物運送稼一切不相成候事 
       第五条 
  諸荷物継立之儀者会社江申込御着順ニ随ヒ継立可致事 
       第六条 
早追 或ハ昼夜兼行、其他多分之儀継立有之節、御案内状御差出相成候ハヽ、本道之分、
中山道 甲州西街海道 伊那街道 北国街道 保福寺宿共 飛州益田街道は、無賃ニテ
継送り可申事 
  但、脇道之義は、相当之賃銭可申受事 







     
       第八条 
一陸運会社ニテ取扱候馬荷一駄四十貫目ヲ度与定、元賃銭十六倍之割合ヲ以賃銭受取候事 




       第十条 
早追者低賃銭之七割五分増、夜継之分五割増賃銭請取候事 
       第十一条 
通常人馬継立之分五割増賃銭請取候事 
       第十二条 
陸運会社ニ而取扱候人馬者御旅行之都合ニ寄前後二、三駄（駅か）宛継越候共、差支無之 
定賃銭ニ而継立可申、且又陸運会社人馬ニ限リ鑑札所持之者共与途中替荷差支無之候事 
       第十三条 
陸運会社都合ニ寄二人払之荷物をも一人ニて運送可致候事 
       第十四条 
会社都合ニ寄駄荷ヲ車ニテ継立候義も可有之、尤賃銭者駄荷之定ヲ以請取候事 
       第十五条 
宿籠損料之義者一里迄者金一銭、一里以上者一里三厘二毛之割合ヲ以損料御払可被成候事 
       第十六条 
鑑札所持之牛馬士・人足共、旅人江対万一不法之所行等有之候ハバ、会社ニおゐて屹度取 
糺可申候事 
       第十七条 
陸運会社鑑札之義者宿々ニ於て相渡候事 
       第十八条 
北国西街道 松本町 伊那街道 飯田町 越後街道 大町 中山道 塩尻駅 中山道  
下ノ諏訪駅 伊那街道 松島駅 同断 高遠 中山道 福島駅 飛騨国 高山町 
       第十九条 
一筑摩県御管内信濃国中山道・甲州街道・伊那街道・北国西街道其他へ脇往還共四十四駅、
飛騨国益田街道八ヶ駅、陸運会社合併中牛馬分会社与相定候事 
       第二十条 
会社並分会社位置之儀、尚取調之上不都合等有之候得者増減更換等相成候筈ニ候事 
       第二十一条 
諸荷物運送致度者者其最寄会社・分会社之内江御申込相成候得者、定賃銭を以速ニ運送可 
致候事 








              第二十四条 
牛馬等荷物附出候節何方迄送候哉相糺し、申立ニ任セ送状可認、猶又継替宿ニおゐて前同
様牛馬士相糺継替宿承り、前送り状江書記加印加致事 
  但 送り状名当違之宿駅ニ而継替候義者不相成候事、尤病気其外何等無拠節者最寄本
文会社江申込候得者、差図ヲ致し不都合無之様取計之事、下諏訪より和田之間山間峠路
ニ而雪中者勿論風雨等ニ而附通し難相成節者、東餅屋ニて継替取計候事、其他難路準之、 
        第二十五条 
荷物敷金与唱荷品代金並駄賃立替候義者、分会社ニおゐても会社同様取計可申事 
 但 立替難相成宿々ハ分会社相省キ可申候事 
       第二十六条 
右荷物立替金利足之義、会社荷主示談之上取極メ可申事 
       第二十七条 
牛馬増減年々二月中取調、三月中御庁並駅逓寮江御届可申事 
       第二十八条 
中牛馬鑑札手数料之義、年々二月中分会社ニ於テ取立可申事 
       第二十九条 
年々三月中九会社並分社総代之者集会、社中人員給分・諸入費等取調、御庁江申上御検印 
可請事 
       第三十条 
会社・分社人員並年内給料等之義者、本支店並牛馬士総代等一同熟議之上取極候事 
 但 当今左之通ニ相定候得共、来ル二月集議之上一般会社確定候筈 
 （詳細略） 
       第三十一条 
会社・会社共一体ニ社印ヲ製シ送り状等江相用候事 
 但 文信其外ニ者総而会社人名前相認、自印相用可申事（印略） 
       第三十二条 
送状手数料遣払之儀、仕訳書取調置御庁江御届申上候事 
       第三十三条 
牛馬士之者共非常災難等之節者、会社談示之上積金之内を以救助可致事 
       第三十四条 
会社・分社ニ而荷物差湊ひ候節者、区分之内牛馬士江申通次第罷出早刻荷物運送可致事 





                    陸運会社中牛馬会社 松本町 倉科七郎印 
                     同断       飯田町 奥村収蔵印 
                     同断      下諏訪町 岩波芝吉印 
                     同断      塩尻駅 平林彦太郎印 
                     同断       大町 伊藤重一郎印 
                     同断    福島駅 杉本市良左衛門印 
                     同断      高遠町 池上庄太郎印 
                     同断      松島駅 日野嘉衛印   
13 
 
                     陸運会社中牛馬分会社 中山道 
                     洗馬駅 本山駅 贄川駅 奈良井駅  
                    薮原駅 宮越駅 上松駅 須原駅 野尻駅 
                    三留野駅 妻籠駅 馬籠駅 
                              甲州道中 
                    上諏訪駅 金澤駅 蔦木駅 
                              北国西街道 
                   郷原駅 村井駅 岡田駅 刈谷原駅 会田駅 
                   青柳駅 麻績駅 保福寺駅  
                              伊那街道 
                     西小野駅 宮木駅 岡ノ谷駅 平出駅 
                   北殿大泉駅 伊那部駅 宮田駅 赤須上穂駅 
                   飯田駅 片桐大島駅 市田駅 山本駅 
                   下清内路駅 上清内路駅 蘭駅 駒場駅 
                   波合駅 平谷駅 根羽駅 御堂垣外駅 
                   四日市場栗田駅 
                   右各駅総代（人名略） 










史料 1－11 明治八年六月 筑摩郡苅谷原駅等宛内国通運会社社則準拠継立方筑摩県達
（1875 年） 
 






明治八年六月二十三日                   筑摩県権令 永山盛輝 
追而各駅村二而承知之上者請書早々可差出事 
  苅谷原駅 
  保福寺駅 
  会田駅 
  青柳駅 
  麻績駅 
            右駅々 
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   以書付御届申上候 
去ル六月中御届之上出京在候処本月五日帰国仕候間此段御届奉申上候以上 











                      長野中牛馬会社 
                       頭取 山極慎吾 
                      小諸同 
                       同 小山五左衛門 
長野県参事猶崎寛直殿 
 






明治六年酉九月二十三日                 駅逓寮 前島密 御印 
右御届申上候以上 
 明治六酉年十月七日           中牛馬会社総代 和田会社 石合道範 
                             上田会社 土屋恕平 
                           長野会社 中沢与三右衛門 
 長野県参事楢崎寛直殿 
 






 明治６年１０月９日             中牛馬会社総代 
                            土屋恕平 
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                            石合道範 
                            山極慎吾 




















                 中牛馬会社総代 
 明治 6 年 10 月 4 日                   土屋恕平 
                     山極慎吾 





馬数調書簡扣帳 明治 5（1872）年 8 月 
中牛馬定宿 
第一区 軽井沢 追分 
第三区 香坂  内山 
第五区 北相木 （海瀬） 
第六区 川上秋山 海尻 海ノ口 平沢 
第七区 宮下 
第八区 野沢 臼田 
第十区 岩村田 塩名田 
第九区 八幡 
第十六区 長瀬 
第十七区 長窪 和田峠餅屋 
第十八区 武石 
第二十一区  矢沢 大日向 軽井沢 
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第二十四区  浦野 
第二十六区  坂本 
第二十八区  矢代 
第二十九区  松代 
第三十四区  桑原 
第三十六区  丹波島 
第三十九区  福島村 仁礼村 
第四十区   灰野村 
第四十五区  中野村（町） 
第四十八区  赤岩村 
第五十五区  笹平村 
第五十七区  山野新町（村） 
第五十八区  小根山宿（村） 
第六十三区  牟礼宿（村） 大古間宿（村） 
第六十五区  柏原宿（村） 野尻宿（村） 浅野宿（村） 
第六十六区  倉井村 
第六十八区  飯山町 
第六十九区  富倉村 
 
右者宿村江定宿相設度尤も実地不都合之場所等者猶御伺之上 増減仕度 此段 御聞済 
被成下置候様、奉願候、以上  
明治５年壬申８月 
                       七番組中牛馬会社頭取  小林健蔵 
                           拾壱番組同断  山極慎吾 
                            四番組   町田吉五郎 





















明治五年壬申八月                  何村 




























史料 1－17     山十生糸盗難一件 1874 年 
16 日出入馬調 
高崎馬士   助五郎、清吉 〆2疋 
















松本在 新村 源蔵 一人 
七口村 善蔵、外ニ 2 疋 
鼠宿 嘉左衛門 
宝○村 継左衛門 儀左衛門 
塩野村 与兵衛、染二郎、半蔵、万作、元作、伴蔵、清二郎、○太郎、太吉 
八満 源八、定蔵、伊十 平右衛門、初次郎 傳太郎 
藤塚 〆蔵 
小布施 千代蔵 
上田 佐平、源助、種作、森右衛門、与三郎、栄作、○松 今朝五郎、文二郎、作二郎 

























上田、長野頭取改員之事  1875年 





                 上田町中牛馬会社 
                   頭取 町田吉五郎 
明治八年亥 11 月 20日          小山五左衛門 
                     中沢與左衛門 
入社一札之事 
                 長野県信濃国小県郡上町 
                      伊藤九右衛門 
拙者儀中牛馬会社惣志ニ付其御会社連入仕候処 明国也尤江上ハ社則遵守候事。此者勿
論今後盛大振興ヲ旨トシ当分勉励可致候 後日異議事無之一札差入申候処如件 
明治 8年 11月 11 月 30 日         伊藤九左衛門 
中牛馬会社社長 




                     同県同国同所 
                     滝澤助右衛門 
右同文之事 
                   中牛馬会社頭取交代 
          
           御届書 
                  長野県第十一区六小区 
                  信濃国小県郡上田町 
                  第四番会社 
                  元頭取 町田吉五郎 
                  同国同郡同地 平民 
                  頭取 滝澤助右衛門 




明治 8年 12月            同元頭取 町田吉五郎殿 
                   副頭取 伊藤九右衛門 
                   頭取  滝澤助右衛門 
                   管内総代 小山五左衛門 
12 月 2日 
                    
出所：長野県小諸市小山五左衛門家文書「明治 8 年 会社御用留」 
 
史料 1－19 




従上田至小諸  26 銭   但シ 4 箱 1 駄合計 45 貫位迄 
従小諸至松井田 68 銭   同断 
従松井田至高崎 28 銭   同断 
従高崎至倉賀野 6 銭    同断 
賃銭総計 1 円 28 銭 
外ニ   4 会社手数料 8 銭但し 2 銭宛 
2 口合計 金 1円 36 銭 
右之通駅ニ賃銭相定輸出仕度依○御相談申上候也 
12 月 12日         上田街  中牛馬会社 
小諸、松井田、高崎 右御会社中 
 
出所：長野県小諸市小山五左衛門家文書「明治 8 年 会社御用留」より 
 
史料 1－20 


















   第五条 
物貨受取渡ノ節其実品或ハ量目封印ヲ検査シ送状ヘ照シテ無異儀受取渡ヲナセシ後ハ其
物品ニ就テ紛紜ヲ生スルトキ会社ニ於テハ一切関係セサル事 




   第七条 
物品送届ノ節受取人不在等ニテ再三之ヲ配達スルトキハ定賃銭ノ外一度毎ニ至当ノ配達
可受取事 





   第九条 
危難受合料ヲ収メ其損失ヲ弁償ス可キ危難ハ逓送中河海山谷ニ落シ入レ之ヲ失ヒ或ハ損
シ牛馬之蹶躓転倒ヨリ之ヲ破損シ及ヒ尋常出火ノ為ニ焼失セルニ可限事 


















所 扱 取 
   第十一条 
危難受合料ハ左ノ表面ノ通其物品ノ元価ト逓送ノ里程ニ割合可受取事 単位（銭） 










金 20 円以内   １ 1.5   2 2.5 3 3.5 
金 50 円以内 2 3 4 5 6 7 
金 100 以内 3 4.5 6 7.5 9 10.5 
金 200円以内 4 6 9 12 15 18 
金 500円以内 6 9 12 17 21 25 
金 1000 以内 9 13 19 25 31 37 
金 2000 円以
内 
13 19 28 37 46 55 
但シ五十里以外右二照準シテ増加ス可シ 






第二荷物粗漏ノ荷造ニシテ其危キヲ保チ難キヨリ之ヲ認メ直サン事ヲ報知スレト   
トモ荷主ノ意トセサルカ或ハ強テ逓送セシムル或ハ破損シ易キ物ヲ防護ノ手当ヲ         
為サラルカ或ハ之ヲ報知セス会社モ之ヲ知ラサルヨリ破損シタル損失ノ事 
   第十三条 
天地非常及強盗等ノ危難雪川雪川支道路梗塞ノ淹滞ハ其地ノ区戸長或ハ社外ノ証拠人二
名以上ノ証書ヲ以テ実地ノ現状ヲ証セシムル事 
   第十四条 
危難損失弁償ノ方法葉其受合タル物品ノ元価ヲ通用貨幣ニシテ渡シ其正品ヲ以テセサル
事 





   第十六条 
破損濡傷等ノ損失弁償ハ会社ノ都合ニ因リテハ其物品ヲ会社ニ引取元価総金額ヲ払渡シ
或ハ広ク入札ヲ以テ其売代金ト元価ノ不足ヲ可払事 
   第十七条 
安全堅固ノ保証ヲ得タル弁償ノ金額当分金五千円ニ限ルヲ以テ平常各地ニ於テ受合金額
一時合シテ此数ニ不可踰事 




















 生糸  生綿 壱駄目方四拾五貫目迄    
 此賃金弐円拾八銭也 
 但シ此内金拾八銭也弁償ノ補ヒ備置事 
 巣売  太糸 生皮苧  壱駄 
 此賃金壱円九拾五銭五厘也 
 但シ此内金七銭五厘也 前同断ノ事 
 系繭   壱駄 目方四拾貫目迄 
 此賃金壱円九拾弐銭也 
 但シ此内拾銭也弁償ノ補ヒ備置事 
呉服太物類 壱駄 目方四拾五六貫目迄 
 此賃金弐円六銭也 
麻布   畳系 金引麻  下駄荷  壱駄 
 此賃金弐円壱銭也 
  但シ此内金五銭也前同断ノ事 





石油   壱駄 
 此賃金壱円六十四銭也 
  但シ此内金弐銭也前同断ノ事 
右之諸荷物出発ノ日ヨリ倉ヶ野川岸迄五日切タルヘシ 












                          長野県為替方彰真社頭取 
                           早川重右衛門  印    
前島清次郎 印 
                            長野中牛馬会社頭取  
                               山極慎吾 印    
                              中澤与左衛門 印 
                          上田町荷物取扱掛書留書記兼 
 瀧澤利兵衛 印 
上田中牛馬会社頭取 
 滝沢助右衛門 印 
副頭取保証人兼 
 伊藤九右衛門 印 
小諸中牛馬会社頭取 
 小山五左衛門 印 
副頭取保証人兼 




                                 小林利平 印 
高崎中牛馬会社頭取 
                                 矢島八郎 印 
高崎中牛馬会社々中保証人 














一 箱御荷物  一箱ニ付 






                       中仙道高崎駅中牛馬会社 印 






                      高崎中牛馬会社 担人 
                              白石嘉平 
松井田 小諸 上田 長野 
右御会社中 
 
出所：長野県小諸市小山五左衛門家文書「明治 8 年 会社御用留」より 
 
史料 1－23 
明治 9年 6月 長野県下内国通運・中牛馬会社荷物取扱約定書 1876 年 
（表紙） 
「為取替約定書 
  内国通運会社 」 
印紙 
収入 
      内国通運会社ト中牛馬会社 
      為取替約定書 




 但 会社積入ト雖里程遠隔之地ハ、是里之外ハ再寄会社ノ適宜タルへシ、 





 但 荷主・才領等附添ハ此限アラス、 
      第三条 
発出会社之送リ状而巳ニテ、貨主之認メタル送状無之逓送致来ル物貨者、一方之会社ニ其
貨主より依頼証アルトキハ異儀ナク相渡し申ヘキ事 












 但 最寄同盟之会社或ハ荷物取扱所へ託スモ妨ナシ 













長野駅  臼井 承 
中牛馬会社総代 
小諸駅 小山五左衛門 





















    第二条 
各駅附通シ之儀ニ付、馬一駄ヲ三十貫目ニ有之上者判然タリ、然ルヲ各駅ニテ附替逓送ス 
ルハ如何が 





                  長野県下各駅 






                   内国通運会社頭取代理 
                       佐々木荘助 
九年十一月二十七日 
駅逓御寮 
       



















明治十年九月七日         長野県下北六郡内国通運会社社中総代 
                    稲荷山町  高村伝左衛門 
                    上田町   長谷川栄之助 
 内国通運会社 正副頭取御中 
 
 中牛馬会社荷物取扱所 
          野尻村 
  水内郡     古間駅 
          柏原駅 
          小玉村 
          牟礼駅 
          新町駅 
  更科郡     桑原村 
          稲荷山駅 
          篠ノ中駅 
          宮平駅 
  高井郡     須坂駅 
          小布施村 
          中野駅 
  埴科郡     坂本駅 
          戸倉駅 
          寂蒔村 
          屋代駅 
          松代駅 
          関屋村 
  小県郡     長久保駅 
          和田峠 
          腰越駅 
          辰ノ口村 
          市ノ沢村 
          大日向村 
          下郷村 
          上武石 
    佐久郡   芦田駅 
          野沢駅 
          岩村田駅 
          下中込村 
          追分駅 
          沓掛駅 
 以上三十三ヶ所 
  前書之通御指令相成候間此段写ヲ以御達申候以上。 
28 
 



















                        中牛馬会社取扱所 
                        右業務担当人 小山五左衛門 




史料 1－27   （187８年） 
小諸駅通運中牛馬両会社諸物貨逓送‥互ニ相競為ニ襄因よ至○依テ両社協議之上継立ノ
手数料改正スル左ノ如シ 
一 蚕種一駄 繭類一駄 生糸一駄 
  生皮苧一駄 畳糸一駄 麻一駄 
  下駄一駄  雑荷一駄 
右者金四銭ヅツ請取可申○○ 
 但シ沓掛継ハ此内一銭ヲ減スル 






明治十一年九月三十日          小諸町通運会社 
                       中牛馬会社 小山五左衛門 
29 
 









出所：『法規分類大全 第 59 巻 運輸門〔1〕 （第一編）』 
 
史料 2－2 改正中牛馬会社定款（1878 年か） 





       第一条 
当会社資本金ハ五千円ニシテ猶会社ノ増加ニ順シ之ヲ増加シ皆之ヲ第一国立銀行ニ預ケ
以テ運送物貨危難弁償ノ準備トス 
       第二条 
当会社本会社ト称スルモノハ会社一般ノ事務取扱所ニシテ社長評議役各課員ヲ置キ惣会
社ヲ摠管セシム 
       第三条 
各地中牛馬会社於テハ頭取副頭取支配人ヲ置キ運送ノ事務ヲ専執セシメ又所属一般ノ事
ヲ監セシム 
       第四条 
各会社適宜組合ヲ立テ一組合ニ総代二人ヲ置キ一人ヅツ本会社ニ交代シ本会社ニ在リテ
ハ会社一般ノ評議役トシ国ニ在リテハ其一組ヲ監セシム 





















       第九条 
新ニ荷預所タラトスルモノハ其属スヘキ会社ヲ経テ本会社ニ請フヘシ本会社之ヲ可トス
ルトキハ相当身元金ヲ出サシメ之ヲ許ス可シ 
       第十条 
中牛馬会社付属営業者ハ其営業セシトスル地ノ会社又ハ荷預所ニ請フ可シ而シ其会社ニ
於テハ付属営業者トノ鑑札ヲ相渡ス可シ  
       第十一条 
会社ハ其等級ニ応シ出ス可キ株数差等アル如左 
一等会社  三十五株以上   二等会社  二十八株以上 
三等会社  二十一株以上   四等会社  十五株以上 
五等会社  十株以上     六等会社  四株以上 
七等会社  三株以上     八等会社  二株以上 
九等会社  一株以上 
      第十二条 
各地会社ノ株金ハ直ニ本会社へ之ヲ出ス可シ而メ本会社ハ金額ニ満ルノ間其金額ニ対ス
ル受取証ヲ興ヘ置キ限額ニ満レハ其受取証ト引替ヘ株券ヲ興フ可シ 
      第十三条 
各株主ノ株金月賦出金ヲ怠ル三ヶ月以上ニ至ル時ハ既ニ出金セル分ハ之ヲ本会社ニ没入
ス可シ 
  従前会社ノ不足ヲ補フテ怠ルモ該条例ニ依ル 










      第十五条 
当会社役員ト称セルモノ如左 
 正副社長 兼評議長 評議役 会計取締 記簿方 計算方 総代 正副頭取 支配人  
大行事 小行事 
      第十六条 
正副社長ハ二十五株以上ヲ所有スルモノモノ中ヨリ評議役ノ投票ヲ以テ之ヲ定ム又評議 
役及ヒ総代ハ八株以上所有スルモノモノ中ヨリ一組合会社投票ヲ以テ之ヲ選挙ス可シ 








      第十九条 
本会社記簿、計算方等ハ敢テ株主ヲ要セス本会社ノ適宜ニ之ヲ定ム可シ 




      第二十一条 
社長ハ在職三ケ年ヲ一期トシ総代ハ二ヶ年ヲ一期トシ評議長ハ一ヶ年ヲ一期トス 
 但衆望ニ由リ期ヲ重スルヲ得可シト雖モ三期ヲ越エルヲ得ス 
      第二十二条 
評議役交代ノ期ニ至レハ総員二分ノ一ヲ交代セシメ半年ヲ経テ又他ノ二分ノ一ヲ交代セ 
シム 
































      第二十九条 
大小行事ハ常ニ所属ノ営業者ヲ監シ若シ其勤ヲ怠リ犯則ノ者アレハ支配人ニ告ケテ之ヵ 
所分ヲ為スハ之ヲ大行事ニ協議スルニ常トス 













      第三十三条 
集会ニ可否ヲ議決スルニ各株主其所持ノ株数拾箇迄ハ一株毎ニ一説 又一株以上百株迄 
ハ五株毎ニ一説ヲ出スノ権アリ而メ投票テナスノ権モ亦之レニ準ス 
      第三十四条   
当社ノ株主ハ本会社ノ利益ヲ株高ニ応シ之ヲ得ルノ権アリ 
      第三十五条 
会社事故アリテ開社或ハ分散スルヤハ本会社ノ財産ヲ糶賣シ株高ニ応シ分配ス可シ 





      第三十七条 
株券ノ売買自由タル可シト雖トモ必ス本会社ノ承認ヲ得テ之ラ為ス可シ 




 十分ノ一  本会社役員ニ 分賦ス 
 十分ノ二  本会社ノ積金トス 
 十分ノ七  各株主ニ分賦ス 
      第三十九条   
各会社ノ利益ハ其会社ノ役員ノ給料雑費ヲ引去リ之ヲ其会社限リノ株主ニ分賦ス 
 荷預リ所ノ利益ハ其荷預リ所役員ノ給料雑費トス 





      第四十一条 
当会社社長評議役総代勤務中社長ハ二十五ノ株券評議役総代ハ八株ノ証券ヲ糊封シ本会 
社ニ預ケ置ク可シ 























      第四十七条 
本会社ニ於テ評決セル条件ヲ各社一般ニ告示スルトキハ往来里程ヲ除キ着目ヨリ之ヲ遵 
守ス可キモノトス 
      第四十八条 
会社ノ所分上ニ於テ定款ニ載セサルモノハ其時々本会社ノ指揮ヲ受ク可シ 
      第四十九条 
社員ノ名義ヲ以テ他ノ者ト契約スルモノヨリト雖トモ該定款及物貨取扱規則ニ背ケル者 
ハ其者一己ノ責ニシテ一般会社ニ連帯セサル可シ 

























































   
 
 
   
第十五項 該会社ハ危難請合切手メタル請合料ヲ払ハレタルモノハ之ヲ請取リタ    
ル会社ニ於テ其金額ノ切手ヲ貼用消印ス可シ其切手ハ五厘一銭二銭五 
銭十銭二十銭五十銭一円ノ八種トス 
第十六項 依託ノ物貨毀損或ハ減尽セシトキハ会社之ヲ辨償スルノ責ニ任ス可シ   
ト雖人力ノ抗拒シ能ハサルノ災害〔天災、暴動、強盗等〕ニ罹（かかる）
リタルトキハ辨償セサル可シ 






































無代価 五厘 一銭 一銭五厘 二銭 三銭 四銭 五銭 六銭
五十円以下
五十円迄
一銭五厘 二銭 二銭五厘 三銭 四銭 五銭 六銭 七銭
五十円余
百円迄
二銭五厘 三銭 三銭五厘 四銭 五銭 六銭 七銭 八銭
百円余
二百円迄
四銭五厘 四銭 五銭五厘 六銭 七銭 八銭 九銭 十銭
二百円余
三百円迄
六銭五厘 七銭 七銭五厘 八銭 九銭 十銭 十一銭 十二銭
同余
五百円迄
八銭五厘 九銭 九銭五厘 十銭 十一銭 十二銭 十三銭 十四銭
同余七百
五十円迄
十銭五厘 十一銭 十一銭五厘 十二銭 十三銭 十四銭 十五銭 十六銭
同余
千円迄
十二銭五厘 十三銭 十三銭五厘 十四銭 十五銭 十六銭 十七銭 十八銭
同余千二百
五十円迄
十四銭五厘 十五銭 十五銭五厘 十六銭 十七銭 十八銭 十九銭 二十銭
同余
千五百円迄
十六銭五厘 十七銭 十七銭五厘 十八銭 十九銭 二十銭 二十一銭 二十二銭
同余
二千円迄
十八銭五厘 十九銭 十九銭五厘 二十銭 二十一銭 二十二銭 二十三銭 二十四銭
同余二千
五百円迄
二十銭五厘 二十一銭 二十一銭五厘 二十二銭 二十三銭 二十四銭 二十五銭 二十六銭
同余
三千円迄



















































第十五条 運送ノ貨物着所迄通送ヲ本質トスルヲ以テ各会社ヲシテ継替セシ  
メサルモ其継替セサル会社ノ之ヲ障礙スルヲ得サルハ勿論トス 
第十六条 本会社役員ノ給料及旅費表 
    
 月給 旅費一里 一日分月給滞在費ノ外 
社長 二十五円 十二銭五厘 三十銭 
副社長 二十三円 十二銭五厘 二十七銭五厘 
評議役 二十円 十銭 二十五銭 
会計取締 十五円 七銭五厘 二十二銭五厘 
会計方 七円五銭 五銭 二十銭 
記簿方 七円五銭 五銭 二十銭 















                       中牛馬会社取扱所 印 
出所：長野市立博物館所蔵中沢総二氏寄贈「中沢與左衛門家文書」 
 
史料 2－3  
中牛馬会社株券所有法 
当会社ノ株券ハ功労旧新ノ三種トシ其各効力如左 















役  員 月  給 旅費日当  
社  長 弐拾円 三十銭 当分十分ノ七ヲ給シ
其三ハ功労株トス 
副社長 十八円 二十七銭半   同 
総代役 十五円 二十五銭   同 
会  計 七円以下 二十銭  
記  簿 五円以下  同  






  一 金五千円     利子年 七朱二里 
  第一国立銀行ニアル準備金 
右現存分 
 一 金二千八百二十七円五十銭 功労ニ酬ユルモノ将来積金ヲ以テ填補スベキ分 
 一 金四千四百七十円  旧出金額既費ニ係ルモノ将来積金ヲ以テ填補すべき分 
 一 金五千円      利子年一割 八分 
明治十年六月借入分新徴集金ヲ以テ返済スベキ分利子追テ精算 
功労株主如（略、表 2－3 に参照） 
合 113.1 株    此金 2827.5 円 
旧株主如左（略） 
合百 78.8 株   此金 4470 円 
  新二徴集スベキ株数如左  321.2 株  此金 8030 円 
右之通決議候事 
明治十一年十一月 
                         中牛馬会社取扱所 




史料 2-4   中牛馬会社定款  （1881 年 4月） 





































第十三条 社長ハ会社一般ヲ統轄シ総代役議定ノ条件ヲ決行シ或ハ其議ニ異見アラハ之  
    ヲ再議セシメ猶相協ハサルトキハ総代役ヲシテ一般社員ノ総会議ヲ開キ又便宜  

























































    但シ各地社員ハ可成定例会議ニ出会シ得ヘシ然レトモ其費ハ自弁タルヘシ 
第三十三条 総テ社中ノ議事ハ同説ノモノ過半数ニ決ス若其議ノ相平分スルモノハ議長
自ラ之ヲ決ス 





    但シ明治十三年四月ノ定例会議ヲ第一回会議トシ追テ第二回三回ト称スヘシ 
第七章 損益分賦法 
第三十五条 総扱所ニ生スル利益金及損失共社員ノ所有セル株高ニ応シテ之ヲ分賦スベ   
    シ 




役名 月給 旅費日当 
社長 二十円 六十銭 
副社長 十八円 五十四銭 
課長 十五円以下 五十銭 
会計 七円以下 四十六銭 
記簿 五円以下 同 







    第八章 入社順序 
第四十条 各部部長ヲ選挙シタルトキハ惣扱所社長ヨリ其地方庁ヘ御届スヘシ其書式如   
     左 
                 府県国郡町村 番地族籍 
                  中牛馬会社 
                      何 ノ 誰 
右ハ第何部当会社部長委託御管下一般（何郡中一般）同社所轄為仕候條此
段御届申上候以上 
年 月 日           東京何区何町 
                中牛馬会社総扱所 

















               府県国郡町村 番地族籍 
      年 月 日           本人  何ノ誰 
                      保証人 何ノ誰 
          中牛馬会社総扱所社長何ノ誰殿 
（ロ） 前書ノ通申出候間御許諾有之度依テ奥印仕候也 
           第何部中牛馬会社扱所 
             部長 何ノ誰印 
（ハ） 右正ニ承諾候也 
           中牛馬会社総扱所印 
年 月 日           社長 何ノ誰印 
（ニ） 誰義中牛馬会社ヘ入社（附属）別表賃銭ヲ以テ運送営業仕度別紙
写ノ如ク同社総扱所認諾ヲ得候此段御聞置被成下度奉願候也 
          何郡町村番地族籍 
                 中牛馬会社荷継所） 
年 月 日              何 ノ 誰 印 
          第何部中牛馬会社取扱所印 
                部長 何 ノ 誰 印 
府県長官又ハ郡区長 
第四十二条 各部長ヲ解任スルトキハ総扱所社長ヨリ直ニ該府県庁ヘ申稟シ認諾ヲ得其
認諾証ヲ添へ該府県庁へ御届スベシ     
      但シ時トシテ会社ノ不利又ハ私利ヲ謀ル等ノ実蹟アルモノハ社長ヨリ退社 
セシムル事アルへシ然ルトキハ其部長ハ総扱所ノ照会書ヲ添ヘ地方庁ヘ御 
届スヘシ 




















明治十四年四月          中牛馬会社総扱所 印 





   第二部中牛馬会社申合規約 
本県丁第十四号御布達ニ拠リ当会社将来営業ノ方法社長協議ノ上別紙ノ如ク規定仕條 
御認可被下度此段奉願候也 
明治十五年七月             第二部 中牛馬会社扱所 
                    部長  中沢與左衛門 印 




明治十五年十月二十一日          長野県令大野誠代理 
                     長野県大書記官鳥山重信 
























通船 下リ 上リ 水増風雨農繁ノ節増 
壱駄四十〆目 
一里ニ付 






 荷集日 発荷日 送達日割 
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東京筋 毎二七ノ日 毎三八ノ日 一日ニ付七里結 
直江津筋 毎四九ノ日 毎五十ノ日 雪中ハ此限リニ非ス 
 
第八条 本部各社ニ附属スル保送者ヨリ身元金ヲ出サシムヘシ其額左ノ如シ 
牛馬    一頭ニ付          金弐円五十銭 
荷車    一輌ニ付           金弐円五十銭 
牛馬車   一輌ニ付           金五円 














 第十三条 保送者ヨリ預ケタル身元金利子支出方ハ左ノ如シ 
     第一項 県道以上ニシテ人馬ニ乏シク運送間フルノ地ニ常備人馬ヲ置クノ費
用ニ充 
     第二項 道路橋梁ノ修繕等総テ運送ノ補益トナルヘキ事業ヲ助クルノ豫備ト   






 第十四条 保送者営業中ハ必鑑札ヲ携帯スヘシ若シ紛失又ハ水火盗難等ニ罹リタルモ 
ノハ再鑑札ヲ申請ヘシ然ルトキハ第九条ニ定メタル製造料ヲ払フヘシ 
 第十五条 保送者ハ貨物逓送ニ付互ニ不注意ナキ様申合予メ之ヲ頭取ニ申出ヘシ 
 第十六条 保送者廃業鑑札ヲ送還スルトキハ其身元金ハ之ヲ返附スヘシ 




   明治十五年七月        小諸中牛馬会社頭取   小山五左衛門 
                  上田同会社同      滝沢助右衛門 
                  長野同会社同      中沢與左衛門 
                  野沢同同        並木勝造 
                  飯田同同        小林源次郎 
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     中牛馬会社小諸組申合規約 
本県本年甲第七十三号及丁第十四号御布達ニ拠リ第二部同盟申合規定ヲ編製シ這回本県
庁認可ヲ蒙リ施行候ニ付会社分社荷継所等不注意ナカラン為更ニ申合スル条々左ニ 
     第一条 
総扱所規則等並ニ通達等者勿論本部申合規定等者熟覧シテ犯則ナカヲザル様注意スベシ 
     第二条 
会社分社荷継所者平常仕役スル最寄町村或ハ一部落一耕地ノ保送者ヲ監督スベシ該区域
ハ頭取ノ考察ヲ以テ之ヲ定ムル者トス 
     第三条 
分社荷継所ハ頭取ノ通達ニ拠リ其区域内保送者人名及ヒ人足牛馬ヲ区別シ其数取調会社
へ差出スベシ 
  但シ監督区域廣狭ニ拠リ其区域内保送者数組ニ訳タルモ適宜タルベシ 
     第四条 
本部申合第十五条ニ拠リ保送者申合規約（則下案ノ如クヲ清書シテ）保送者タルモノ各自
連署シテ頭取へ差出スベシ 
     第五条 
本部申合規定中ノ身元金及鑑札料ヲ保送者ヨリ取立頭取へ贈金スベシ尤該金額頭取へ収
領ノ上者分社荷継所ヲ経由シテ鑑札ヲ保送者へ付与スベシ 
     第六条 
保送者へ逓送貨物ヲ托ストキ鑑札ノ有無ヲ調無鑑札ハ無論貨物相渡サヘルモノトス 
     第七条 
分社荷継所ハ隣駅村或ハ平常継立等有之駅村ノ里程及定賃金ヲ頭取ヘ申出置クベシ 
  但シ支道坂地険阻等ノ外割増ハ本部申合第五条ニ拠ルベシ 
     第八条 
官民ヲ不問逓送ノ為人馬ヲ依頼者有之トキハ第七条ノ賃金ヲ以テ時刻ニ不抱速ニ依頼ノ
求ニ応スベシ 
     第九条 
当組合一切ノ出金法左ノ如シ（表略、表 2－4 参照） 
 
     第十条 
貨物継立ノ際ハ予テ通運会社ト約定アルヲ以テ送券ヲ検査シ不都合無之様注意スベシ 
     第十一条 
無保険ノ貨物逓送中危難ノ際事情不得止弁償ナス與或ハ為スベカラザル等ハ頭取ノ考案
ヲ以テ是ヲ定メ若シ弁償スベキニ至リテハ総扱所規則中弁償期限ヲ以テ出金スベシ 
     第十二条 
人足継立ル駅村ハ豫テ定メ置他ノ駅村ニテハ備人足ヲ要スル事ナキモノトス 





     第十四条 
保送者途中ニ於テ替荷ヲ不許若シ不得止事故有リテ交換スル時ハ会社分社荷継所ニ於テ
検査スベシ最モ期日停滞スル貨物ヲ引受候得者其会社分社荷継所ニ於テ其責ニ任ス 
     第十五条 
保送者身元金一時出金難致者ハ会社分社荷継所ノ見込ヲ以テ出金法ヲ定メ其期限ハ来ル
十六年二月迄皆済相成候様取計フ者トス 
 但シ二月迄ノ前利子 6銭２厘 5 毛第五条ノ如ク取扱フベシ 






                     第二部小諸中牛馬会社 
                       頭取   小山五左衛門 
                       外 
                       会社員  2名 
                       分社員  4名 
                       荷継所員 10名 











                      北佐久郡小諸町中牛馬会社 
                        副頭取 中村幸兵衛 印 
                         頭取 小山五左衛門 印 











史料 2－8  協議表 （1880 年） 
  明治 13年 3月 協議表 小諸集会 
高崎 松井田 小諸 野沢 上田 浦野 長野各会社集会シテ議誥ス、其約則左ノ如。 
         第一条 
荷扱人毎年三月十五日ヨリ二十日迄定会議トシ一周年間荷物運搬ノ事ヲ議決ス。 
  但集会所ノ位置左ニ決ス 
  十四年      松井田会社 
  十五年      高崎会社 
  十六年      長野会社 
  十七年      上田会社 
  十八年      浦野会社 
  十九年      野澤会社 
  二十年      小諸会社 




         第三条 
毎年各地荷主方へ年始並ニ荷物周旋等左ノ割附之通り三月十五日迄ニ相勤ムベキ事。 
行田 川越 足利 相生   高崎会社 
冨岡 高崎 前橋 小諸   松井田会社 
長野 信岡 松代 稲荷山 須坂 上田会社 
下仁田 飯田 諏訪 上田     小諸会社 
甲州               野澤会社 
高田 中野 飯山         長野会社 
松本 西条 東条 生坂      浦野会社 
         第四条 
各荷主年玉物之義ハ一店ニ付、手拭二筋宛ト定ム。 
但手拭年番会社ニ於テ染附各会社へ渡スヘシ上包名前之義ハ七会社ヲ記載スベシ。 
      第五条 
各店廻り日当旅費トモ金五十銭ヲ附与ス。其請持会社ニキイテ立換、毎年集会之節、七
会社公平ニ割合出金スベシ。 
         第六条 
原発荷物へ敷金附ヲ請負ヲトキハ其原価ヲ送券ニ記載シタル半額ヲ荷物ニヨリ原価ノ
八分迄ヲ貸渡ス事モアルバシ。 




        第八条 
甲ノ会社ヨリ乙ノ地ノ店へ荷物送附スル荷物云々等在之店ニキイテ不請トキハ、其最寄
会社分社及荷扱所江預リ出、其運送人江相渡スヲ金トス。 








                     高崎中牛馬会社 白石嘉平 
明治 13年 3月 9 日            松井田駅中牛馬会社 
                     浦野駅中牛馬会社 
                     野澤駅中牛馬会社 
                    兼 小諸駅中牛馬会社 
                      塩川文右衛門 
                      長野駅同社 
                    兼 上田駅中牛馬会社山本常平 
出所：長野県小諸市小山五左衛門家文書 
 





門 西牧新三郎 山崎陳太郎 松下荘蔵）其費額（滞在往復二十日間トシ旅
費日当）一名ニ付金二十五円宛ヲ給与致スベシ。 
但費額割合 
（小諸 十八円 上田 十八円 長野 十八円 野澤 十五円 飯田 十五





但割合（小諸 4円 上田 4円 野澤 3円 諏訪 3円 飯田 3円 松












明治十四年二月二十二日                  長野中牛馬会社 
                              中沢與左衛門 
                             浦野中牛馬会社 
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                              横島五右衛門 
                                上田同社 
                              伊藤九右衛門 
                                小諸同社 
                              塩川文右衛門 
                                野澤同社 
                                並木勝造 
                                松本同社 
                               西牧新三郎 
                                高田同社 
                               山崎陳太郎 
                                諏訪同社 
                                飯田同社 
出所：長野県小諸市小山五左衛門家文書 
 
史料 2－10  












明治 15年 2月 25 日 
                            小諸駅 小山五左衛門 
                            上田駅 伊藤九左衛門 
                            松本駅 西牧新三郎     
                            飯田駅 渡辺金太郎 
                            福島駅 沼田興太郎 














 第二等 鉄物 塩魚 石油 麻 
     畳糸 氷餅 陶器 紙 
     ガラク 煙草 竹籠 櫛 
     杏干 生蝋 
右手数料一駄金三銭 
但シ十メ目以下前同断 













明治 18年 2月 9 日         東京中牛馬会社 戸廉里進 
                  高崎中牛馬会社 飯田文助 
                  松井田中牛馬会社代 飯田文助 
                  小諸中牛馬会社  小山恒助 
                  上田中牛馬会社  大井六郎兵衛 
                  浦野中牛馬会社  楢崎浦助 
                  松本中牛馬会社 小林盛造 
                  和田中牛馬会社  翠川府右衛門 






 一 生糸 壱駄 倉賀野ヨリ東京迄着日二日半間 賃金 0.5 銭 
品目 量目 地名 着日 賃金 保険料 
生糸 １駄 倉賀野ヨリ
東京迄 
2 日半 0.5 0.3 
生皮苧、出売蛹 1 駄 倉賀野ヨリ
東京迄 
3 日半 0.5 0.2 













明治 12年 8月 28 日 
                     小諸町中牛馬会社頭取 小山五左衛門 
                     倉賀野川岸中牛馬会社荷扱所 











生糸  金 0.5 円 
屑物  金 1 円 




第四条 保険料ハ本年 7 月各銀行へ増額ノ約定相成候日ヨリ第二条ノ如ク相払フへク候
以来ハ旧定約ニ基キ可相払事 
前書約定候本年 7月 1日ヨリ来明治 17年 6 月 30日迄満一か年ト定メ猶協議ノ上増減
スル事アルベシ 






























一日路五里 十円未満 二十円未満 三十円未満 五十円未満 



















   荷為替金受取ノ証 
一 物品名     何個  該目形 
   該為替金何十円迄      何月何日ヨリ 






    何年何月日        何ノ某 
             保証人 何ノ某 
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                 何ノ某殿 
右ノ如ク相定タルヲ以テ互ニ違背スヘヤラサル者也 







                   長野県下中牛馬会社ノ年番頭取 









                  内国通運会社員 
                  中牛馬会社員」 
  第一条 
一 両会社ハ互ニ懇親ヲ主トシ、物貨運輸ノ便利ヲ開帳スルニ注目シ、専ラ遅延ノ憂ヲ一
洗シ物貨速着ヲ要領トスヘシ、 








   第四条 
一 物貨運送ハ渾テ貨主才領ノ望ニ任セヘキハ勿論、仮令甲中牛馬ヨリ発シ乙通運江継入
ルモ、決シテ之レヲ妨ケス継送ル可キモノトス 





   第七条 
一 稼夫逓送ノ途中猥ニ自宅ニ差置ク等ノ弊害ハ素ヨリ為スヘカラスト雖、尚一層注意ヲ
加ヒ同盟会社江積入、不都合無之様両社間ニ於テ取締ヲナスへシ、 





   第九条 
一 稼夫適意ニ甲社ヲ脱シ乙社ニ付属スル妨ケナシト雖、不正ノ所為アリテ除名セシ時ハ
其旨他社江報告スヘシ、該稼夫甲社ニ義務ヲ尽サヽル者ハ、乙社鑑札ヲ附与スヘカラス、 
   第十条 
一 両社稼夫貨主ト相対ヲ以猥ニ物貨ヲ引受運送スル等ノ如キ弊習ヲ洗除シ、自今会社ニ
於テ物貨ヲ調査シ送券ヲ附シ、不都合無之様稼夫江相諭スヘキ事 
   第十一条 
一 御下問第四項奉答書御採用ノ上ハ、両社商議之上其執行ヲナスへシ、 
   第十二条 
一 両社員ニ於テ過当ノ賃金ヲ受クル等不実ノ所為アル時ハ、互ニ其取締人ニ於テ過当セ
シ賃金ノ十倍ヨリ不少、二十倍ヨリ不多ノ違約金ヲ出サシムルモノトス、 
   第十三条 
一 両社一般ニ関スル事項ハ惣代人集合協議シ、亦ハ友誼ヲ厚フセンカ為ノ懇親会ヲ開ク
事アルヘシ、 
  但 会場ハ其期ニ因リテ之レヲ定ムヘシ、 
   第十四条 
一 明治九年七月中両社間取換書ハ今回更ニ取消スモノトス、 




明治十五年三月三日   
                     内国通運会社出県委員総代 
                         長野町  臼井承 印 
                         上田町  長谷川栄之助 印 
                         小諸町  渡辺新左衛門 印 
                         福島町  柏原瑞穂 印 
                     中牛馬会社総代 
                         長野町  中沢与左衛門 印 








明治十六年九月二十五日        群馬県下 内国通運会社 
                        中牛馬会社 
楫取群馬県令殿 
書面聞置候條会社条例制定相成候迄ハ人民相対ニ任セ営業候儀ト可相心得事 














   第一条 
通運中牛馬両会社ハ本県庁ノ恃別保護ヲ得営業各規則ヲ確守践行シ且両本社ノ補翼ヲ乞
ヒ益々拡張スベシ 

















                                 群馬県管内 
                                 内国通運会社 
















  貫目 拾八貫ハ百七拾八目 
  原価金 ハ百円也 
  荷主 下諏訪郡 小口森蔵殿 
  受主 横浜 若尾幾造殿入 
  倉ヶ野川岸 同盟田口ェ入 
  東京水運上ケ 
  十一月十日    」   
出所：長野県小諸市小山宗一氏所蔵小山家文書 明治 14 年（1881）「養蚕荷原発帳」より 
 






                     第二部  
                      長野県下中牛馬会社扱所部長 
                       中沢與左衛門 
明治十六年                第三部 
                      群馬県下中牛馬会社扱所 


















                     東京共同中牛馬会社社員 武笠清左衛門 
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                       高崎中牛馬会社   白石嘉平 
                       松井田中牛馬会社  大河原民次郎 
                       横川中牛馬会社 武井兼次郎代社員 
                                  小林彦太郎 
                     軽井沢中牛馬会社代理  大河原民次郎 
                        小諸中牛馬会社  小山五左衛門 
                        上田中牛馬会社    
                         屋代中牛馬会社 若林忠之助 
                          稲荷山町 丸信組年番世話役 
                                   清水丹太 
                                   追川亀吉 
出所：長野県小諸市小山五左衛門家文書 
 
史料 3－4  愛信社と帝国中牛馬会社間貨物運搬契約書  明治 23（1890）年 
         契約書 
         第一条 
愛信社貨物運搬之事ヲ帝国中牛馬会社へ委託スル事。 
         第二条 
帝国中牛馬会社ニ於テハ愛信社ノ運送貨物ハ常ニ切実丁寧ニ取扱ヒ、迅速ト安寧トヲ主ト
シ、必ス怠惰不実ノ取扱ヲ致スヘカラス。 




         第四条 
貨物発着日限左ニ定ム 
   東京ヨリ長野間四日ト定ム 
   相生足利及ヒ川越ヨリ発スル貨物 
   高崎ヨリ長野迄四日ト定ム 





         第五条 
貨物逓送料品名等級ハ鉄道局規則ニ傚ヒ、碓氷峠ハ鉄道馬車定賃ニヨリ払渡スモノトス。 
但シ第六条ニ抵触シタルトキハ正月ヲ以テ相払フモノトス。 
         第六条 
逓送貨物運賃ハ五十斤以下ヲ小荷物トシ左表ノ通リ申受クベシ。 
東京長野間 10 斤未満 15 銭 
同 20 斤未満 28 銭 
同 30 斤未満 40 銭 
同 50 斤未満 60 銭 




東京長野間 一級品 二級品 三級品 四級品 五級品 
50 斤以上 10 貫目
付 







         第八条 
 貨物斤目封印ヲ調査スルハ各会社ノ要務ナレハ、東京其他各地原発処ニ於テ貨物送券毎
ニ等級印ヲ捺押シ、必ス逓送之至当ノ賃金ヲ積リ信実ニ取扱フベキ事。 
         第九条 
貨物運搬日限第四条ニ抵触シ日数三日ヲ経過スルニ於テハ相当ノ損害金ヲ要シ其責任タ
ル会社ヨリ直チニ請求スルモノトス 
         第十条 
逓送貨物取扱中水火盗難損傷等ハ保険無料ニシテ悉皆逓送会社則帝国中牛馬会社ノ弁償
タルベシ 




         第十二条 
愛信社貨物ハ原発所ニ於テ必ス送券へ愛信社ノ印章ヲ捺押スベシ若該印章ナキトキハ逓
送会社ニ於テ捺押スルモノトス 
         第十三条 
第九条第十条ニ掲クル処ノ損害弁償金ハ十五日以内ニ其責任タル会社ニ於テ直チニ弁償
スベシ 





         第十五条 
前条設ケル約束ヲ若シ帝国中牛馬会社ニ於テ相背クトキハ愛信社ニ於テハ悉皆貨物ヲ他
へ委託スル事アルベシ 
         第十六条 
該約ハ愛信社帝国中牛馬会社双方ニ於テ実際施行ノ都合ニヨリ協議ノ上改正加除スル事
アルベシ 
         第十七条 
此結約期限ハ明治二十三年十月ヨリ二十四年九月迄満一ヶ年トス尤引続キ約束スルモ其
年ノ熟議ニヨルベシ 






明治二十三年             東京帝国中牛馬会社理事 小山五左衛門 
                   高崎中牛馬会社代    佐野安六 
                   横川中牛馬会社     小林彦太郎 
                   松井田中牛馬会社    大河原民次郎 
                   伊勢崎中牛馬会社    武 孫平 
                   小諸中牛馬会社軽井沢支店 小山五左衛門 
                   上田中牛馬会社     若林茂兵衛 
                   篠ノ井中牛馬会社    宮崎万平 
                               代理宮崎運平 
                   帝国中牛馬会社代理店 長野開運組 
                               久保田新兵衛 
                   長野県長野町    愛信社社長 
                               小林岩吉 
                             副社長 
                               小野和兵衛 
                              幹事 
                               左治木清七 










積込料 二銭                手数料なし 
二級品 百斤ニ付 
鉄道賃 一割減し 十七銭 
積込料 二銭                手数料なし 
三級品 百斤ニ付 
鉄道賃 二割減し 二十二銭二厘 
積込料 二銭                手数料なし 
右之通御致候間御承諾ヒ下候□何□り何ヶ月間□御定約ノ旨御記載御証印奉願候也 




史料 3－6                        （1885 年） 






 第一等 呉服 太物 藍玉 足袋底 養蚕物ノ類 
右手数料一駄金四銭 
但シ十メ目以下一個一銭其以上右ニ準ス 
 第二等 鉄物 塩魚 石油 麻 
     畳糸 氷餅 陶器 紙 
     ガラク 煙草 竹籠 櫛 
     杏干 生蝋 
右手数料一駄金三銭 
但シ十メ目以下前同断 




明治 18年 2月 9 日               東京中牛馬会社 戸廉里進 
                         高崎中牛馬会社 飯田文助 
                       松井田中牛馬会社代 飯田文助 
                         小諸中牛馬会社 小山恒助 
                         上田中牛馬会社 大井六郎兵衛 
                         浦野中牛馬会社 楢崎浦助 
                         松本中牛馬会社 小林盛造 
                         和田中牛馬会社 翠川府右衛門 




史料 3－7                           （1885 年） 
中仙道鉄道開業来他同業者競争ヲ試ミ勢制止スヘカラス我各社一致ノ運輸ヲ以テ其予
防ノ策ヲ立サルヘカラス依テ左ノ如ク契約セリ 
地名 東行運賃 西行運賃 
東京、高崎間 鉄道定賃 鉄道定賃 
高崎、松井田間 0.135 0.15 
松井田、軽井沢間 0.18 0.195 
軽井沢、小諸間 0.19 0.175 
小諸、上田間 0.165 0.165 
上田、長野間 0.33 0.315 
上田、松本間 0.66 0.72 




明治十八年四月                東京中牛馬会社 
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                       正木保造 ○代印 印 
                       小諸中牛馬会社 小山五左衛門 印 
                       上田中牛馬会社出張員 
                               大井六郎兵衛 印 
                       長野中牛馬会社 中沢與左衛門 印 
出所：長野県小諸市小山五左衛門家文書 
 
史料 3－8    出張所設立依頼書   （1884 年） 
出張所設立依頼書 
                長野県北佐久郡小諸町 
                   中牛馬会社頭取 
                       小山五左衛門 印 
今般都合ニ拠リ同郡軽井沢地内矢ケ崎ト当社出張所ヲ設立シ、運送便利ヲ計リ度、此段御 
許諾ヒ成下処。則該駅荷継所連印御依頼仕候也。 
明治十七年七月五日                右 小山五左衛門 
                    軽井沢駅 中牛馬会社荷継所 




    
     軽井沢出張所設立願 
                      北佐久郡小諸町 




明治十七年九月                    右会社 
















史料 3－10    中牛馬会社明治十九年定例会議決定  （1886 年） 
















             正木 保造 印 
長野県下 長野中牛馬会社 
             中沢與左衛門 印 
小諸中牛馬会社 
             小山五左衛門 印 
群馬県下 高崎中牛馬会社  
             矢島八郎 印 
栃木県下 矢板中牛馬会社 























本便    十貫目ニ付  
地名 便/級 一 二 三 四 五 
上田 三日便 28 銭 34 銭 40 銭 46 銭 52
銭 
長野 四日便 39 銭 45 銭 51 銭 57 銭 62
銭 
松本 五日便 50 銭 56 銭 62 銭 68 銭 74
銭 
モシ他社ニテ之レヨリ減額候得ハ、前以御引合ノ上毎ニ其以下ニ減額仕候。         
 急便〔日限請合〕十二目ニ付 
地名 限/級 一 二 三 四 五 
上田 二日限 33 銭 40 銭 48銭 55
銭 
62 銭 
長野 三日限 48 銭 55 銭 62銭 69
銭 
76 銭 







19 年 7月 7 日 
                  日本橋区大伝馬塩町 東京中牛馬会社 
                  信濃上田   同代理店中馬分社 
              同長野    同代理店中馬分社 















                      日本橋区大傳馬塩町 
                       東京 中牛馬会社 
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                      下谷区車坂町三番地 
                        同社支店 
 出所：長野県小諸市小山五左衛門家文書 
 
史料 3－13  回章   （1887年） 







二十年四月三日                      共同中牛馬会社 
                              松井田会社 
                              横川会社 
                              軽井沢会社 
                              小諸会社 
                              上田会社 
                              浦野会社 




史料 3-14   群馬陸運会社創立定款  （1886 年） 














第十一条 本社入額金ノ内俸給其他ノ諸費ヲ引去リ残額ヲ純益金トシ左ノ法ニ依リ配分  
     ス 
     純益金百分ノ二十      危難準備積立金 
       同百分ノ十       役員 賞与金 
       同百分ノ五       別途 積立金 





























     一 荷為替金ハ物貨原価ノ十分ノ八以下適宜貸與スヘシ 
     一 荷為替ヲ為ス貨物ハ生糸茶太物麻布等ノ類ニ限リ流液脆薄鮮魚等ノ類ハ
之ヲ為サス 
     一 荷為替金返済期日ハ貨物到着三日限リトス 
     一 荷為替貸與シタル貨物モ亦タ他ノ貨物同様運送諸費ハ本社貨物取扱規則
ニ依リ領収スヘシ 
     一 荷着所ニ於テ為替金不渡リノ節ハ原発社へ返送スヘシ 
    荷為替手数料ハ金高千金ノ五トス 
    荷為替利子ハ着後三日迄ノ日数ヲ計リ日歩割ヲ以テ前収スヘシ 
 
右之條項発起人ニ於テ協議ヲ以テ相定メ其証拠トシテ記名捺印候也 




料 3－15 共同中牛馬会社創立稟告 （1886 年） 
共同中牛馬会社創立稟告 
                 東京上野鉄道停車場前 
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             仮本店 下谷区御徒町三丁目三十番地 








                       長野県下  信濃中牛馬会社 
                       群馬県下  高崎中牛馬会社 
                       新潟県下  高田中牛馬会社 
                       埼玉県下  熊谷中牛馬会社 
                       栃木県下  宇都宮中牛馬会社 




史料 3－16  共同中牛馬会社規則 （1886 年か） 






































 第二十条 賃銭ハ五里十貫目ニ付、二十五銭ヲ超過セサルへシ 









 第二十四条 賃向払ノ物品ハ賃銭引替ニアラサレハ決シテ之レヲ渡ス可ヘカラス 
 第二十五条 貨主ニ於テ貨物ニ対シ通常保険ヲ望アルルトキハ其送リ状へ原価ヲ明記
シ、調印アルヘシ、且ツ左表ニ掲クル如ク保険料ヲ払ハル可シ 
       毎個毎五里通常保険料表 
   
五十円未満 百円未満 二百円未満 三百円未満 五百円未満 
四銭 五銭 六銭 七銭 八銭 
   以上二百円未満毎ニ一銭ヲ増ス 
 第二十六条 保険ノ約束ナキ貨物ハ無代償ト見做シ、物品一貫目ニ付弁償金五十銭以下
相当ヲ以テシ、仮令高価ノ品ナルモ五十銭以上ヲ償ハサルベシ 






































 第四十条 当会社社印ハ左ノ如シ 
方一寸 
社 牛 共 
之 馬 同 
印 会 中 
第四十一条 当会社荷物請取証ノ雛形ハ左如シ 
































                      下谷区御徒町三丁目三十番地 
                        寄留長野県信濃国北佐久郡 
                        小諸町二百七十八番地平民 
                         共同中牛馬会社発起人 
                             小山五左衛門 
                       右同地寄留同県同国上水内郡 
長野町九十一番地平民 
同 中沢與左衛門 
                      右同地寄留群馬県上野国群馬郡 
                         高崎新町五十二番地平民 










       第二条 
信濃中牛馬会社ニ於テ丈夫会社請負貨物モ中牛馬会社請負貨物同様常ニ親切丁寧迅
速ヲ上日トシ必ス怠惰不実ノ取扱致スベカラズ 
       第三条 
該結約期限ハ鉄道線路信濃地方へ連絡ヲ限トス 
       第四条 
丈夫会社ハ軽井沢以西運搬スル貨物ハ他社へ継入ル事ナリ必信濃中牛馬会社支店委託ス
ル者トトモ其時ノ都合ニ拠小諸会社迄附通ノ事モアルベシ 












      第八条 
丈夫会社附属ノ馬士モ中牛馬会社附属同様ニ取扱貨物物払者トス 





明治 19年 7月 4 日 
                      群馬県下碓氷峠横川村第十二番地 
                      丈夫会社出張所 町島喜之 
                      長野県下北佐久郡小諸町 
                   信濃中牛馬会社小諸分社小山五左衛門代理 
                             小山善平 
                    同郡軽井沢小山五左衛門出張所 









































                               新潟県直江津港 
                               直江津運輸会社 
                                  清水仙造 
                              支配人 野崎紋造 
                         信越両国各駅中牛馬会社総代 
                               若林忠之助印 
                             中牛馬会社長野分社 
                              中沢與左衛門代理  
                                 山崎陳太郎 
                               高田中牛馬会社 
                                 柳澤藤三郎 
出所：長野市立博物館所蔵中沢総二氏寄贈「中沢與左衛門家文書」 
 
史料 3－19  生糸、屑物 増運賃願   （1891）   
生糸、屑物 増運賃願 
器械生糸 12 貫目 4 個 配達先 横浜 金 1 円 40 銭 
屑物 同 同 同 




                     信濃中牛馬合資会社小諸分社 小山恒助 
                     内国通運分社 担当人   岡野辰五郎 
                     信濃中牛馬会社      下諏訪分社 
                          同       上諏訪分社 
                     内国通運会社      上諏訪代理店 
                     信濃中牛馬会社     小井川支店 
                     同岡谷支店 
                     内国通運会社       岡谷分社 
出所：長野県小諸市小山五左衛門家文書 
 





    第一条 
松本会社ハ地方玉繭ノ多数出荷相也候事ニ周旋尽力シ小諸会社へ運送の回数ニ対シ一時
為替金ノ立換貸ヲ為シ之ヲ輸出スヘシ 









    第四条 
現品検査ノ責任ハ小木曾政次郎之ヲ負担スル事 









                           北佐久郡小諸町小諸銀行 
                               頭取 太田道一 
                              取締役 牧野成行 
                            同兼支配人 塩川義路 
明治二十年十一月十日 
                            東筑摩郡松本南深志町 
                            信濃中牛馬会社松本分社 
                                小木曽政次郎 
                           北佐久郡信濃中牛馬会社 
                           小諸分社小山五左衛門代理 
























史料 4－2  共同中牛馬合名会社契約書 （1893 年） 












     各地ニ左ノ支店ヲ設置ス 
     一長野県上水内郡長野町    共同中牛馬合名会社 長野支店 
一新潟県中頭城郡直江津町   同         直江津支店 
一同県同郡高田町       同         高田支店 
一福島県安積郡郡山町     同         郡山支店 
一群馬県群馬郡高崎町     同         高崎支店 
第四条 会社ノ営業資本ハ金一万円トシ社員ノ責任ハ無限トス 
各社員ノ出資額ハ左ノ如シ 
一金五千円       中沢與左衛門 
一金二千五百円     斉藤起一 























      一原発金並継送貨物     一銭 
      一着荷配達貨物       弐厘 
 第十七条 毎年損益勘定ニ於テ純益ノ積立金及ヒ配当金賞与金憑準ハ左如シ 
      一純益金十分ノ一     積立金 
      一同  十分ノ二     社長賞与金 
      一同  十分ノ二     雇人賞与金 









                      長野県上水内郡長野町七百九十八番地  
                               中沢與左衛門 印 
                           東京市下谷区錬塀町九番地 
                                斉藤起一  印 
                             同市同区同町十二番地 
                                三浦省三 




史料 4－3  会社登記公告 （1893年） 
会社登記公告 
一 （登記簿番号）    第壱号 
二 （会社ノ種類）    合資会社支店 
三 （社   名）    帝国中牛馬合資会社支店 
四 （営 業 所）    群馬県碓氷郡臼井町大字横川村乙六十一番地 






六 （会社設立又ハ    明治二十六年十二月二十五日 
設立免許ノ月日） 
七 （会社存立時期）   明治四十六年八月九日迄 
八 （資本ノ総額）    金一万円但シ本店ノ資本額ヲ流用ス 
九 （無限責任社員ノ氏名）  小山五左衛門 
十 （業務担当社員ノ氏名）  小山五左衛門 
               小山悦之助 
               小山辰平 
               小山恒助 
十一（社員氏名及出資額） 長野県信濃国北佐久郡小諸町三百六十六番地 
             一金五千円無限    小山五左衛門 
             同県同国同郡同町二百六十九番地 
             一金三千五百円有限  小山悦之助 
             同県同国同郡同町二百六十六番地 
             一金六百円有限    小山辰平 
同県同国同郡同町二百四十八番地 
一金三百円有限    小山恒助 
同県同国同郡同町二百六十六番地 
一金五百円有限    小山安治 
同県同国同郡同町二百七十七番地同二番 
一金一百円有限    宮沢カツ 
明治二十六年十二月二十七日    高崎区裁判所   松井田出張所 
 
出所：長野県小諸市小山五左衛門家文書明治 27 年 1 月 5 日『上州付録』より 
 
史料 4－4    契約書 （1893 年前後か） 
二銭印紙          契約書 
帝国中牛馬合資会社ト   ノ間ニ於テ代理店ノ契約ヲ為ス条項左ノ如シ 
第一条    ハ  県下  郡   町村ニ於テ帝国中牛馬合資会社代理店トシテ運 
送貨物ノ取扱ヲ為スモノトス 
第二条    ハ本社代理店ノ名義ヲ以テ取扱貨物ハ本社貨物取扱規則ニ依ルヘキハ勿
論特ニ本社ヨリ指定シタル事柄ラニ就テハ其指揮ニ従フヘキモノトス 
第三条    ハ本社代理店ノ名義ヲ以テ営業取扱ヲ為スト雖トモ其営業ハ独立ニシテ
総テ  ノ責務タルハ勿論万一其過誤懈怠其他ノ行為ニ依リ本社ニ損害ヲ生ス
ルトキハ   ニ於テ一切引受ケ処辨シ損害賠償ノ責務ヲ尽スヘキモノトス 
第四条 本社ト  ノ間貨物取扱ノ総テ収益分合金等ノ割合ハ副約ヲ以テ協定スルモノ
トス 
第五条 本社ト   間ノ営業上其他相互ノ貸方借方勘定ハ毎月  回ト定メ貸方ヨリ
勘定書ヲ廻送シタルトキハ借方ニ於テ速ニ送金スヘキモノトス 
第六条     ハ本社代理店ノ名義ヲ以テ運送取扱ヲ為スニ就テハ本社へ総テ義務ノ
担保品ヲ差入レ置クモノトス 




ハ適宜ニ売却シ差引計算ヲ為スモ  異議ヲ述フルコトヲ得サルモノトス 
第八条 本社ニ於テ前条ノ処分ヲ為シタル場合ニ於テ  ノ義務ヲ完済スルニ足ラサル
時又ハ担保品ヲ差入ルヘキモノトス 
第九条 保証人ハ   ト連帯シテ其義務ヲ負フモノトス 
第十条 本契約ハ満一ヶ年ト定メ期間満ノ後ハ更約スルモノトス 





明治  年 月 日              長野県北佐久郡小諸町 
                        帝国中牛馬合資会社 




史料 4－5 従東京横浜市至高田直江津運賃表（1893 年） 






四千斤以上 五千斤迄 五千斤以上 七千斤迄 七千斤以上 
鉄、砂糖   二十四銭 二十二銭   
繰綿 三十七銭 三十五銭     
紡績糸、洋糸   三十七銭 二十八銭   
和洋紙     三十七銭 二十八銭 





拾斤迄 十五銭 二十斤迄 二十銭 三十四斤迄 二十五銭 
従高田直江津町至東京横浜市運賃表 
小荷物ハ五十六斤以ス 
五斤迄 拾斤迄 二十斤迄 三十斤迄 四十斤迄 五十斤迄 





       契約継続証 












   第三条 
客車便ハ東京横浜高田直江津間（昇降共）目方百目ニ付金二銭五厘ノ割合ニテ受渡スベシ 
但鉄道庁規則低価賃金ニ満タサルモノハ低価賃ヲ受渡スモノトス 











明治二十六年四月                       中頸城郡高田町 
                            ○高組長高橋慶次郎 印 
                             幹事 竹内栄吉 印 
                             同  茂田井喜兵衛 
                           帝国中牛馬会社東京本社 
                            同社代理店高田開運組 
                                熊木定吉 印 
                           同社代理店直江津開運組 














































                    当事者  松本宇三郎 
                         二十八年五月 
同代理兼同県同国同郡同町千八十番地住所士族運送業 
                    当事者  竹田豊太 
                         四十三年四月 
同代理兼同県同国同郡同町二百八十四番地住所平民運送業 
                    当事者  小山孫次郎 
                         四十一年六月 
同代理兼同県同国同郡同町二百番地住所平民運送業 
                    当事者  相場愛重 
                         三十七年一月 
同代理兼同県同国同郡同町二百六十六番地住所平民商業 
 帝国中牛馬合資会社長 
                        小山五左衛門 




                      小山辰平 
                        二十八年十月 
同県同国小県郡上田町九百二十三番地住所士族雑業 
                   立会人 世良田 勝敏 



























































                      松本 宇三郎 ○印  
                      竹田 豊太  ○印  
                      小山 孫次郎 ○印  
                      相場 愛重  ○印  
                      小山 辰平  ○印  
                      世良田 勝敏 ○印  
右契約ヲ為シタル事ヲ確証スル為メ左ニ署名捺印スルモノナリ 
  明治三十年三月十二日公証人水野連役場ニ於テ 
         上田区裁判所管内信濃国小県郡上田町千百四十九番地住所 






         上田区裁判所管内信濃国小県郡上田町千百四十九番地住所 
              公証人     水野 連 ○印  
松本 宇三郎 ○印  
                      竹田 豊太  ○印  
                      小山 孫次郎 ○印  
                      相場 愛重  ○印  
                      小山 辰平  ○印  
北佐久郡中津村大字塩各用○ 
                         山浦六太郎 印 
                    同 
                        佐藤萬平 
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                    同   佐藤冨士吉 印 
                    北佐久郡三岡村大字耳取込 
                         小林日松 印 
                   北佐久郡南大井村大字平原込 
                        土屋口太郎 印 
                   同    其利平作 印 
                   北佐久郡小諸町 
                        塩川友太郎 印 
                   同    古川市治 印 
                   同    小林圭作 印 
                   北佐久郡北大井村大事石峠込 
                        佐藤寅市 印 
                   北佐久郡小諸町  
                        花岡彦作 印 
                   北佐久郡小諸町 
                        花岡馬義 印 




































     第弐條 
中牛馬会社ニ於テハ明商社一般逓送貨物ハ常ニ真実丁寧ノニ取扱ニ迅速ト安寧トヲ主ト
シテ必ラズ怠惰不実ノ取扱致スベカラズ。 
     第三條 
明商社一般ノ貨物ヲ中牛馬会社ニ委託スルニ於テハ通常賃金ヲ超過スベカラズ。若シ他人
運賃ト比較シ、不相当ナル時ハ貨主ヘ返却ス可シ。 
     第四條 
高崎ヨリ長野迄ノ各社発着日限左ニ定ム 
高崎ヨリ松井田迄 壱日間 松井田ヨリ小諸迄 三日間 
小諸ヨリ上田迄  壱日間 上田ヨリ内川迄  壱日間 
内川ヨリ長野迄  壱日間 
但し別ニ底賃ヲ以テ運搬スル物及長大重量物等ハ此限ニアラス 



















 保険料 原価金弐拾五円以下五里ニ付金五里 
同   金弐拾五円以上五拾円迄  同  金壱銭也 









  第十一條 
此結約期限ハ明治十六年三月ヨリ明治十七年二月迄満壱ヶ年間トス。最モ引続約定スルハ
其年ノ熟議ニヨルベシ 
     第十二條 
前條設ル約則ヲ若シ中牛馬会社ニ於テ相背クトキハ明商社ニ於テハ悉皆貨物ヲ他へ委託
スル事アルベシ 







                群馬県上野国高崎町中牛馬会社頭取 矢島宗敏代理 
                                  臼石嘉平㊞ 
                同県同国松井田駅同社頭取    大河原義三郎㊞ 
                長野県信濃国小諸町同社頭取   小山五左衛門㊞ 
                同県同国上田町同社頭取    滝沢助右衛門代理 
                                 斉藤正常㊞ 
                 同県同国内川村同社分社    山本常平㊞ 
                 同県同国長野町同社頭取    中沢与左衛門㊞ 
明治十六年三月 
                 長野県信濃国長野町明商社社長 飯嶋幸吉㊞ 
                          同副社長  松倉吉三郎㊞ 
                            幹事  萩原要吉㊞ 
                             同  島津久助 
                             同  牧野嘉助㊞ 
                             同  土屋茂吉 
                             同  今井嘉助㊞ 
                             同  渡辺仁兵衛㊞ 
     













史料 6－1                          （1881 年） 
上田第十九国立銀行下諏訪出張所ニ於テ取組処ノ為替附荷物逓送ヲ小諸中牛馬会社諏訪
岡ノ谷駅出張所ト号シ、同駅三百七十番地尾澤福太郎へ委託シ其結約左如シ 
   第壱条 
中牛馬会社ハ第十九国立銀行下諏訪ニ於テ取組処ノ為替荷物ヲ小諸中牛馬会社迄逓送ス
ルハ尾澤福太郎ヘ委託スベシ 













   第六条 
荷物逓送ハ都テ賃金小諸払ト記載、出荷致スベシ 






                        諏訪岡ノ谷駅  尾澤福太郎 
明治十四年八月                  小諸中牛馬会社  上田同社兼  
                               塩川文右衛門 
 
明治十四年八月                    抵当差出人 尾澤金左衛門 
                           保証人 矢島清兵衛 
出所：長野県小諸市小山五左衛門家文書 
 
史料 6－2  約定書  （1886年）   
約定書     
  各銀行諏訪地方ニ於テ取組処ノ為換附荷物逓送方信濃中牛馬会社小諸分社ニ於テ請
負ナスニヨリ其扱方ヲ信濃中牛馬会社小井川支店江委託ス其結約左ノ如シ 
     第一条 
各銀行ヨリ保険請負荷物者必ス小井川支店江委託相成候○ニ付荷受際入金調査ヲ遂ケ不
都合ナキトキハ該荷物之請取証ヲ出荷店江差出スヘシ 












     第四条 
小井川支店ハ荷造リ疎漏ヲ咎メ荷物鄭重ニ取扱小諸分社江早送スルヲ務ムヘシ 








                            信濃中牛馬会社小諸分社 
                              頭取 小山五左衛門 
                             支配人 小山恒助 
                                同社小井川支店 
                                 宮坂金左衛門 
                             保証人 宮坂賎三郎 
出所：長野県小諸市小山五左衛門家文書 
 
史料 6－3  契約 （1880 年） 





荷物 量目 路線 着日数 賃金 保険料 
生糸 一駄 倉賀野より東京迄 二日半間 50 銭 32 銭 
生皮苧、出売蛹 一駄 倉賀野より東京迄 三日半間 50 銭 20 銭 







                   小諸町中牛馬会社頭取小山五左衛門代 
                              中村幸兵衛 印 
                        倉賀野川岸同盟田口五平代 
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                              鈴木庄九右衛門 印 




生繭運賃並ニ各地時間表   年未詳 
一列車午前七時四十分上り 
軽井沢着午後二時四十分入      横軽間七時掛リ 
    運賃手数共金八十二銭 平 
小諸着午後九時四十分入       軽小間 十三（八）時掛ケ 
    運賃手数共金五十銭外ニ増二十銭 平 七四 
芦田着午前五時四十分入       小芦間 十一時掛り 
    運賃手数共金五十二銭    平 六四 
和田着午後四時入          芦和間 六七時掛り 
    運賃手数共金 四十四銭   平 三六 
岡谷着午後十時入          和岡間十二時掛リ 
    運賃手数共金 八十六銭     
右手数総計 三円八銭 三四四 





    運賃手数共金六十二銭 
          外ニ六銭増シ 
小諸着午前九時着         軽小間十二八時掛リ 
    運賃手数共金五十銭 
         外ニ二十銭まし 
芦田着午後七時着       小芦間十一時掛リ 
    運賃同共金五十二銭 
         外ニ八銭まし 
和田着午前五時着       芦和間七六時掛リ 
    運賃同共金四十四銭 
岡谷着午後四時着       和岡間十二時掛リ 
    運賃同共金七十五銭 
右運賃手数金三円十七銭 
時間  五十一時間 
 
三列車午後一時四十分上り 
軽井沢着午前二時着      横軽間十二時掛リ 
    運賃手数共 六十二銭 
          外ニ十六銭まし 
小諸着 午後一時着      小軽間十一時掛り 
    運賃手数共五十銭 
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        外ニ十四銭まし 
芦田着午後十二時着      小芦間十一時掛り 
    運賃手数共五十二銭 
         外ニ十六銭まし 
和田着 午前八時着      芦和間 八時掛り 
    運賃手数共 四十四銭 
岡谷着 午後八時着      和岡間  十二時掛り 
    運賃手数共 七十五銭 
右賃手数共総計三円二十九銭 
 時間 五十四時間 
 
四列車午後四時四十分上り 
軽井沢着翌午前六時着     軽横間十三時掛り 
    運賃手数共六十二銭 
    外ニ二十四銭 
小諸着午後三時着       軽小九時掛り 
    運賃同共金五十銭 
芦田着午前二時着       小芦間十二時掛リ 
   運賃五十二銭 
     外ニ二十四銭まし 
和田着午前十時着       芦和間 八時掛り 
     運賃同共四十四銭 
岡谷着午後十時着       和岡間十二時掛り 
     運賃手数共八十五銭 
右賃手数共総計三円四十一銭 




史料 6－5  生繭運搬規約書     明治 24（1891）年 




   第壱条 
一 生繭荷物運搬受負ハ本庄深谷熊谷及各地共横川迄ヲ限リトス 
   第二条 
一 原発送券ヘハ届先荷主ノ郡町村名（但シ小字）必ス記載スベシ 
   第三条 
一 原発会社ニ於テハ通常荷札ノ外各駅訳ノ記載並ニ四社色訳ノ札ヲ必ス付スベシ 
本印    本庄     赤    通運会社 
ふ印    深谷     白    中牛馬会社 
く印    熊谷     黄    町嶋運送店 
             青    運輸会社 
88 
 
    第四条 
一 運賃割合ハ七斗五升入一本ノ賃ハ左ノ通リ 
  熊谷ヨリ横川迄    金拾九銭 
  深谷ヨリ横川迄    金十七銭 
  本庄ヨリ横川迄    金十五銭 
但シ運賃ノ高下ハ三駅協議ノ上変更スルトキハ横川運搬組合ヘ連署ヲ以テ通知スル事 
    第五条 
一 本会ニ於テ確定シタル横川迄ノ運賃及取扱手続ニ違背シタル荷物ハ横川ニ留置キ原
発ヘ紹介シ訂正ノ上継立ツル事 
   但シ原発不承知ノ節ハ該荷物ハ受付ケサルコト且ツ留置中生シタル損害弁償ハ原
発ノ負担トス 
    第六条 
一 貨車或ハ積込ミノ都合ニ依リ発送券ニ封シ積残リアルトキハ其旨ハ受継所エ即時郵
報スル事トス 
    第七条 
一 送券到着スルモ現品次列車迄ニ未着ナルトキハ横川ヨリ原発電報ヲ以テ通知スル事 
    第八条 
一 横川以西ニ生シタル延着又ハ濡痛ミ等ハ損害弁償ハ原発会社ニ於テ更ニ関係無之事 
  但シ横川迄ノ間ニ係ル分ハ原発会社負担トス 
    第九条 
一 原発会社ニ於テ繭荷差立ノ数ハ前日予定ノ数ヲ電報ヲ以テ横川ヘ通知スルモノトス 
    第十条 
一 繭荷ニ係ル送券ハ総テ小荷物ヲ以テ送附ノ事 
    第十一条 
一 横川着後諏訪地方ヘ運搬時間並ニ運賃ハ左ニ 
  横川ヨリ軽井沢迄       八時間 
            四本ニ付 
                 金七拾六銭 
  軽井沢ヨリ諏訪迄       四十時間 
 明治二十四年五月十五日 
                            熊谷駅小林兵右衛門代理 
                                   春山長吉 
                             深谷駅   春山長吉 
                            同駅野原倉吉代理 
                                   春山長吉 
                           本庄駅森善支店 中林真男 
                           同駅森六支店  竹内周作 
                           横川駅内国通運会社支配人 
                                   大木勘太 
                            同駅日本運輸会社支配人 
                                  田嶋金太郎 
                          同駅中牛馬会社 小林彦太郎 
                        同駅共同中牛馬会社 町島喜之 
                         軽井沢内国通運会社支配人代理 
89 
 
                                  金井亀吉 
                        同駅日本運輸会社 斉藤子之吉 
                          同駅共同中牛馬会社出張所 
                             支配人 桜井萬之助 
                           同駅信濃中牛馬会社支店 
                               同社御代田支店 
                                同社小諸分社 
                            右三社総代 小山恒助 
                          和田駅信濃中牛馬会社支店 
                                翠川府右衛門 
                           同駅内国通運会社継立所 
田中新十郎代理 
                                  田中文吉 
出所：長野県小諸市小山五左衛門家文書 
 
史料 6－6  東行社貨物生繭逓送次順（1886 年） 







     横川ヨリ小諸間荷物附替共ニ 
            十五時間掛リ 
     小諸ヨリ上田間荷物附替共ニ 
            八時間掛リ 
     上田ヨリ須坂迄荷物附換共ニ 
            二十時間掛リ 
       合計 四十三時間トナル 
本庄横川間鉄道ニ付 
            三時間掛リ 
       合計 四十六時間也 
左候得者御引受ヨリ二時間ノ有余アルヲ以テ遅時無之儀御勉強奉願候也 
 明治十九年六月十一日 
                        上州横川停車場前 中牛馬会社 
 信濃国 小諸中牛馬会社御中 












史料 6－7                      （年未詳） 
 今般諏訪郡各製糸家ニ於テ各地方ヨリ買入ル所々ノ生繭逓送ノ事ヲ諏訪郡地方請負者
ト通運中牛馬両社ト契約スル条々左ノ如シ 
      第一条 
一 生繭一駄ヲ四個附ト定ム 
但繭石数ハ四個ニ付三石以内ヲ限り荷造りスルモノトス 




    第三条 
一 該荷物一日 駄迄ヲ無払違出荷可致事 
但都合ニ寄り両社参談ノ上、一ツ会社ニ於テ取扱フモ妨ナシト雖トモ、着荷物ニ損害
ヲ加ヘタルトキハ其取扱タル会社ノ負担タルベシ。 
    第四条 
一 該荷物運賃及逓送時間ハ左表ノ通り 
           運貨及時間表 
    第五条 
二 該荷物逓送道中通路破戒亦ハ落橋等非常ノ場合ニ依り逓送能サルトキハ、其最寄会社
ノ照明ヲ送券ニ附スモノトス。 




    第七条 
一 該約定荷物謂レナク両社ニ於テ出荷不致トキハ違約金トシテ荷物一駄ニ付金   
差出シ可申事。 
但荷受シテ出荷セサルモ亦其会社ニ於テ違約金差出スヘシ。 
    第八条 
一 該荷物延着スルトキハ違約金トシテ荷物一駄ニ付金  差出シ可申事。 
但出金法ハ第六條ノ例ニ依ルト雖トモ、第五条ノ証明アルモノハ此限リニアラズ。 
    第九条 
一 貨主ニ於テ勝手ニ他会社等へ出荷スルトキハ違約金トシテ荷物一駄ニ付金 請負者
トシテ荷物一駄ニ付金  請負者ヨリ差出シ可申事。 



















                      岡谷中牛馬分社   尾沢福太郎 
                     和田峠中牛馬支店   羽田栄雄 
                     下和田中牛馬会社   羽田吾市 
                     芦田中牛馬荷継所   土屋管太 
                      小諸中牛馬分社   小山辰平 
                     軽井沢中牛馬支店 
                      横川中牛馬支店 




























史料 7－1  
四月十六日上州新井村上原清七殿代理として原市村有坂道碩殿盗難生糸済方示談
ニ○来種々詫方示談新届候ニ付別紙済口証写尤前々対該出遣置引替○ 





一生糸 1 個 正味 9 貫 264 匁入 
此代金 298 円 80 銭也 
此訳 
 内金 88 円 80 銭勘弁引 
金 100 円也  五ヵ年掛新規証文ニ而受取 
金 110 円也  当金受取候也 
右之金額正ニ受取弁償済方仕候処相違無○尤向請右生糸発○致し取物御渡しニ相
来候節ハ今般請取金額御返却可仕為後証済方証書依而如件 
                     熊谷県管下 
                      北二十一大区小十区 
                      碓氷郡新井村 
                      生糸○世 
                      上原清七代理 
                      有坂道碩印 















第二条 上田小諸同社ニ於テ貨主ヨリ収入スル保険料一千円ニ付金 1 円 50 銭ハ左ノ如
ク之ヲ割合年二回ニ之ヲ払渡スベシ 
一金 1円 50 銭 
内訳 1円 02 銭  上田又ハ小諸会社 
   28 銭    倉賀野会社 
   5 銭 5ノ   東京会社 

















一 金 1 円 50 銭          保険料 
 内訳 50 銭            上田入費 
   84 銭            里程割合保険 
   16 銭            四社検査料 
 
一 50銭             入費 
一 48銭             上田ヨリ熊谷迄三十二里保険 
一 4銭              検査料 
抵当 6791 円  
合 1 円 2 銭            上田会社 
一 4銭              検査料 
一 24銭             熊谷ヨリ上野迄十六り保険 
抵当 1865 円 
 合 28銭             倉賀野会社 
一 4銭              検査料 
一 1銭 5 ノ           上野ヨリ新橋迄一里保険料 
抵当 366 円              
合 5 銭 5 ノ            東京会社 
一 4銭              検査料 
一 10銭 5ノ           新橋ヨリ横浜迄七り保険料 
抵当 966 円 
合 14 銭 5 ノ            濱会社 
合 1 万円 




史料 7－3 別紙抵当（下書）    明治 12（1879）年 6月 26 日 




第二百二十五番       字野池   小県郡 上田町 
一耕地 8 畝 14 分        持主 滝沢助右衛門 
    此地価金 31 円 97 銭 
第二百二十七番       字同 
一耕地 2 畝 13 分       持主 滝沢助右衛門 
    此地価金 9 円 18 銭 
（ほかに 63件略） 
 
合計反別 4丁 3反 3 畝 2 分 






                     上田町中牛馬会社抵当差出人 
                            滝沢助右衛門 
                     小諸町中牛馬会社同 
                            小山五左衛門 
                     同受人    塩川文右衛門 
                     上田町中牛馬会社受人 





史料 7－4    定約書 （1883 年） 





     第一条 
中牛馬会社ハ第十九国立銀行及小諸銀行下諏訪ニ於テ取組処ノ為替荷物ヲ小諸本社迄逓
送スルハ尾澤福太郎ヘ委託スベシ 
     第二条 
中牛馬会社ハ第一条ノ委託ヲ尾澤福太郎ヘ為スニ付小諸中牛馬会社へ逓送中ハ尾澤福太
郎ニ於テ負担スベシ右ニ保険請負料取換高二割ヲ中牛馬会社ニ於テ第十九国立銀行及小
諸銀行ヨリ 12 月 6 月二季ニ受取尾澤福太郎ヘ払渡スベシ 
     第三条 
為替荷物保険原価之儀ハ出荷之節荷主並ニ両銀行下諏訪出張所ト尾澤福太郎ト協議ノ上
相定ムベシ 





















明治 15 年 8 月            小諸中牛馬会社上田同社兼  塩川文右衛
門 
諏訪郡岡ノ谷駅小諸中牛馬会社出張所  尾澤福太郎 
前書ノ約条不都合無之二拠り永続仕本年本月より向壱ヶ年則明治 17 年 7 月迄約定仕候
処相違無之候依而各自調印代也 
明治 16年 8月                             
中村幸兵衛 





 赤穂村荷物保険受負人との約定書   明治 17（1884）年 
赤穂村荷物保険受負人ト小諸中牛馬会社ト逓送中危難弁償ノ約定ヲ為ス事左之如シ 




      第二条 
該荷物ヲ小諸中牛馬会社ニテ負担運送スルニ付途中危難弁償ノ責任ハ左ノ約定ニ拠ルヘ
シ 


















  但シ貨物封中不正ノ事 
右保険本人ニ於テ悉皆負担弁償スベキ 
       第三条 
荷物逓送料ハ当分左ノ表ノ如ク相定メ中牛馬会社ニテ受負モノトス 
品名 量目 地名 着日 運賃 
器械生糸 12 貫目前後 4
個 
諏訪、岡谷～横浜 6 日 6 円 
屑物類 8 貫ヨリ 10 貫
目目前後 4個 
同 8 日 5.5 
但シ運賃ノ義ハ出荷ノ都度中牛馬会社へ相払ノ処其都合ニ拠り響キ払ニスル事アリ然ル
トキハ前額金ニ金十五銭宛増スモノトス 
       第四条 
赤穂保険本人ニ於テ小諸中牛馬会社エ右ケ條ノ如ク約定スルニ付保険取立高ノ内田中組
並各支社手数料及一切費用ヲ引去リ全ク純益金ヲ折半シテ分興スヘシ 
       第五条 
保険請負料ハ田中組エ悉皆預ケ置年末ニ至リ双方立会之上勘定相立折半分与スヘシ 
      第六条 
赤穂村保険請負人及代理人ヨリ出荷スル運賃並ニ立換ハ岡ノ谷中牛馬会社出張所ニ於テ
繰替小諸中牛馬会社エ相渡スヘシ 






                                  上伊那郡赤穂村保険受負人 
                                        北村平左衛門 印 
                                         同西春近村証人 
                                        藤鳥吉太郎 印 
                                 北佐久郡小諸町中牛馬会社 
                                      頭取 小山五左衛門 
                                    副頭取 中村幸兵衛 印 
                                             同岡谷出張所 



























日本海陸保険株式会社 社長  片岡直温   印 
長野県小諸町第千三十六番地 帝国中牛馬合資会社社長 小山五左衛門 印 
                           支配人 小山辰平 印 




史料 7－7 契約書 （1901 年） 




































                長野県諏訪郡上諏訪町千三百六十四番地 
                 河西中牛馬合資会社 社長 河西佳助 
                長野県北佐久郡小諸町千三百六ノ番地 
                 帝国中牛馬合資会社 













       表 
表１-1 中牛馬会社世話方会社　1872年
何番組 所在地 地域 頭取 表1-3　中牛馬会社定款起草東京集会参加者　1872（明5年）
一番組 高崎 上州 矢島八郎 所属地方 氏名 分類
二番組 安中 上州 入間管轄武州児玉郡本庄宿 為谷三十郎 武州
三番組 小諸 北信 小山五左衛門 東京通四丁目九番地借 岩淵善右衛門 東京
四番組 上田 北信 山本常平 長野県管轄信州佐久郡小諸町 中村幸兵衛 東信
五番組 松本 南信 倉科七郎 筑摩県管轄信州伊那郡飯田町 奥村収蔵 南信
六番組 大町 南信 伊藤重一郎 筑摩県管轄信州伊那郡飯田町筑摩郡松本町 倉科七郎 南信
七番組 和田 北信 小林健蔵 筑摩県管轄信州諏訪郡下諏訪駅 岩波芝吉 南信
八番組 下諏訪 南信 岩波芝吉 筑摩県管轄信州筑摩郡塩尻駅 平林彦太郎 南信
九番組 飯田 南信 奥村収蔵 筑摩県管轄筑摩郡福島駅 杉本市郎左衛門 南信
十番組 福島 南信 杉本市郎左衛門 筑摩県管轄信州安曇郡大町駅 伊藤重一郎 南信
十一番組 善光寺 北信 山極慎吾






氏名 所属 金額 氏名 所属 金額
江夏千城 東京 3000 小谷豫五郎 越後高田 300
板橋盛興 東京 1000 町澤恒右衛門 越後糸魚川 100
小池卯八郎 東京 500 小柴重吉 100
本間忠兵衛 東京 500 佐藤重助 80
井上憲釟 東京 500 和田謹三郎 100
為谷三十郎 武州本庄 100 横田候一郎 80
岩渕善右衛門 東京 100 石塚新吾 野州栃木 100
河津祐利 馬車会社 100 江田復一郎 100
竹内嶋之助 不明 100 山口与四郎 80
西村孝章 不明 100 石岡嘉兵衛 野州今市 100
高木清兵衛 不明 100 小林吉重 80
小柳栄右衛門 不明 100 後藤半四郎 100
井上三四郎 不明 100 小宝七郎治 80
安斎重造 不明 100 黒川孝吉 野州宇都宮 100
澤田孝□ 不明 100 中村義惣治 岩代若松 100
矢嶋八郎 上州高崎 300 頭取 100
諸井泉衛 100 副頭取 80
古川今重 80 頭取 100
小林利兵衛 100 副頭取 80
古川茂十郎 80 頭取 100
有賀幾三郎 100 副頭取 80
福田文四郎 80 頭取 100
小山五左衛門 500 副頭取 80
中村幸兵衛 200 頭取 100
町田吉五郎 100 副頭取 80
土屋恕平 80 頭取 100
山極慎吾 100 副頭取 80
中澤与三左衛門 80 頭取 100
石合道範 100 副頭取 80
竹内周造 80 頭取 100
横島五右衛門 信州浦野 80 副頭取 80
島津忠貞 信州飯山 80 各地荷物扱所150ヶ所 壱ケ所25円宛 3750
黒川利兵衛 児玉村 100 東京荷物取扱所4ヶ所 一ヶ所50円 200
新井義一郎 100























線路 定宿 世話役 線路 定宿 世話役
佐久郡軽井沢 佐藤昌平 更級篠ノ井 模田□蔵
佐久郡沓掛駅 佐藤清兵衛 水内郡新町駅 田中喜曽八
佐久郡小田井駅 □□治左衛門 水内郡上野村 中沢久右衛門
佐久郡岩村田駅 大井七左衛門 水内郡牟礼駅 高野九左衛門
佐久郡八幡駅 依田仙左衛門 水内郡小玉村 黒柳利兵衛
佐久郡望月駅 両澤忠右衛門 水内郡大古間村 小林角兵衛
佐久郡芦田駅 土屋武右衛門 水内郡柏原駅 中村徳左衛門
下中込村 小林与兵衛 水内郡野尻駅 石田津右衛門
野沢村 並木甚三 水内郡舟山獄村 大沢弥五兵衛
臼田村 井出多仲 水内郡倉井村 松橋新兵衛
高野町駅 高見澤善一郎 水内郡浅野村 藤澤作兵衛
宮下村 井出文左 高井郡小布施村 小山忠八
海尻村 井出善一郎 高井郡須坂町 牧七郎右衛門
海口駅 高見澤藤三郎 高井郡灰野村 坂田儀太郎
平澤駅 渡辺安三郎 高井郡尽仁礼村
平賀村 片井長衛 高井郡保科村 竹内新十郎
内山村 竹花理三郎 水内郡飯山町 山岸忠次郎
香坂新田 赤城代五郎 水内郡富倉村 中條甚兵衛
川上秋山村 川上範九郎 水内郡顔戸村 西木岩嘉助
水内郡下今井村 樹松喜左衛門
水内郡北條村 瀧澤惣三郎
線路 定宿 世話役 水内郡温井村 村山廣右衛門
小県郡田中駅 水内郡小境村 西木田甚之丞
埴科郡坂木駅 沓掛久兵衛 水内郡戸狩村 峯村勘兵衛
埴科郡下戸倉駅 柳澤嘉一郎 高井郡野沢村 片桐定右衛門
埴科郡屋代駅 若林茂兵衛 高井郡赤岩村 高橋善左衛門
埴科郡松代町 抗金鉄之助 高井郡中野町 奈良寅吉
小県郡矢津村 田中救孝 高井郡□湯村 吉田忠左衛門
小県郡軽井沢村 三井貞作 高井郡間山村 浦野市之助
小県郡根津村 落合作右衛門 高井郡綿内村 小村甚左衛門
小県郡大日向村 大熊戸喜□郎 水内郡中宿村 高野与作




線路 定宿 世話役 更級郡□新田村 小山仁左衛門
小県郡長久保駅 小林健蔵 更級郡田之口村 西村新蔵
和田峠東餅屋 羽田良平 水内郡新川村 大門禎次郎
小県郡腰掛村 清水平蔵 水内郡小根山村 吉田半太郎
小県郡武石組上本入村 橋緒孝太郎 水内郡竹生村 川又要左衛門
小県郡辰之口村 飯嶋源吾 水内郡笹平村
































馬数 中馬士数 馬数 中馬士数 馬数 中馬士数
佐久郡西原村 14 12
佐久郡塩野村 82 70 96 81
佐久郡馬瀬口村 75 67 92 84
佐久郡平原村 20 20 13 13 5 5
佐久郡前田原村 32 28 11 10
佐久郡小田井村 5 5 6 6 3 4
佐久郡岩村田町 8 7 2 1 3 3
佐久郡和田村 8 6 9 6
佐久郡長土呂村 6 6 4 4
佐久郡市村 11 11 8 8
佐久郡芦田宿 23 23 41 41
佐久郡茂田井村 16 16 24 24
佐久郡望月宿 5 5 3 3
佐久郡藤沢村 2 2 2 2
佐久郡山部村 1 1 7 7
佐久郡八満村 44 43 56 52
佐久郡森山村 35 34 42 39
佐久郡後平村 5 5 7 7
佐久郡柏木村 87 74 80 80
佐久郡加増村 8 7 10 10
佐久郡菱野村 7 7 24 23
佐久郡諸村 3 3 8 8
佐久郡滝原村 12 12 24 27











佐久郡中小田切村 4 4 8 8



















佐久郡原村 6 6 2 2
佐久郡大日向村 20 20
佐久郡上海瀬村 17 17



































































年代 日付 出荷主 原発/継立会社 目印 荷物品 数量 馬士名 継立会社/定宿 荷受主
9月5日 右者香長殿出 ― 山山上産 桔梗 1箇 兼太郎 高崎会社入 大阪　小西彦七殿入
9月5日 金澤長右衛門殿出 ― 山山上産 桔梗 1箇 佐藤　助右衛門 高崎会社継 大阪　小西彦七殿入
9月5日 上田横町須屋兼松殿出 ― ×力印 6入6個 西原　卯之助持 矢島八郎殿継　田口継　 東京上清同留
上田上野屋又兵衛殿出 ― 山小、○七印麻袋入 玉繭 2本 西原　善次郎 半田富右衛門殿継 磯部　□蔵屋林蔵殿行
9月10日 綿屋久作出 ― 山山上 玉繭 4個 四ツ谷　政五郎 下仁田町桜平源八郎殿　継 秩父大宮　関根寅吉殿行
9月12日 荷主瀧弥□江戸屋道太郎殿出 ― ○力 刻 4個 西原　卯之助 ― 高崎　嶋屋治兵衛殿行
八百千代出 ― 正カネ 杏干 2俵 西原　卯之助 大河原継 　高崎行
9月13日 上野屋又兵衛 ― ― 糸　 2箇 ― ―
上田より五□迄 ― ― 玉繭 2本 ― 代助殿行
9月14日 上田総村　大黒屋　兼次郎 ― ― 玉繭 １駄 片羽　与作 ― 原市川　半田屋冨七殿
― ― 玉繭 5個 ―
― ― 外荷 2包 ―
邑楽屋　彦五郎殿出 ― ― 莚包　 2個 瀧原　勝右衛門 ― 上州坂本　亀屋勘兵衛行
9月11日 上野屋又兵衛殿出 ― ― 干繭 6本 四ッ谷　弥作 ― 古着屋利兵衛殿　行
9月23日 長野会社出 上田会社継 ― 油紙包 1個 喜代松 ― 大伝馬町　堀越角次郎殿行
長野高田屋重右衛門殿出 上田会社継 ― 紙包 1個 喜代松 ― 松屋伊太郎殿行
― 荷物 2駄 ―
― 小付 14 ―
― 両掛 1荷 ―
10月19日 布袋屋　○太郎 ― 莚包　 1個 小原　佐助 ― 上田　瀬戸屋長十行
10月22日 吉左衛門殿分 上田会社出 ― 莚包 4箇 与良町　三郎 ― 高崎　矢嶋嘉平殿　行
10月22日 ― 上田会社出 ― 割刻 5個 小原　亀次郎 矢島嘉平同継 東京麴町　平河丁三丁目肴屋多喜蔵殿行
10月28日 筱傳出 ― ― 油紙包 1個 高崎馬車会社継
横浜　東京より賃先払
高崎屋嘉右衛門殿ニ而　小山勝助殿行
10月29日 上田会社出 ○一 矢之丞ふし 3個 四ッ谷　弥作 ― 高崎矢島嘉平殿行
上田踏入村綿屋久作屋出 カネ市 袋入 1個 四ッ谷　弥作 ― 高崎連雀町　清水屋要蔵殿行
11月3日 上田元藩山極殿分 上田会社出 莚包 3個 四ッ谷　弥作 ―
11月4日 当町　大□弥平次殿出 ― 蕎麦粉 4個 助左衛門、吉三郎 高崎嶋田継 　武州熊谷　坂宮栄之助殿行
― 勝印 4箇
― 瀧川 4箇
11月8日 上田綿屋久作出 ― 人力 被口 6個 四ツヤ　廉蔵 ― 上州高山郷　佐俣幸三郎殿
11月9日 東京深川六軒堀風呂屋熊吉殿分 大河原出 湯津 8個 塩野　多吉　松蔵 阪本宿旅篭屋ニ而 大沢行
11月9日 上田綿久出 上田会社出 玉繭 5本 四ツ谷　徳左衛門 ― 上州中宿　山田屋牧太殿行




11月15日 幸三郎殿荷物 上田会社出 父市 莚包 4個 根津　清太郎 ― 高崎銀杏屋殿行
11月15日 荷主原橋伝次郎殿分 刻莨 4箱 廣戸　多次郎 ― かし山与三左衛門殿行
― 新初雪 3樽 ―
― 新天光 5樽 ―
11月18日 ― 上田出 麻袋入 山平 4本 町　八蔵 ― 松井田須田屋　弥平次殿行
11月18日 上田綿屋久作殿出 ― 山十 取合繭　 6本 四ッ谷　才二郎 ― 下仁田　金井啓助殿行
11月18日 上田綿屋久作殿出 ― ○玉　 玉まゆ 2本 四ッ谷　才二郎 ― 下仁田　桜井源五右衛門殿行
11月18日 上田中屋宗五郎殿荷物 上田出 カネ中 　畳糸 4個 井手　要左衛門 須賀庄兵衛殿入





11月21日 ― 上田会社出 山吉 金物 4個 西原　卯之助 ― 高崎　矢嶋入
11月21日 ― 同所出 カネ中 畳糸 4個 原口　濱吉 ― 須賀店入
21日　送状写 高崎新町油屋吉兵衛出上州倉賀野上町　肴屋　奈作 鰹節　 2箱　 馬セ口　常吉 ―
小諸本町　鶴ツル屋左平次様行
下糖 2個 町　助右衛門 ―
鮭、書状付 5俵 町　房太郎 ―
上田中屋宗五郎殿分 上田会社出 カネ中印 畳糸 6個　 ― 須賀庄兵衛殿行
― ○泉 上唐 8個 嘉三郎　仙吉　辰右衛門 ―
― ○泉 新天光　 4樽 柏　元二郎　宇八 ―
― ○北 黒 2樽 柏木　周太郎 ―
11月23日 山正一 ― 山吉 初雪 2樽 柏木　八大夫 ― 吉田や半右衛門殿行
11月23日 山正一 ― 山三　 黒 4樽 弥七、田造 ― 上田会社行
11月24日 上田綿屋久左久出 小諸会社次 ○玉　 取合繭 5本 片羽村　作太郎、赤岩村　藤吉
下仁田
桜井源五右衛門殿次 同馬山村　黒澤玉蔵殿行
11月24日 ― ― ― 栄 8本 原口村　淀吉、別府村　逸作 ― 上田塚□行
11月25日 元送付19番24日出 上田会社出 カネ中 畳糸 4個 根津　金重 倉賀野須賀庄兵衛殿継 東京　近江屋作兵衛殿入
松本北入村粂之丞荷物 芦田定宿出 山ク 藍玉 4個 八蔵、国蔵 八満　柏屋平治郎殿行
11月25日 ― 上田出高崎迄 山九　 繭 2本 馬セ口　弥重 高崎白石屋弥重郎殿 前橋　泉屋　直之助殿行
11月25日 ― 元送附 カネ中 畳糸 6個 角太郎、亀太郎、文治郎 ― 倉賀野駅須賀庄兵衛殿行
11月27日 ― カネ久 □ 5個 四ッ谷　凡蔵郎、作 ― 矢島嘉平屋行
11月28日 上田綿屋久作殿出 上田出 ― 繭 4本 四ッ谷　銀蔵 ― 桜井源五左衛門殿行
11月28日 廣ト弥作殿 ― ― 柿 2俵 廣戸　房吉 板鼻　吉田屋市五郎殿入 板鼻　吉田屋市五郎殿行
11月28日 百屋出 上田会社次 カネモ 極上白 2個 宮下　長兵衛 ―
― ― 櫛柿 1俵 ―
― ― 箱荷　 1個 ―
― ― 酒 2斗 ―
12月1日 ― 上田出 ― 紙包 1個 岩村　安左衛門 ― 松代行　つこ佐行
12月2日 勝山市兵衛殿出 木曽　奈川村 山ト 綿 20本　 牛　長十 ― 上州　倉賀野　須賀庄兵衛殿行
12月3日 五発組　松本出 ― 莚包小荷 1個　 牛　長十 ― 倉賀野　須賀庄兵衛殿行
鈴子村　万平殿分 上田出 ○万 畳糸 3個　 四ッ谷　清作 ― 1月1日　矢嶋嘉平殿
11月29日 ○○山地屋伊蔵殿出 ― 繭 4本 西原　卯之助 ― 上州高崎縄屋宗右衛門殿行
― ― 上田会社出 山ト 葉莨 4個 西原　寅蔵 矢嶋嘉平殿継 東京四ッ谷　三河屋清吉殿行
― 柏原村松沢源兵衛殿荷物 上田 八一 畳糸 8個 井手村　権助持 ― 一月1日　倉賀野　佐黒新七郎殿行
1月3日 上田綿屋久佐久 ○田 取合繭 6本 四ッ谷　重五郎　孫左衛門 ― 藤本屋喜蔵殿行





1月8日 上田中宗出 ― カネ中 畳糸 2個 井手　鉄三郎 ― ―
綿久出 上田会社出 ― 莚包 5個 ― 上州下仁田　今井啓助殿行
1月31日 2月3日着定 上田出附通し ― 紙 2個 四ッ谷　政五郎 ― 高崎百足屋彦八殿行
2月11日 ひだ屋　鉄五郎 ― ― めじ 2本合11 　馬瀬口　佐助 ― 上田海野町　舟むし　永右衛門殿行
3月27日 松代定宿 四番組上田会社 ― 荷物 6個 四ッ谷　銀蔵、弥太郎 佐黒新七郎殿行 東京　上州屋清兵衛殿行
4月3日 大谷　銀兵衛殿出 荷主附 山ヤ 大銀杏干 20個 若宮　林三　千石　源兵衛 荷主附 ―
筑摩県官属瀧川平蔵殿荷 浦野出 ― 莚包 8個 牛士　煙山　平五郎 高崎関口入 ―
7月4日 嶋屋勘兵衛殿出 上田 ― 紙包 4本 文八西○才次、弥之助 ― 三ツ塚　瀬下七兵衛殿行
7月8日 田中岡め屋　作左衛門殿 ― ― 干繭 3本 ― 新屋□若松屋令作殿行





― 袋入繭 4個 房太郎 ― 三ツ塚　瀬下七兵衛殿行
26日 大森徳十郎殿出 ― △▽　 合薬
4個
長十 ― 高崎新町大黒屋九兵衛殿止
7月26日 長野藤本和助殿出 ― ― 渋紙包 ― 長作持 高崎馬車会社継 東京通塩町　長岡屋勘七殿行
― ― 莚包 8個
― ― 琉球包 1個
― ― 風呂敷包 1個
― ― 外曲物 1貫
― ― 笠 2個
― 川半出　　 ― □一人● 太物 4個 馬主　敷同断
長野迄通し　矢嶋嘉平殿継
右26日夜小諸泊り 長野大門町　柿岡屋弥平殿行
8月5日 松井田長谷川元七殿出 ― 山●●● 太物 2個 森山　大助 上田継 中野　冨田屋治兵衛殿行
8月18日 上田　八百屋千代吉殿出 ― 杏干 8俵 房太郎、助右衛門 ― 高崎　肴屋鉄之助殿行
10月9日 荷主　向八幡村　飯島喜右衛門殿上田出 山上 蚕種 5箱 小○山　銀蔵　万吉 ― 倉賀野田口五兵衛殿入




― 蚕種 7個　　 ―
― 小付 2個 ―
― ― 蚕種 6個 社中田中蔵作附通し ― 須賀茂一郎殿入
― ― 小付 2個 ―
― 手塚半右衛門殿出 ― 山吉 蚕種 4個 社中田中蔵作持附通し ― 田口入
○越 生糸 8個 須賀庄平殿入
□ス 莚包 1個 ―
山山八 莚包 4個 ―
― 箱荷 1個 ―
― 文件 1半 ―
― 琉球 10個 ―
― □□ 10個 ―
― ― 松代定宿出 ◇二 下駄荷 4駄半18箱 金吉、彦之助、助作、重之助 ― 東京　徳□楊大平町1丁目　柏屋幾三郎殿行




1月14日 留国白屋無里村 ― カネ吉 畳糸 8個 更級郡　有旅村　藤蔵田ノ口村　近治 ― 倉賀野　須賀庄平殿入
2月7日 稲荷山定宿出 ― ― 薬種 8駄 八所　養八　同人 ― 上州馬車　権屋六十七右衛門殿行
23日 矢島出　八儀平 上田返し ― 硝子板 2箱 ― ― 上田○宿殿行
4月3日入 通し荷物　稲荷山扱所出 菱野出 ◇ 薬種 4個 差八持 ― 高崎　橋屋　平右衛門殿行
― 高崎吾妻町出 ― カネ平 釜荷 8個 ― ― 上田社倉入　長野渋平行
― 百足屋　弥七殿出 ― ○北 無治黒 2樽 ― ― 小原亀屋又作　江出
8月1日 下戸倉定宿出 ― 杏干 2駄 寂蒔　作吉　賢治 ― 高崎　矢島八郎殿入
11日 稲荷山出 ― □忠 杏肉 4個 養八持 ― 高崎山太殿行
9月2日 埴科郡石坂啓重殿出 ― 山山加　 蚕種 7個 小舟山　久兵衛、茂平、才助東京小舟町　中島儀兵衛殿迄通し　横浜嘉者通二丁目　○本屋嘉兵衛殿行
― 更級郡向八幡村　宮埔興八郎殿荷上田会社 蚕種 4個 小舟山　銀蔵、才助 東京室町三丁目　各倉出原兵衛殿連
9月2日 更級郡力石村　田嶋茂兵衛殿同村山崎黒右衛門殿出 上田会社 カネ口 蚕種
3個 文造、仲造 倉賀野　田口五平殿入 ―
― ― ― □十 蚕種 3個 ― ― ―
― ― ― 小付 1個 ― ― ―
― 埴科郡雨宮村○木園喜惣太殿出 上田会社 山山二 蚕種 3個 内松 ― 東京小舟町二丁目　中嶋屋儀兵衛殿入
9月4日 上田　枡屋平兵衛殿出 山加 蚕種 9箱 森右衛門、傳三、彦吉 ― 倉賀野　田口五平殿入
9月4日 雨宮　安屋松之助殿出 屋代出　千代○ 山嘉　 蚕種 4個 ― ― 東京行
― 文林横田出 ― 組合蚕種 4個 要松 ― 東京行
上州原市








11月5日 中屋　宗五郎 カネ中 辰澤　九太郎 須賀庄兵衛殿 　大文字嘉平殿
11月13日 上田弥林様分 上田会社出 ― 四ツ谷　銀蔵 高崎定宿次　 倉賀野須賀喜太郎殿行
11月21日 元送付 松井田出附通し 八○　 上田海野町　八百屋千代吉殿行
11月19日 信州上田原町□志屋勇右衛門 上田会社出 ― 原口　文二郎 大野屋勘助行
11月17日 高崎より ○北　 森山　左助
四ッ谷　幸太郎
11月23日 山正一 塚本畑助殿行





山正一出 山小 石峠　勘九 市町　巴屋与兵衛殿行
高井郡中野　西澤新十助殿行







11月18日 高崎　矢兵衛出 ― 八満　源八 上田原町　蔦屋茂七殿行　19日
田口入
荷主付
24日5時出 社中　竹内周吉持 上田出 石峠　正蔵 上田より倉賀野迄通し
10月19日 利根川市矢島持 荷主付　社中 森右衛門　附通し
金鋼寺　三井治ノ原殿行
12月21日 下板町出 松本出　 山三 太物 岡村　久蔵19日出 　21日上田改
11月27日 興ノ原殿出 上田会社継 東田駅　長作
― 右同断 ― 山紙 蚕種　 4個 初太郎 ― 東京行
― 蚕種 3箱 ― ―
― 小付 1個 ― ―
― 稲荷山○原福松屋出 ― □塩 蚕種 4個 松吉 ― ―
― 埴科郡杭セ下村朝日角之丞殿出 上田会社 カネ正 蚕種 3個 八満村　源右衛門 ― ―
― ― 山二　 蚕種 3個
― ― 山イ 小付 1個
― 信州桑佐村　後日治五右衛門殿荷 ― 山二 蚕種 3個 屋代村　幸作 上田、小諸、安中、高崎　 東京大伝塩町　上原入
― 蚕種 6個
― 小付 1個
同入　高崎山正一出 ― カネモ セイ黒 6樽 いけ五郎　冨右衛門　弥助 ― 長野高茂行　
8日 □ト出 小布施出 井二 油 1駄 小布施　嘉三郎 ― 野沢　井新屋入
八幡村　武井八郎次殿分 ― ○八 蚕種 3個 上田　八幡　小太郎　付け通し ― 高崎迄　9月11日泊
山正一出 ― カネモ 久助 10箱 喜作　附け通す ― 長野　高茂行
9月16日 山正一出 ― カネモ 上々中種 2個 稲荷山　善八 ― 長野　高田屋行
― 蚕種　 5個
― ○繭 2個





10月19日 上田八●店出 ― ― 田作 6俵 森山　興惣太郎 松井田会社　 高崎清水差之丞殿行
26日 上田○松屋米右衛門殿出 ― ― ふとん 12箱 定崎馬　庄五郎、宗吉 ― 高崎　大黒屋九兵衛殿入
11月1日 角藤出 小布施扱出 ○井 油 3本 千代吉 ― ○口　長屋傳二殿行
角藤出 井二 油 2本 同出　宇太郎 ― ふさ八　○屋市兵衛殿行
11月3日 臼田長屋傳嘉殿出 小布施村 　明 樽 10本 千代蔵 上田次 　小布施村角屋藤兵衛殿行
野沢村　井○やより 　明 樽 6本 小布施　浦三郎 上田次　 小布施村行
11月3日 宮沢長吉殿分 五科　○又出　 　○百入 袖ソ 4箱 ― ― 上田　永橋屋庄右衛門殿行
山太 桑種 4個 小舟山　久兵衛、外一人 ― 甲府在半田村　小林豊蔵殿行
山大 桑種 4個 ― ― ―
― 小林辰太郎殿出　別府○作 ― ○ス 出売繭 4個 ― 松井田会社 　高崎九作町　綿○由五郎
25日出 高崎山正一出 ― 山三 松金　梅香油　4樽 八満　源八 上田会社 長野　釘之入
― 同　山正一店出 ― 一力 役嶋　 2樽 八満　源八 ― 上田嶋田弥左衛文殿行
― ― ― 青板 2○ ―
11月30日 五料魚屋久蔵殿出 ― ― 柚子 9箱 油井　伝蔵 ― 舟橋屋　庄右衛門殿行
12月1日 松井田　四○○　徳蔵 上田次 ― 莚包 3個 ― 長野　松井屋平兵衛殿入
第亥1月17日 米彦出 稲荷山荷物扱出 ― 細美300反 3個 善八 ― 上州原市　麻屋栄之助殿入
第亥1月17日 米彦出 同扱所より ― 細美35反 1個 善八 ― 武州本店　山口金蔵殿入○　○○伴守殿入
1月22日 原村井幹屋市兵衛殿出 ― ― 油明樽 4本 小布施　千代吉 小布施上田 角屋藤之兵衛殿行
23日 ― 稲荷山扱所 山山ノ 薬種 6個 源六、新助 ― ―
― ― ― 山山ノ 薬種 7個 松吉、松吉 田口五兵衛殿入 東京　上吉入
1月30日 ― 稲荷山扱所 山山ノ 薬種 6個 善八 ― 倉賀野　田口五平殿入
2月1日入 和泉や庄八殿出 古印 生蠟　 4個 和田村　源蔵 ― 上田町　中屋六太郎殿行　同所　同人
亥2月15日 稲荷山扱所 カネ○○ 杏仁　 2駄 善八、庄作 ― 上州高崎田町　橋屋庄八
第3月4日 高崎吾妻殿屋出 カネ平 釜 8個 清十　志げ蔵 ― 上田会社長野階原入
3月11日 山サキ幾作殿分 ○田分社出 一山● 刻 4個 田沢村　太傳次 倉賀野　代黒新七殿行 東京八丁入
同日　 同人出 同所出 一山● 刻 4個 同村　キ○郎 ― 同人入
3月11日 重九出 会田分社出 一山● 刻 4個 田沢　関七 ― 同人入
3月18日 稲荷山　柏屋亀助殿出 ○泊り 山カ 生糸 4個 御所　八蔵 高崎継　 野州足利　岡崎宿助殿行
― 戸上○ 7本 ―
― 水流 11本 ―
― 高崎町十一屋　庄兵衛殿出 ― ― 莚包 1個 百蔵 ― 上田原町　和泉屋甚兵衛殿行
3月31日 八五五迄 稲荷山 ◇ 薬種 5個 善八持 ― 三河　橋屋　平右衛門殿行
4月1日 高崎吾妻屋林右衛門殿 ― ― 鍋荷 1個 清太郎○、房吉より 上田会社次　 須坂佐渡幸入　上田た9厘定
4月16日 小布施村　角屋藤兵衛殿出 ― ○井　 種水油 2駄 多作、太作 ― 臼田村　長屋傳二殿行
4月13日 小布施村　角屋藤兵衛殿出 ― ◇古 種水油 1駄 馬士　千代吉 ― 下○村　古屋園太郎殿行
4月25日 上田栃木屋千右衛門殿 ― 旭鶴藍○ 4個 馬　ま太 ― 田町　奥州屋　前原殿行
6月29日 角屋出 ― 井二 油 1駄 ― ― 野沢　井新屋重半殿
7月15日 上田嶋田出 ― 山上 干いか 4個 高崎　清太 ― 同百足屋宗二郎殿行
7月7日 上州豊岡　スタレ屋木千吉殿 ― ― クハシスタレ 50枚 春助 ― 長野　榊屋与吉殿行
7月7日 上州豊岡　スタレ屋木千吉殿 ― ― 六尺竹廉 8枚 春助 上田会社 長野　小妻屋万吉殿行
8月9日 高崎寿松連屋出 ― ― ホ口　 22個 宗作 ― 上田米万入
8月14日 山崎屋寿松殿荷 更級郡　八幡村中牛馬扱所出 ― 玉繭 4本 ― ― 富岡町　山木安兵衛殿行
― 生糸 3個 万田村　○作 上田、小諸中牛馬会社 安中　塩屋崎八殿行
― 莨箱 1個 ―
8月29日 小布施角屋○○殿出 ― ○井 種水　 1駄 定○○ ― 臼田村　長仙伝次殿行






蚕種 13個 塩崎　新助引受 ― 倉賀野会社迄





― 白田ツ 3駄12個 ―
― 苧 ― ―
― 上州下仁田　今井七郎平殿出 ― 三野□ 6半 岩村田　喜作 ― 粕屋喜十郎殿行
5月12日 高崎吾妻隣助出 ― 山山二 釜 4個 元志出 上田会社 長野安藤善原殿
12月8日 上州八本松　綿佐出 上田会社迄通し 柚子　 8個 ○　仲太 八幡行












埴科郡長岡村　宮本善次殿出 上田　長岡村　九十郎 小諸蔵敷3銭 高崎9月8日泊







○○百足屋長八殿出 稲荷山 山吉　 熊松、松吉 上田次　 稲荷山　米屋　喜十郎殿入








2月17日 高崎小林隣八郎殿 カネ平 ○志
4月18日 岩村田出町陸運会社出 カネキ 内三　外2人 上田通運会社入
上田会社 長野踏平殿行
2月27日 高崎小林隣八郎殿 山山二　 彦九郎 上田会社 長野　安藤善兵衛殿行
表1－9　明治6年越後屋荷物受払帳（1873）
日付 出荷主 目印 品名 数量（箇） 継立地 継立地 継立地 荷受地
― 上田本町和泉屋勘助殿出 ○越 生糸 4 松井田大河原太七殿泊 高崎矢嶋嘉平殿継 倉賀野　須賀善右衛門積横浜本町四丁目越後屋　得右衛門殿行
― 本町和泉屋勘助殿出 ○越　　 ○敷 4 大河原泊 矢嶋継 須賀善積 東京室町二丁目越後屋　得右衛門殿行
― ○△出 ― 小樽荷 2 大河原泊 矢嶋継 須賀善積 東京小舟町中屋佐七殿行





2月3日 ○△出 ○越　 真綿 2 ― ― ― 東京室町三越得右衛門殿行
2月3日 飯沼　吉池定之助　出 ○越　 生糸 8 大河原蔵継 ― ― 高崎　瀬下清三郎殿行
2月6日 ○△出 ○越　 生糸 3 瀬下清三郎殿継 三越得右衛門殿行
― 飯沼　吉池定之助殿　○山一出 ○越　 生糸 5 松井田　大河原太七殿泊 ― ― 高崎瀬下清三郎殿行
2月12日 上田出鼡宿書状添蔦屋瀧澤為三郎
カネ山一
○越 生糸 13 ― ― ― 高崎瀬下清三郎殿行
3月20日 飯沼　山根屋　伴蔵殿出 ○越 生糸 4 ― ― ― ―
4月11日 山ト出 ○越　 生糸 6 大河原太七殿泊り
矢島嘉平殿次
須賀長平殿行 ―
4月19日 ○△出 ○越　　 生糸 10 松井田大河原太七殿泊 矢島嘉平殿次 須賀○右衛門殿上 東京三越出張所行
鼡屋　書状付 ○越　　 莚包 1 大河原太七殿泊り ― ― 高崎田町瀬下清三郎殿行
25日入 和泉屋喜市殿出 ○越　 莚包 2 ― ― ― 高崎田町瀬下清三郎殿行
6月〆1太 上田生糸改会社添書下吉田丸山平○殿出 ×丁　 出売繭 12 大河原太七殿 ― 須賀茂市殿次
横浜生糸改会社
越後屋得右衛門殿行
8月19日入 長村　小平傳兵衛殿出上田改　山ウ印 ○越　 生糸 12 ― ― 高崎田町瀬下清三郎殿行
東京室町二丁目
三越得右衛門殿行
8月24日 本町　和泉屋勘助殿出 ○△　 生糸 8 大河原太七殿入 高崎田町瀬下清三郎殿改清五郎殿、中村安兵衛殿 ―
東京室町二丁目
三越得右衛門殿入






9月5日 和泉屋　勘助殿出 ○△　 生糸 8 大河原太七殿 瀬下情五郎殿 倉賀野　松本勘十郎殿 東京室町二丁目三越得右衛門殿行
9月6日 上田○会社出 ○越　 生糸 12 大河原太七殿 ― ― 高崎田町瀬下清三郎殿行
太平定助殿出　元送付 ○越　 生糸 8 大河原太七殿 高崎田町瀬下清三郎殿 東京三越喜右衛門殿次 横浜　越後屋得右衛門殿行




宗三郎殿出 一×丁　 出売繭 16 大河原太七殿 須賀茂市郎殿次 横浜　越後屋得右衛門殿行
9月21日入 宮下宗三郎殿出 蚕種 1
― ― 糸繭　 1
― ― 白出売繭 1
9月25日 山久　宮下宗三郎殿出 ×丁 出売 4 30日　大河原入 高崎　須賀茂市郎殿次 横浜　越後屋得右衛門殿行
9月26日 和泉屋　勘助殿出 ○△ 生糸 8 大河原太七殿 高崎瀬下清三郎殿次 倉賀野　松本勘重郎殿入東京室町二丁目三越得右衛門殿行
― 岡村　宮○茂吉殿出山ウ出 ○越　 生糸 12 大河原太七殿 瀬下清三郎殿
磯情五郎殿、
中村安兵衛殿行
10月8日 本町　泉屋勘助殿 山○ ○ 5 高崎田町瀬下清三郎殿改磯清五郎殿、中村安兵衛殿 東京三越喜右衛門殿次 横浜　越後屋得右衛門殿入
― 岡村　古平宇蔵殿出 ○越　 生糸 8 ― ― ― ―
― ― ― ― ― ― ― ― ―
9日 和泉屋勘助殿出 ○△ 生糸 10 ― ― ― ―
― ― 同 小箱包 1 松井田　大河原太七殿泊高崎瀬下清三郎殿次 倉賀野　松本勘重郎殿積東京駿河町三越得右衛門殿入
― ― 一□中　 生糸 5 ― ― ―
11日入 山ウ出 ○越　 生糸 4 ― ― ― 高崎田町瀬下清三郎殿行
右元送○より12日来 岸野利三郎殿出 ― 東京三越喜左衛門殿次 ― 横浜　越後屋得右衛門殿入




漬物樽 4 沓掛　佐藤泊 高崎田町瀬下清三郎殿次 横浜　越後屋得右衛門殿入
○24日 和泉屋　徳兵衛殿出 ○△　 生糸 8 大河原太七殿泊り 瀬下清三郎殿次 倉賀野　松本勘重郎殿入三越得右衛門殿行
10月27日 和泉屋　勘助殿出 ○△　 生糸 12 ― 高崎田町瀬下清三郎殿次 ― 東京室町二丁目三越得右衛門殿行
28日入 岡村　古平宇蔵殿出 ○越　 生糸 8 高崎田町瀬下清三郎殿次 ― 東京三越喜左衛門殿次 横浜　越後屋得右衛門殿入
11月2日 岡村　古平宇蔵殿出 ○越　 生糸 4 ― ― ― 高崎田町瀬下清三郎殿入
3日 和泉屋　勘助殿出 ○越　 生糸 4 大河原泊り ― ― 高崎田町瀬下清三郎殿行
4日 ― ○越　 生糸 4 大河原泊り 高崎瀬下清三郎殿次 ― ―
― 岡村　古平卯蔵殿出 ○越　 生糸 8 大河原太七殿次 高崎瀬下清三郎殿 ― 磯清五郎殿、中村安兵衛殿
11月4日 和泉屋　清兵衛殿出 ○印 生糸 2 ― ○利宿山木屋　傳右衛門殿次 ―
上州下仁田米川邑原　茂市
郎殿行
― 同人出 山○○　 生糸 2 大河原太七殿 安中各○林屋　豊吉殿 ― ―
6日入 和泉屋　清兵衛殿出 ○越　□吉　 生糸 6 大河原泊改 　沓掛次 ― 高崎　瀬下清三郎殿行
11月7日 和泉屋　清兵衛殿出 ○越　 生糸 4 大河原泊 ― ― 高崎田町瀬下清三郎殿行
― ― □吉　 生糸 1 大河原泊 ― ― ―
― ― 山九　 ― 12 ― ― ― ―
11月6日 屋代　清水新左衛門殿出 繭　 4 上新橋 ― ― 森田勘右衛門殿行
― 和泉屋　勘助殿出 山キ　 生糸 3 ― ― ―
9日入 飯沼　山根屋　伴蔵殿出 ○越　□吉　 生糸 4 沓掛泊 ― ― 高崎田町瀬下清三郎殿行
飯沼　山根屋　伴蔵殿出 カネ正　 生糸 4 ― 矢島次 ― 亀善殿入
11月改10日 和泉屋　勘助殿出 ○△　 生糸 14 ― 高崎田町　矢島嘉平殿次 ス加○　差左衛門殿入 三越得右衛門殿行
13日 大坂屋　松次郎殿出 ○越　 熨斗糸 13 大河原泊 ― 高崎田町瀬下清三郎殿行
11月15日 和泉屋勘助殿出 山○○　 生糸 1 ― ― ― 上州安中林屋豊吉殿行
同入 岡村古平宇蔵殿出 ○越　 生糸 9 ― ― ― ―
社中　高橋留次郎殿持 大河原泊 矢島次 田口入 ―
17日 屋代　唐米治作殿出 ○越　 生糸 15 大河原泊 ― ― 高崎瀬下清三郎殿行
― ― ― 桐油 4 ― ― ―
11月19日 布屋　正七殿出 ○越　 莚包 1 ― ― ― 高崎瀬下清三郎殿行
鼠村　和泉屋喜市殿出 ○越　 莚包 2 大河原太七殿 ― ― 高崎瀬下清三郎殿行
12月4日 小山源兵衛殿出 莚包 1 ― ― ― 高崎瀬下清三郎殿行
12月4日 和泉屋源兵衛殿出 ○△　 生糸 6 大河原泊り 矢島嘉平殿へ 須賀善右衛門殿 三越得右衛門殿行
12月5日 上田古平宇蔵殿出 ○越　 莚包 1 ― ― 馬車会社次 東京三越得右衛門殿行
― 岡村　古平卯蔵殿出 ○越　 生糸 5 大河原太七殿 高崎瀬下清三郎殿次 ― 中村安兵衛殿行
9日入 上田古平宇蔵殿出 ○越　 油紙包　 1 大河原太七殿 ― ― 高崎田町瀬下清三郎殿行
12月13日 鼠宿　和屋　吉五郎殿出 カネ△　 生糸 5 大河原太七殿 ― ― 高崎　　瀬下清三郎殿行
― ― ○越　 莚包 4 ― ― ― ―
― 和泉屋　清兵衛殿出 ○△　 莚包 1 矢島嘉平次 須賀○平殿入 上州庄吉兵衛殿○ 金屋　三八郎殿行
― 大坂屋　松○殿出 ○越　 莚包 2 ― ― 馬車会社荷車送り 東京
12月18日 上田古平宇蔵殿出 ○越　 繭 1 ― ― 馬車次 三越得右衛門殿行
12月26日 和泉屋　清兵衛殿出 ○○○ 1 ― ― ― 久保田屋惣兵衛殿行






































































































































年 月 馬士へ依頼数 荷主から依頼件数 荷物品数
7月 18 24 175
8月 52 73 429
9月 48 59 402
10月 20 31 151
11月 14 20 95
12月 15 19 145
合計 167 226 1397
7月 4 8 39
8月 17 18 80
9月 25 27 198
10月 21 31 118.5
11月 1 1 10
12月 0 0 0












社数 資本金 社数 資本金 社数 資本金 社数 資本金 社数 資本金 社数 資本金 社数 資本金 社数 資本金 社数 資本金 社数 資本金 社数 資本金
円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円
東京 ― ― 33   1,599,359    8     105,600    1     ― 4    330,000 ― ― ― ― ― ― ― ― 1   500         47       2,035,359    
京都 ― ― 9     130,597       15   5,300        3     24,500         ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2   700         29       161,097       
大坂 ― ― 31   714,950       19   166,650    2     45,000         1    ― ― ― ― ― ― ― ― ― 1   1,000       54       927,600       
神奈川 ― ― 19   852,250       28   18,400      30   152,700       6    130,000 1    ― ― ― ― ― ― ― ― ― 84       1,153,650    
兵庫 ― ― 22   63,110         ― ― 13   102,890       ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 35       166,000       
長崎 2    45,000      6     30,800         1     ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 9         75,800         
新潟 ― ― 8     28,637         2     ― 1     3,570            ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 1   ― 12       32,207         
函館 ― ― 1     20,000         1     6,000        ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2         26,000         
埼玉 4    16,795      9     28,012         ― ― 12   84,389         ― ― 1    179         ― ― ― ― ― ― ― ― 26       129,375       
群馬 20  64,343      7     32,520         32   2,320        4     32,566         ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 1   1,000       64       132,749       
千葉 ― ― 3     8,250            1     17,500      ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 4         25,750         
茨城 ― ― 3     2,420            ― ― 3     15,746         ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 6         18,166         
栃木 1    14,738      4     22,850         4     700           ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 9         38,288         
三重 1    50,000      9     48,407         2     8,000        6     49,500         ― ― ― ― 1    10,000    ― ― ― ― ― ― 19       165,907       
愛知 ― ― 15   45,797         4     4,050        2     6,500            1    5,000     ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 22       61,347         
静岡 1    6,000        14   36,100         16   680           2     14,500         ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 33       57,280         
山梨 ― ― 2     11,000         47   5,026        3     38,352         1    5,000     ― ― ― ― ― ― ― ― 3   1,500       56       60,878         
滋賀 ― ― 3     8,205            1     1,000        3     34,500         ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 7         43,705         
岐阜 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
長野 10  49,248      40   44,469         280 44,222      49   150,789       1    500        3    12,444    1    2,000       ― ― ― ― 1   1,000       385     304,672       
福島 19  45,161      16   25,300         51   47,162      8     47,671         ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 94       165,294       
宮城 ― ― 5     77,150         2     3,300        4     8,758            ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 11       89,208         
岩手 5    18,920      4     3,987            ― ― 3     6,500            ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 13       29,407         
青森 ― ― ― ― 2     13,000      1     5,000            ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 3         18,000         
秋田 ― ― 2     15,500         33   355           1     50,522         ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 36       66,377         
山形 ― ― 7     13,396         65   565           9     69,306         ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 81       88,267         
石川 1    500           3     8,550            18   1,276        1     5,000            ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 23       15,326         
富山 ― ― 16   15,360         20   5,675        10   81,100         ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2   135         48       102,270       
福井 1    1,000        6     22,264         5     580           4     26,000         ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 16       49,844         
鳥取 2    5,750        5     4,070            ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 7         9,820            
島根 1    5,000        3     21,700         1     ― ― ― ― ― ― ― 1    1,000       ― ― ― ― ― ― 6         28,700         
岡山 ― ― 3     13,550         3     13,555      2     23,922         ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 8         51,027         
広島 1    120           10   27,006         2     198           1     30,000         ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 5   2,100       19       59,424         
山口 ― ― 5     3,250            2     1,000        4     255,099       ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 11       259,349       
和歌山 ― ― 1     500              1     2,500        1     2,500            1    ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 4         3,500            
徳島 ― ― 2     9,000            ― ― 1     1,000            ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 3         10,000         
高知 ― ― 4     4,341            ― ― ― ― ― ― 1    15,000    ― ― ― ― ― ― 5         19,341         
愛媛 ― ― 6     36,000         2     39,000      8     74,759         ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 1   50            17       149,809       
福岡 14  112,920    35   211,910       1     6,000        34   488,406       4    250,000 1    ― ― ― ― ― ― ― 2   10,000    91       1,079,236    
大分 ― ― 1     1,464            2     600           20   247,290       ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 23       249,354       
佐賀 2    20,000      5     81,100         ― ― 1     7,700            ― ― ― ― ― ― 1   85,000    ― ― ― ― 9         193,800       
熊本 ― ― 3     3,200            3     6,500        ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 6         9,700            
宮崎 1    550           6     44,888         ― ― 22   57,452         ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 35       102,890       
鹿児島 ― ― 10   71,080         2     2,000        6     111,352       ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 18       184,432       
沖縄 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
札幌 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
根室 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―





農業 商工業 運輸 貸金 私立銀行及銀行類似 貯蓄 漁業 坑業 保険 其他諸業 合計
表2－2 1881年中牛馬会社郡別分社・荷継所調
郡名 会社数 分社数 荷継所数 株数 氏名 所属
北佐久郡 1 3 4 2.6 岩淵　曽右衛門 東京取扱所
南佐久郡 1 ― 15 3 岩淵　善右衛門 東京取扱所
小県郡 2 1 7 4 江夏　千城 中牛馬会社社長
埴科郡 ― 2 6 13.8 正　木誓 東京取扱所
更級郡 ― 1 9 2 矢島　八郎 上州高崎
上水内郡 2 1 15 2.4 大河原　儀三郎 上州高崎
下水内郡 ― ― 7 1.3 福田　　文四郎 上州下仁田
東筑摩郡 1 1 5 0.2 有賀　幾三郎 上州下仁田
西筑摩郡 ― ― 4 2.1 小林　利平 上州安中
上伊那郡 ― 2 8 0.4 小此　本平吉 野州足利
下伊那郡 1 ― 8 0.4 佐藤　重助 野州足利
諏訪郡 1 1 3 10.7 中沢　与左衛門 信州長野
北安雲郡 ― ― 1 1.2 中沢　与三右衛
門
信州長野
上高井郡 ― ― 5 0.4 山極　慎吾 信州長野
下高井郡 ― ― 5 1.6 唐澤　弥兵衛 信州長野桑原村










出金比例 会社・分社・荷継所名 出金比例 2 大久保　政吉 筑摩郡伊深村
小諸会社 40% 　借宿荷継所 6% 3.2 為谷　三十郎 武州本庄
沓掛分社 8% 軽井沢荷継所 3% 0.5 上田会社 信州上田
塩野荷継所 1% 馬瀬口荷継所 1% 3.8 伊藤　九右衛門 信州上田
岩村田分社 8% 望月荷継所 1% 3 町田　吉五郎 信州上田
芦田分社 8% 　大門荷継所 3% 2 山本　常平 信州上田
和田分社 8% 　和田峠荷継所 5% 1.4 翠川　府右衛門 信州和田
腰越荷継所 1% 上丸子荷継所 4% 2 羽田　良平 信州和田峠





























4分株 無業 北佐久郡面替村 茂木半五郎
2株 1株 分社 北佐久郡芦田駅 土屋武石衛門
2株 1株 分社 北佐久郡沓掛駅 佐藤治兵衛
4分株 2株6分株 分社 北佐久郡岩村田駅
大井七左衛門交
代
4分株 6株 荷継所 北佐久郡軽井沢駅 佐藤昌平交代佐藤熊六




6株 荷継所 北佐久郡馬瀬口村 山本武兵衛






4分株 分社 小県郡和田駅 翠川府右衛門
2分株 4分株 荷継所 小県郡東餅屋 羽田良平
4分株 荷継所 小県郡腰越駅 清水平蔵
4分株 荷継所 小県郡上本入村 橋爪幸太郎
1株 荷継所 小県郡高梨村 黒岩藤作


















項目 金額（円） 項目 金額（円）
第十九銀行保険料 785.584 田口五平へ保険料割合渡す 524.172
上田銀行保険料 482.895 宰領中給料 136.66
正金銀行保険料 318.547 人足へ雇料 197.41
運賃得 442.352 鮭之代 26.977
























合計 2060.543 合計 2066.48
出所：小山家文書「明治16年1月より12月迄計算記下調」より
表2－6　中牛馬会社と倉賀野舟運同盟会社の契約表
年代 出荷方 請負方 舟運請負方 運送経路 品名 着日数 運賃（円） 保険料（円）
生糸 2日半 0.5 ―
真綿　出売蛹
其他 3日半 0.5 ―
生糸 2日半 0.5 0.3
生皮苧、出売 3日半 0.5 0.3
人参 2日半
生糸 ― ― 0.5
屑物 ― ― 1
出売 ― ― 1.333
出所：長野県小諸市小山五左衛門家文書
0.5























通運会社 中牛馬会社 通運会社 中牛馬会社
小諸 10000 28000 800 1000
上田 12000 25000 3500 1800
上諏訪 17000 ― 5000 ―
松本 13000 4000 3500 720
飯田 13000 3800 2500 1800
長野 ― 22500 ― 7000







年代 出荷担当社 為替取扱機関 目印 荷物名 数量（個） 保険原価（円） 荷主 委託商店 為替取扱機関 運送方法




6 小野光景 横浜本町四丁目若尾幾造殿行 ―
7 横濱新兵衛殿 横浜南仲通り三丁目高瀬屋新兵衛殿入 鉄道積
6 若尾幾造殿 横浜本町若尾幾造殿入 鉄道積
5 貿易商会 横浜弁天通り茂木惣兵衛殿入 鉄道積
2 ― 横浜本町貿易商会入 鉄道積
1 貿易商会 鉄道積
カネ中 器械生糸 8 鉄道積
井一 器械生糸 2 ―
第十四銀行岡谷出張所 ×三 器械糸 1 ― 井上傳兵衛殿 若尾幾造殿 横浜茂木惣兵衛殿入
第十四銀行岡谷出張所 カネ中 器械糸 7 無保険 矢島惣左衛門殿 若尾幾造殿 横浜茂木惣兵衛殿入
岡谷出張所 矢島惣右衛門殿方鈴木良左衛門出 一○ 器械糸 7 無保険貨物 ― ― 横浜貿易商会入 ―
岡谷出張所 鈴木茂殿 ○ヨ 器械糸 4 無保険 矢島惣左衛門殿 高瀬屋新兵衛殿 横浜本町若尾幾造殿入 鉄道積
岡谷出張所 武居代次郎 中山 器械糸 4 1600 横浜町田中平八殿行 鉄道積
器械生皮苧 2
出売蛹 2
岡谷出張所 明産社　山田清右衛門 □正 器械生糸 2 無保険 ― ― 横浜原善三郎 鉄道積
一○ 6 横浜本町貿易商会入 鉄道積
カネ中 7 横浜本町若尾幾造殿 鉄道積
一○ 3 横濱本町四丁目若尾幾造殿 ―






上諏訪会社 上スワ茂木源左衛門 □一 器械生糸 1 無保険 ― ― 横浜本町四丁目若尾幾造殿行 鉄道入
上諏訪会社 上スワ千野安太郎殿出 □一○ 器械糸 2 無保険 甲常盤町雨宮弁三郎殿荷物 ― 横浜本町四丁目若尾幾造殿行 鉄道積
上諏訪会社 平野方雨宮嘉三郎殿ニ而 □一○ 器械糸 2 無保険 ― ― 横浜本町四丁目若尾幾造殿行 鉄道積
上諏訪会社 上スワニテ □一○ 器械糸 2 無保険 ― ― 横浜本町若尾幾造殿入 鉄道積
上諏訪会社 西ノ宗嘉三郎殿 □一○ 器械糸 2 無保険 ― ― 横浜本町山市若尾幾造殿 鉄道積
上諏訪会社 藤森宗次郎殿出 ○宗 器械糸 2 無保険 ― ― 横浜本町四丁目若尾幾造殿行 鉄道積
上諏訪 藤森宗之助殿 ○宗 器械生糸 2 無保険 ― ― 横浜若尾幾造殿 本庄ヨリ鉄道積
上諏訪会社 ― 中山 器械生糸 2 無保険 武居代二郎殿 田中組本店 横濱弁丁通田中組本店入 鉄道積之事





一● 2 600 十○木太郎殿へ 小野光景殿入 東京日本区ニ而和泉丁1丁目佐久銀行支店 ―
カネ中 7 2500 矢島惣右衛門殿 柏木商店 東京日本橋区新和泉町佐久銀行支店入 ―











6 1900 横浜田中銀行入 ―
8 2800
5 1650
上諏訪会社 カネ中 6 2100 矢島清次郎殿 柏木商店
上諏訪会社 カネ中 5 1800 矢島惣右衛門殿 若尾幾造殿入
上諏訪会社 カネ三 9 2780 小口善平 柏木商店
◇ 6 1700 三井仁兵衛殿 原善三郎
○正 3 900 小口森蔵 茂木宗兵衛殿
○石 13 4350 石嶋和一殿 柏木商店
カネ中 6.5 2350 矢島清次郎殿 柏木商店入
○正 3 900 小口盛造 茂木惣兵衛
◇ 6 1800 三井仁兵衛殿 原善三郎
山小 6 1860 平林増右衛門 茂木惣兵衛殿
岡谷出張所 ― カネ一カ 器械糸 2 ― 小口吉太 小野光景殿 ― ―
佐久銀行スワ支店 4 1400 若尾幾造殿入 東京日本橋区新和泉丁1丁目佐久銀行支店
10 3500 柏木商店 新和泉町佐久銀行支店入
6 2100 柏木商店入
6 2200 若尾幾造殿
4 1400 貿易商会 東京日本橋区新和泉町佐久銀行支店入







上諏訪会社 正金銀行諏訪出張方 カネ中 器械糸 10 3500 矢島惣右衛門殿 若尾幾造殿 横浜正金銀行外国為替部御中 ―
岡谷出張所 三原文七殿荷物 カネ一カ 器械糸 2 650 小口吉太 小野光景殿 ― ―
上諏訪会社 カネ中 1 2200 矢島清次郎殿 若尾幾造殿
上諏訪会社 ◇ 4 1200 三井仁兵衛殿 原善三郎
上諏訪会社 器械糸 2 4400 横浜弁四柏木商店
上諏訪会社 器械糸 12 4500 横浜弁四柏木商店
上諏訪会社 器械糸 15 5500 横浜本町四丁目若尾幾造殿
岡谷出張所 山一○ 器械糸 18 5800 開明社 小野光景 横浜田中銀行入
上諏訪会社 山小 器械糸 6 1860 平林増右衛門 茂木惣兵衛 正金銀行入
上諏訪会社 ○正 器械糸 3 900 小口森蔵殿 茂木惣兵衛 横浜正金銀行入
岡谷出張所 ×● 器械生糸 1 ― 松沢仲助 若尾幾造 横浜田中銀行入
6 ― 小野光景
6 19000 小野光景 横浜田中銀行入
10 3100 茂木惣兵衛殿 横浜茂木惣兵衛殿入
5 1600 小野光景 横浜田中銀行入
10 850 茂木惣兵衛
15 1250 山田駒吉 横浜田中銀行出張所入
4 山田駒吉 横浜田中銀行入
上諏訪会社 下諏訪小口森造出 ○正 器械糸 2 600 ― ― 横濱弁丁通り茂木惣兵衛殿 　―



































上諏訪会社 12 4000 横浜弁四柏木商店
岡谷出張所 カネ三 8 2400 諏訪郡平野村　小口善平 横浜弁天通り二丁目　山中商店
上諏訪会社 10 3000 横浜弁四柏木商店
上諏訪会社 12 4000 若尾幾造
上諏訪会社 12 4000 柏木商店
上諏訪会社 12 4000 若尾幾造
上諏訪会社 5 1500 若尾幾造
上諏訪会社 2 600 若尾幾造




― 諏訪郡湊村　濱猶吉殿 ○△ 琉球入練綿 16 ― ― ― 横浜弁天通り二丁目　山中商店 　―
岡谷出張所 平野村中山社デ 中山 器械生皮苧 8 ― ― ― 横浜弁天通り一丁目山中和九衛門殿 ―
上諏訪会社 上諏訪両角金蔵殿 又● 器械糸 2 600 ― ― 横浜弁天通り小野光景殿行 ―















佐久銀行スワ支店 又● 器械糸 両半金蔵殿 横浜弁店　茂木惣兵衛殿

































岡谷出張所 松本銀行為替付 カネ一カ 小口吉太
松本十四国立銀行 器械糸 正金銀行入
下諏訪発シ
上諏訪扱 第十四銀行諏訪出張方 器械糸 横浜表正金銀行入
小野光景殿入 横浜弁三茂木惣兵衛殿入
鈴木茂七郎殿為換 カネ中 矢島清次郎殿 若尾幾造殿入上諏訪会社 器械糸 ―
器械糸
岡谷出張所 ― ― ―
上諏訪会社
上諏訪会社 矢島惣右衛門殿 カネ中
中馬発シ 上スワ藤森源左衛門殿 □一 器械糸
上諏訪会社 佐久銀行支店 器械生糸



















































































1886年 月給 日当給 旅費（1里） 滞在費（1日） 1888年月給
小山五左衛門 5 0.12 0.6 －
中村幸兵衛 1 0.13 0.1 0.5 －
塩川文左衛門 1 0.13 0.1 0.5 －
小山善平 1 0.13 0.08 0.4 7
小山恒助 1 0.17 0.08 0.4 10
山田信義 1 0.13 0.07 0.35 8
佐々木道存 5 0.13 － － 6.5
小林道之助 1 0.13 0.07 0.35 7
橋詰夘之助 1 0.12 － 6
清水国太郎 － 0.13 0.07 0.35 不明
成沢助次郎 － 0.11 0.07 0.35 不明
佐藤辰平
（小山辰平） － 0.1 0.07 0.35 7
古城助次郎 － 0.13 －
小林清太郎 － 0.1 0.07 0.35 －
小林亀次郎 － 0.07 － － －
小林彦太郎 － 0.13 0.06 － －
土屋又之助 － 0.1 － － －
掛川清太郎 － － － － 5
羽場内喜重 － － － － 5
池田米次郎 － － － － 7
中村久米太郎 － － － － 5
出所：明治19年1月（1886年）「会社内規則と社員給与明細」　小山家文書
表3－3小諸中牛馬会社の職員名簿及び給与明細　（1886）　単位（円）





2月3日 10 塩川文右衛門 長野集会に付旅費滞在費去月15日仮渡より請取元入
2月3日 4.1 塩川文右衛門 長野集会に付往返並須坂、松代最寄年始廻り並ニ41里旅費渡払
2月3日 6.5 塩川文右衛門長野集会に付13日間の滞在費渡し払
2月3日 2.188 塩川文右衛門明商社招待費ニテ渡し払











4月2日 10 塩川文右衛門 2月10日諏訪行費用時貸分返済請取
5月4日 5 小山恒助 横川迄社用ニテ相越候に付時貸し4日渡す







6月8日 1 成澤助次郎 野澤行に付時貸し
6月11日 1 成沢助次郎去月8日野沢行に付貸の分返済請取る





































































9月6日 0.125 土屋又之助 8月22日立ニテ横川詰トシテ出張に付弁当料ニテ代橋詰夘之助へ渡払







































































南佐久郡野沢町　      並木直次郎
埴科郡松代町　        柳金右助
埴科郡屋代町　       若林忠之助
埴科郡屋代町　     後藤源八
長野市　                 開運合資会社
諏訪郡下諏訪町　      飯田米郎
諏訪郡下諏訪町　    飯田五郎
諏訪郡小井川　        宮坂金左衛門
諏訪郡岡谷　          河西中牛馬合資会社
上伊那郡赤穂村　    後藤金三郎
下伊那郡飯田町　   市瀬泰一





































































































調べ年月 県名 市町名 陸運業者名 担当者名
東京武蔵国 芝区汐止町二ノ一 有限責任東京馬車鉄道会社 牟田口元学
東京武蔵国 本所区菊川二丁目 有限責任東京乗合馬車会社 茂木亀雄
東京武蔵国 日本橋区小伝馬上町二十三 有限責任帝国中牛馬会社 小山五左衛門
1891年8月 神奈川県武蔵国 横浜市本町六ノ八十一 汽車積貨物取扱業並回漕業　朝松組 主任　高瀬理三郎
1891年8月 神奈川県武蔵国 横浜市本町六ノ七十九 汽車積貨物取扱業並回漕業　 ○陸　陸送組松永平次郎
1891年8月 神奈川県武蔵国 横浜市弁天通六ノ百○六 内国通運会社支店 支配人　葛飾栄幸
1891年8月 神奈川県武蔵国 太田町一ノ二 日本運輸会社支店 支配人　竹内周蔵
1889年10月 神奈川県武蔵国 八王子町子安町 内国通運会社出張店 陸運業
1891年8月 埼玉県武蔵国 北足立郡浦和町 内国通運会社荷扱所　 ○小鈴木小兵衛陶器商
1891年10月 埼玉県武蔵国 大里郡熊谷町停車場前 内国通運会社代理店貨物運送業 小林兵右衛門
1891年10月 埼玉県武蔵国 大里郡熊谷町停車場前 日本運輸会社代理店貨物運送業 原安次
1891年10月 埼玉県武蔵国 本庄町停車場前 内国通運会社代理店貨物運送業 森田善兵衛
1891年10月 埼玉県武蔵国 北足立郡鴻巣町 内国通運会社代理店鉄道貨物運送店 カ　金澤勘次郎
1891年8月 千葉県下総国 千葉郡千葉町 内国通運会社出張店 支配人　茂木定静
1891年8月 千葉県下総国 千葉郡千葉町 日本運輸会社派出店
1891年8月 千葉県下総国 香取郡佐原町 日本運輸会社代理店貨物運送業 山叶　加瀬政七
1891年8月 千葉県下総国 印旙郡佐倉町 日本運輸会社代理店貨物運送業 櫻井一郎
1891年8月 千葉県上総国 望陀郡木更津町 内国通運会社代理店貨物運送業 黒坂文助
1890年6月 茨城県常陸国 水戸市 内国通運会社出張店 成田長
1890年6月 茨城県常陸国 水戸市 水戸運送会社　汽車積荷物陸送受負 社長　富田彦市
1890年6月 茨城県常陸国 水戸市 水戸交運社　陸運受負 主任　田村禾幹
1890年6月 茨城県常陸国 水戸市 日本運輸会社分店 停車場前　細谷秀一郎　主任
1890年7月 茨城県（常陸国） 新治郡土浦 日本運輸会社代理店 和泉栄助
1890年6月 茨城県（常陸国） 那珂郡湊町 内国通運会社代理店 岩佐久七
茨城県（常陸国） 辰ノ口町 日本運輸会社出張店 主任
茨城県（常陸国） 辰ノ口町 水門運送会社 社長
1890年7月 茨城県 真壁郡下館町停車場前 下館運送会社　貨物輸送 社長　中野市十郎
1890年7月 茨城県（下総国） 結城町停車場前 日本運輸会社代理店 内海伊之吉
1890年7月 茨城県（下総国） 結城町停車場前 内国通運会社代理店 簗嶋国三郎
1889年11月 群馬県上野国 前橋町 内国津運会社、共同中牛馬会社継立所 本町　井松　松井嘉一郎
1890年3月 群馬県上野国 高崎町本町二丁目 内国通運会社継立所、陸運受負人馬継立所 梶山與三右衛門
1891年5月 群馬県上野国 桐生町停車場前 日本運輸会社代理店早川運送店 扱人　早川達三郎
1891年5月 群馬県上野国 桐生町停車場前 陸運業 山山三　新井文八
群馬県上野国 群馬県上野国 内国通運会社支店 支配人　小泉武八郎
1891年6月 栃木県下野国 宇都宮町停車場前 運送業 坂本茂十郎
1891年6月 栃木県下野国 宇都宮町停車場前 日本運輸会社管理店 支配人　福田伊勢吉　
1891年6月 栃木県下野国 宇都宮町停車場前 内国通運会社出張店 主任　江尻才輔
1891年6月 栃木県下野国 宇都宮町停車場前 丸七運送会社支店 主任
1891年6月 栃木県下野国 栃木町停車場前 内国通運出張店 支配人　秋山孝一郎
1891年6月 栃木県下野国 栃木町停車場前 日本運輸会社出張店 支配人　斉藤調七
1891年7月 栃木県下野国 足利町停車場前 貨物運送業支店 初谷多十郎
1891年7月 栃木県下野国 足利町停車場前 内国通運会社出張店 支配人　小泉武八郎
1891年7月 栃木県下野国 足利町 早川運送店支店 支配人　早川忠吾
1891年7月 栃木県下野国 足利町 正運社　貨物運送 社長　小林藤吉
1891年6月 栃木県下野国 上都賀郡鹿沼町 日本運輸会社代理店貨物運送丸鹿運送会社 委員長　柳田治作
1891年6月 栃木県下野国 佐野町停車場前 日本運輸会社代理店 中島庸次郎
1891年6月 栃木県下野国 日光町今市町 日本運輸会社代理店 大橋覚平
1891年6月 栃木県下野国 日光町停車場前 丸星運送店 取締　高橋喜八
1891年6月 栃木県下野国 上都賀郡日光町 丸七運送店 丸七　山崎恭次
1891年6月 栃木県下野国 上都賀郡日光町 日本運輸会社代理店　貨物運送業 金子倉造
1890年5月 長野県信濃国 長野町大門町 中牛馬会社 社長　中澤與左衛門
1890年6月 長野県信濃国 松本町 内国通運会社代理店 太田宗七郎
1890年6月 長野県信濃国 松本町 信濃中牛馬会社松本分社 会主　□西　小木曾政治郎
1890年6月 長野県信濃国 松本町 信濃中牛馬会社松本支店 丸加　第二支店
1890年6月 長野県信濃国 松本町 日本運輸会社分店 白木屋　春日孫右衛門
1890年4月 長野県信濃国 上田町原町 中牛馬会社 瀧澤助右衛門
1890年4月 長野県信濃国 飯田町池田町 内国通運会社飯田出張店 支配人　相場朋厚
1890年4月 長野県信濃国 飯田町大横町 中牛馬会社 市瀬泰一　
1890年4月 長野県信濃国 飯田町知久町 日本運輸会社飯田代理店 林　忠七
1890年4月 長野県信濃国 北佐久郡小諸町 中牛馬会社 小山五左衛門
1890年4月 長野県信濃国 高遠町 中牛馬運送受負業 黒河内松治朗
1890年4月 長野県信濃国 高遠町 内国通運会社運送受負業 十一星　岡部藤平
1890年4月 長野県信濃国 高遠町 日本運輸会社代理店 北原芳太郎
1890年4月 長野県信濃国 上伊那郡伊那村 内国通運会社運送受負業 伊那郡　所澤紋蔵
1890年4月 長野県信濃国 上伊那郡伊那村 中牛馬運送受負業 伊那郡　所澤貞太郎
1890年4月 長野県信濃国 上伊那郡伊那村 日本運輸会社代理店 熊谷長次郎
1890年4月 長野県信濃国 上伊那郡赤穂村 中牛馬運送受負業 後藤金三郎
1890年4月 長野県信濃国 上伊那郡赤穂村 内国通運運送受負業 大沼嘉蔵　北村平左衛門
1890年4月 長野県信濃国 諏訪郡上諏訪村 信濃中牛馬会社上諏訪分社 丸加　第一支店
1890年4月 長野県信濃国 諏訪郡上諏訪村 内国通運会社上諏訪代理店 小松佐嘉治
1890年4月 長野県信濃国 諏訪郡上諏訪村 日本運輸会社上諏訪分店 川西善左衛門
1890年4月 長野県信濃国 諏訪郡下諏訪村 信濃中牛馬会社下諏訪支店 飯田米重
1890年4月 長野県信濃国 諏訪郡下諏訪村 内国通運会社下諏訪出張所 担当人　岡野辰五郎
1890年4月 長野県信濃国 諏訪郡下諏訪村 内国通運会社荷物継立所 井生糸附属品買継業　○本　岩波虎作
1890年4月 長野県信濃国 諏訪郡下諏訪村 日本運輸会社代理店 小林傳六
1890年4月 長野県信濃国 諏訪郡下諏訪村 日本運輸会社代理店 宮坂正蔵
1890年5月 宮城県陸前国 仙台市大町三丁目 尾崎運送店 貨物運送業
1890年5月 宮城県陸前国 仙台市停車場前 尾崎運送店出張店 鉄道貨物運送業
1890年5月 宮城県陸前国 仙台市停車場前 鉄道貨物運送業 井穀類委托売買　及川仙兵衛
1890年5月 宮城県陸前国 仙台市停車場前 奥羽水陸運輸会社　 第一、七十七銀行荷為替取帳　社長佐々木廉蔵
1890年5月 宮城県陸前国 仙台市停車場前 内国通運会社支店 支配人　矢内信任
1890年5月 宮城県陸前国 仙台市停車場前 日本運輸会社支店 支配人　毛賀澤建臣
1890年5月 宮城県陸前国 宮城郡塩釜町 日本運輸会社代理店 大橋貞吉
1890年5月 宮城県陸前国 牡鹿郡石巻町 奥羽水陸運輸会社支店大川岸 貨物運送各銀行為替荷取扱、日本郵船会社汽船荷扱
1890年5月 宮城県陸前国 塩釜大川岸 内国通運会社出張店 主任高林　幸吉
1890年6月 宮城県陸前国 白石町停車場前 上西運送店 ○上　
1890年6月 宮城県陸前国 白石町 山田忠次郎 ○山
1890年5月 宮城県陸前国 古川町 日本運輸会社代理店 成田三次
1890年5月 宮城県陸前国 登米町 日本運輸会社代理店 蛯名武治
1890年5月 福島県岩代国 信夫郡福島町停車場前 鉄道陸運貨物運搬請負業兼回漕業 □カ渡邊嘉一郎
1890年5月 福島県岩代国 福島町停車場前 内国通運会社支店 支配人　心得　遠藤　鎌吾
1890年5月 福島県岩代国 福島町停車場前 有限責任　誠壱社　貨物運送 社長　沼崎　文右衛門
1890年8月 福島県岩代国 若松町七日町 内国通運会社支店 支配人　田部作治
1891年6月 福島県岩代国 白河町停車場前 日本運輸会社代理店 安田新助
1891年6月 福島県岩代国 白河町停車場前 内国通運会社代理店 常盤條太郎
1891年6月 福島県岩代国 白河町停車場前 貨物運送業 藤田常之助
1891年6月 福島県岩代国 郡山町停車場前 日本運輸会社代理店 芳賀忠三郎
1891年6月 福島県岩代国 郡山町停車場前 内国通運会社出張所 主任　藤岡亀吉
1891年6月 福島県岩代国 郡山町停車場前 共同中牛馬会社出張所 主任
1891年6月 福島県岩代国 郡山町停車場前 開運社支店 支配人
1891年6月 福島県岩瀬国 須賀川町 内国通運会社代理店 竹内庄兵衛
1891年6月 福島県岩瀬国 須賀川町 日本運輸会社代理店 藤井金之助
1891年6月 福島県岩瀬国 須賀川町 塩田運送店 店主　塩田養吉
1890年5月 福島県磐城国 磐前郡平町 日本運輸会社代理店　貨物運送業 西牧篤平
1890年5月 福島県岩代国 安達郡本宮町停車場前 内国通運会社代理店鉄道貨物運送店 □大　鳴原與惣右衛門
明23年4月 福島県岩代国 伊達郡桑折町 貨物運送業 氏家恵吉
1890年5月 福島県盤城国 宇田郡中村町 日本運輸会社代理店 鈴木重矩
1891年7月 岩手県陸中国 盛岡市肴町 内国通運会社出張店 支配人　斉藤定興
1891年7月 岩手県陸中国 盛岡市本町 日本運輸会社管理店 主任　宮田嘉助
1891年7月 岩手県陸中国 盛岡市紺屋町 北上回漕会社 社長　大田小二郎
1889年11月 岩手県陸中国 一ノ関町停車場前 日本運輸会社代理店 山田栄治
1889年9月 岩手県陸中国 水澤町 日本運輸会社代理店 郷右近靖四郎
1889年9月 岩手県陸中国 東和賀郡黒澤尻町 日本運輸会社代理店 六本木佐兵衛
1889年9月 岩手県陸中国 胆澤郡前沢町 日本運輸会社代理店 遠藤浦治
1889年9月 岩手県稗貫郡 花巻町 日本運輸会社代理店 阿部忠五郎
1891年4月 青森県陸奥国 青森町 内国通運会社出張店 主任　石郷岡善蔵
1891年2月 青森県陸奥国 寺町 日本運輸会社管理店 主任　工藤卓爾
1891年4月 青森県陸奥国 弘前市野邊地 日本運輸会社代理店 安田正三
1889年10月 山形県羽前国 山形市七日町 内国通運会社支店 支配人　斯波鹿之助
1889年10月 山形県羽前国 山形市八日町 日本運輸会社管理店 主任　鈴木萬次郎、川合栄助
1889年10月 山形県羽前国 山形市横町 奥羽水陸運輸会社 支配人　遊佐文太郎
1891年4月 山形県羽前国 米沢市川井小路 日本運輸会社代理店 遠藤善助
1891年4月 山形県羽前国 米沢市立町 米澤陸運会社 社長　瀬下秀俊
1891年4月 山形県羽前国 米沢市立町 内国通運会社支店 支配人　渡邊吉太郎
1891年6月 山形県羽後国 酒田町馬場町 日本運輸会社代理店 菊地忠吉
1891年6月 山形県羽後国 飽海郡酒田町秋田町 内国通運会社取次所 久松寿作
1891年4月 山形県羽前国 北村山郡大石田村 内国通運会社、日本運輸会社代理店 山加　西塚與一郎　旅人宿
1891年6月 山形県羽後国 長井町楯岡 内国通運会社代理店 カネカ　村川九兵衛
1891年6月 山形県羽後国 長井町楯岡 日本運輸会社代理店 原田平治朗
1891年4月 秋田県羽後国 加茂町大町三丁目 内国通運会社出張店 支配人　柴村藤次郎
1891年4月 秋田県羽後国 加茂町上中島本町 日本運輸会社管理店 主任　寺澤成一
1890年2月 秋田県羽後国 由利郡本荘町 内国通運会社代理店 三幡惣治
1891年12月 秋田県羽後国 能代港町中町 内国通運会社代理店 三幡惣治
1890年3月 京都山城国 鳥丸通七条南入ル 内国通運会社支店 支配人　国井忠雄
1890年3月 京都山城国 四條通鳥丸西入 内国通運会社出張所 担当人　安田権治
1890年3月 京都山城国 四條通冨小路角 運送業丸阪会社 名代人　寺西元次郎
1890年3月 京都山城国 柳馬場通三條上ル 日本郵船会社荷扱　回漕業 △二　平井小市　大阪支店
1890年3月 京都山城国 西木屋町通松原下ル 運送業 □吉　清水屋　清水吉右衛門
1890年3月 京都山城国 西木屋町通松原上ル 運送業 山キ　柊屋　植村儀右衛門
1891年1月 京都山城国 紀伊郡伏見町村上町 貨物運送業 山山田　岡田長兵衛
1891年1月 京都山城国 紀伊郡伏見町三栖半町 貨物運送業 □サ　薩吉兵衛
1891年1月 京都山城国 紀伊郡伏見町北渡 日本郵船会社積荷取扱所 ○肥　岩村清兵衛
1891年1月 京都山城国 紀伊郡伏見町山崎町 貨物運送業 □力　雑喉喜右衛門
1890年12月 京都丹後国 天田郡福知山町呉服町 内国通運会社取次所貨物運送業 主任　三宅栄助
1890年12月 京都丹後国 天田郡福知山町呉服町 日本運輸会社代理店 主任　池部喜兵衛
1890年12月 京都丹波国 南桑田郡亀岡町旅籠町 内国通運会社分社　貨物運送業 主任　田中源三郎
1890年12月 京都丹波国 南桑田郡亀岡町北町 陸運会社 陸荷運送業
1891年4月 大阪府摂津国 大阪市東区本町一丁目 丸京会社 貨物運送
1891年4月 大阪府摂津国 大阪市備後町一丁目 北輸組　貨物運送 組長　吉田平三郎
1891年4月 大阪府摂津国 大阪市南区左衛門町 大阪運輸会社 頭取　岡本喜三郎
1891年4月 大阪府摂津国 大阪市西成郡曽根崎村 日本郵船会社支店　貨物乗客運輸 支配人　小川□吉
1891年1月 北海道渡嶋国 函館区 日本運輸会社管理店 主任　富岡海蔵
表4－4　日本全国陸運業調（1889～1892年）
調べ年月 県名 市町名 陸運業者名 担当者名
1891年4月 大阪府摂津国 大阪市西成郡曽根崎村 内国通運会社支店　貨物運送貨幣早達取扱 支配人　勝木相定
1891年4月 大阪府摂津国 大阪市東区南本町一丁目 内国通運会社出張所　 担当人　渡邊永助
1891年4月 大阪府摂津国 大阪市東区船越町二丁目 内国通運会社出張所 担当人心得　功刀貫一郎
1891年4月 大阪府摂津国 大阪市南区大黒橋北詰 内国通運会社出張所 担当人　窪田源輔
1891年4月 大阪府摂津国 大阪市西区富島町 内国通運会社出張所 担当人　植松久隆
1891年4月 大阪府摂津国 大阪市東区本町二丁目 日本運輸会社大阪支店 副支配人　柳本與平
1891年4月 大阪府摂津国 大阪市北区富島町 徳山共栄社出張所　貨物輸送 専務取締役　宮崎新作
1891年4月 大阪府摂津国 大阪市北区富島町 宇和嶋運輸会社支店 支店主任　批把田京吉
1891年4月 兵庫県摂津国 神戸市栄町三丁目 内国通運会社出張店 支配人　山中藤兵衛
1890年8月 兵庫県播磨国 中二階町 内国通運会社出張店　貨物輸送 石田源三郎
1890年8月 兵庫県播磨国 明石町紺屋町 内国通運会社取次所　貨物運送請負人馬継立業 久保厚平
1890年8月 兵庫県播磨国 瀧野町 内国通運会社山陽運輸会社　汽車積荷物取扱所
1890年8月 兵庫県播磨国 瀧野町 内国通運会社取次所　運送業 塚原菊太郎
1891年1月 兵庫県但馬国 出石町 内国通運会社姫路間汽車汽船貨物取扱所 山キ楠　元治郎
1890年6月 長崎県肥前国 長崎市 内国通運会社出張所　貨物運送貨幣早達 主任　梶川熊次郎
1890年11月 三重県伊勢国 津市東町 内国通運会社出張店 支配人野口吉三郎
1890年11月 三重県伊勢国 津市地頭領町 日本運輸会社管理店 富山為之助
1890年11月 三重県伊勢国 三重郡四日市浜町 内国通運会社出張店 黒川とう
1890年11月 三重県伊勢国 三重郡四日市 日本運輸会社代理店 山中傳四郎
1890年11月 三重県伊勢国 三重郡四日市中納屋町 便宜会社　貨物運送業○廻
1890年11月 三重県伊勢国 桑名郡桑名町本町 内国通運会社代理店 中野徹
1890年11月 三重県伊勢国 桑名郡桑名町船馬町 貨物運送業 三　堀田久七
1890年11月 三重県伊勢国 度会郡宇治山田町八日市場町 内国通運会社代理店 西川武右衛門
1890年11月 三重県伊勢国 度会郡宇治山田町河崎町 海陸運送業 山一河邊徳次郎
1890年11月 三重県伊勢国 飯高郡松阪町 内国通運会社代理店 水谷久右衛門
1890年11月 三重県伊勢国 飯高郡松阪町 日本運輸会社代理店 岩井弥助
1891年4月 三重県伊勢国 阿拝郡上野町 内国通運会社出張店 貝憎與四郎
1891年4月 三重県伊勢国 阿拝郡上野町 日本運輸会社代理店 福森寅吉
1891年4月 愛知県尾張国 名古屋市東柳町ステーション前 陸運貨物請負業　汽車積貨物取扱所 ○宗金子鐘太郎
1891年4月 愛知県尾張国 四日市大船町 便宜会社　回漕業
1891年4月 愛知県尾張国 停車場前 陸運荷物請負業　運搬社 ○ハン　渡邊久三郎
1891年4月 愛知県尾張国 傳馬町 陸運荷物請負業　運搬社 三川屋○西茂助
1891年5月 愛知県尾張国 渥美郡豊橋町 海陸貨物運送業 ○五大橋清一
1891年5月 愛知県尾張国 渥美郡豊橋町 海陸貨物運送業兼諸物品委託販売銀行為替取組 □小高橋小十郎
1891年5月 愛知県尾張国 渥美郡豊橋町停車場前 鉄道積荷物取扱所 □小高橋小十郎出張店
1891年5月 愛知県尾張国 渥美郡豊橋町停車場前 鉄道積荷物運送業 ○五大橋清一出張店
1891年5月 愛知県尾張国 渥美郡豊橋町 角星運愉会社　貨物運送 社長　瀧崎安之助
1891年5月 静岡県駿河国 静岡市紺屋町 鉄道積荷物取扱所 上坂幸助
1891年5月 静岡県駿河国 静岡市江川町 水陸運送荷物取扱所兼煙草仲買煙草運送請負 扇形十安田清次郎
1891年5月 静岡県駿河国 静岡市静岡停車場前 日本駅傳会社　貨物運送 社長　太田九右衛門
1891年5月 静岡県駿河国 静岡市紺屋町 内国通運会社出張店　貨物輸送 右田弾蔵
1891年5月 静岡県遠江国 敷知郡浜松町 掘留会社　貨物運搬 井上栄太郎
1891年5月 静岡県遠江国 敷知郡浜松町八幡地停車場前 内国通運会社代理店兼新聞雑誌販売 山●　林弥十郎
1891年5月 静岡県遠江国 敷知郡浜松町八幡地停車場前 鉄道積荷物扱所 ○イ　村松伊三郎
1891年5月 静岡県遠江国 敷知郡浜松町八幡地停車場前 鉄道積荷物扱所 ○濱　高木磯右衛門
1891年5月 静岡県遠江国 敷知郡浜松町八幡地停車場前 鉄道積荷物扱所 ○大　稲川傳三郎
1891年5月 静岡県駿河国 駿東郡沼津町片塩町 汽車積諸物貨運送業運送会社 社長　湯山半七郎
1891年5月 静岡県駿河国 駿東郡沼津町片塩町 汽車積諸物貨運送業陸送会社 佐藤宗五郎
1891年5月 静岡県駿河国 駿東郡沼津町魚町 海陸貨物運送業 森市五郎
1891年5月 静岡県駿河国 志太郡藤枝町本町 内国通運会社代理店 岡村又助
1891年5月 静岡県駿河国 志太郡藤枝町志太郡青島村大字 前島運送会社　貨物運送 社長　岡崎平四郎
1891年5月 静岡県駿河国 志太郡島田町日ノ出停車場前 共立運輸会社 社長鈴木久一郎
1891年5月 静岡県駿河国 志太郡島田町停車場前 内国通運会社代理店 飯田大八
1891年5月 静岡県遠江国 佐野郡掛川町紺屋町 貨物運送業 山崎百四郎出店
1891年5月 静岡県遠江国 佐野郡掛川町紺屋町 貨物運送業 飯田治三郎出店
1891年5月 静岡県遠江国 佐野郡掛川町塩町 日本運輸会社代理店 ◇三畔柳源四郎
1891年5月 静岡県遠江国 佐野郡掛川町西郷停車場前 掛川運送会社　貨物運送取扱 社長　中山太吉
1891年6月 静岡県遠江国 豊田郡中和泉町停車場前 中泉運送会社　運送貨物取扱 社長　青山源一
1890年10月 山梨県甲斐国 甲府市八日町 内国通運会社支店 支配人　米井仁市郎
1890年10月 山梨県甲斐国 甲府市魚町 甲駿武組○甲　運送業 支配人　大村冨甫
1890年10月 山梨県甲斐国 甲府市八魚町 甲運組○甲　運送業 社長代理　櫻川清造
1890年10月 山梨県甲斐国 甲府市相生町 中馬原会社 社長代理　坂本宗兵衛
1891年4月 滋賀県近江国 滋賀郡大津町湊町 内国通運会社出張店　運送業 田中弥平
1891年4月 滋賀県近江国 滋賀郡大津町湊町 長浜共同運輸会社支店　運送業
1891年4月 滋賀県近江国 滋賀郡大津町 運送業兼旅人宿 桑原與惣八
1891年4月 滋賀県近江国 滋賀郡大津町湊町 運送業兼旅人宿 今井庄七
1891年4月 滋賀県近江国 滋賀郡大津町湊町 運送業 山山カ　岩本半兵衛
1891年5月 滋賀県近江国 坂田郡長浜町南船町 貨物運送業 山川吉田長作
1891年5月 滋賀県近江国 坂田郡長浜町停車場前 共同運搬会社　貨物運搬 社長　川瀬兵内
1891年2月 岐阜県美濃国 岐阜市 内国通運会社出張店 支配人　栗田仙助
1891年2月 岐阜県美濃国 岐阜市 日本運輸会社管理店 主任　箕田宗吉
1891年2月 岐阜県美濃国 岐阜市停車場前 中牛馬会社　支店
1891年2月 岐阜県美濃国 岐阜市停車場前 岐阜運送会社○岐
1891年2月 岐阜県美濃国 岐阜市元濱町 運送業　丸八組 社長　藤田半兵衛
1891年2月 岐阜県美濃国 岐阜市釜石町 運送業　○と 梅田徳兵衛
1891年2月 岐阜県美濃国 岐阜市湊町 運送業 松井直吉
1890年11月 岐阜県美濃国 安八郡大垣町東船町 内国通運会社代理店兼斗量衡売捌　運送業 美濃屋　○谷　谷九太夫
1890年11月 岐阜県美濃国 安八郡大垣町竹島町 内国通運会社代理店 美濃屋○垣　細野伝右衛門
1890年11月 岐阜県美濃国 安八郡大垣町停車場前 日本運輸会社代理店 一○　金森金四郎
1890年11月 岐阜県美濃国 安八郡大垣町高屋町 東海組代理店　運送業 △大　濱屋高橋喜兵衛
1890年11月 岐阜県美濃国 安八郡大垣町高屋町 日本駅伝会社代理店 山二　佐久間仁左衛文
1891年11月 岐阜県飛騨国 大野郡高山町 内国通運会社出張店 支配人　石田源三郎
1891年11月 岐阜県飛騨国 大野郡高山町 日本運輸会社代理店 日下部市次
1891年2月 岐阜県美濃国 羽栗郡笠松町 貨物運送業 小川弥平次
1890年6月 岐阜県美濃国 武儀郡上有知町 内国通運会社荷積問屋 遠藤與七郎
1890年6月 岐阜県美濃国 武儀郡関町 貨物運送業兼生糸商 山木　河合藤七
1890年6月 岐阜県美濃国 武儀郡関町 日本運輸会社代理店 深川茂七
1890年10月 福井県越前国 横手町佐桂枝中町 日本運輸会社管理店 主任　田川乙作
1890年10月 福井県越前国 福井市 内国通運会社支店 支配人　中島喜平
1890年10月 福井県越前国 敦賀郡敦賀町神薬町 貨物運送問屋 田中組主任　○十　田中喜一
1890年10月 福井県越前国 敦賀郡敦賀町停車場前 海陸貨物運送業 ×●　坂本賢一郎
1890年10月 福井県越前国 敦賀郡敦賀町蓬莱町 日本郵船会社荷客取扱所、東京海上保険会社代理店 室五郎右衛門
1890年10月 福井県越前国 敦賀郡敦賀町泉町 内国通運会社出張店 支配人　安田孫平
1890年10月 福井県越前国 敦賀郡敦賀町金ヶ崎停車場前 長濱共同運搬会社支店 店扱人　田中雕三郎
1890年10月 福井県越前国 武生町楢町 日本運輸会社武生代理店 主任　浅井政男
1890年10月 福井県越前国 敦賀郡敦賀町蓬莱町 内国通運会社武生代理店 主任　大美平次郎
1890年10月 福井県越前国 遠敷郡小浜町今新町 日本運輸会社代理店京都江越倉庫会社荷扱所 岩岡長十郎
1890年10月 福井県越前国 大野郡大野町京町 内国通運会社出張店 主任　鈴木弥太郎
1889年1月 新潟県越後国 高田町 開運組　貨物運送 熊木定吉
1889年1月 新潟県越後国 高田町 高運社　貨物運送 社長　中村太吉
1890年1月 新潟県越後国 柏崎町 内国通運会社代理店　海陸諸貨物運搬業汽船取扱所 相沢敏太郎
1889年12月 新潟県越後国 中頸城郡直江津町 中牛馬会社 海陸運送業
1889年12月 新潟県越後国 中頸城郡直江津町 直江津運輸会社 海陸運搬海陸荷為替業
1889年12月 新潟県越後国 中頸城郡直江津町 信益組 ○十海陸運送業
1889年12月 新潟県越後国 中頸城郡直江津町 信盛組　△▽ 海陸運搬海陸荷為替業
1890年3月 新潟県越後国 北蒲原郡新発田町 内国通運会社聯合店　日本郵船会社貨物取次所 加藤粂吉
1890年4月 新潟県越後国 北蒲原郡水原町 内国通運会社荷物取扱所並人馬継立所 妹尾利春
1890年8月 石川県加賀国 江沼郡大聖寺町本町 内国通運会社代理店 主任　伊東孝一郎
1890年8月 石川県加賀国 江沼郡大聖寺町永町 日本運輸会社代理店 主任　古川七蔵
1890年9月 石川県能登国 鹿島郡七尾町 内国通運会社出張店 主任　戸田孝次郎
1890年9月 石川県能登国 鹿島郡府中町 日本運輸会社代理店 主任　金森弥次郎
1890年8月 石川県加賀国 能美郡小松町東町 内国通運会社出張店 主任　鈴木弥太郎
1890年8月 石川県能登国 石川郡上金石町 内国通運会社継立所　海陸回漕問屋 山十真鍋七太郎
1890年9月 富山県越中国 富山市中町 内国通運会社代理店 ○通主任　蓑輪長養
1890年9月 富山県越中国 富山市中野新町 日本運輸会社代理店 山ト　主任　千田安平
1890年9月 富山県越中国 富山市西町 中牛馬会社代理店富山運送店　海陸貨物運送店 主任　河邊源次
1890年9月 富山県越中国 富山市伏木港町 中牛馬会社代理店 伏木出張所
1890年9月 富山県越中国 富山市滑川大町 中牛馬会社代理店 滑川出張所
1890年9月 富山県越中国 富山市魚津荒町 中牛馬会社代理店 魚津出張所
1890年9月 富山県越中国 富山市袋町 運輸会社 ○ウ　
1890年9月 富山県越中国 富山市大田口町 日本郵船会社荷物取扱所 ○富　河上治平
1890年7月 富山県越中国 高岡市通町 内国通運会社出張店 主任　鵜殿良五郎
1890年7月 富山県越中国 高岡市源平板屋町 日本運輸会社代理店 主任　永澤宗七郎
1890年7月 富山県越中国 高岡市中島町 貨物運送店兼清酒醸造 □大　能森三良平
1891年1月 鳥取県因幡国 鳥取市二階町 内国通運会社鳥取代理店 木村繁造
1891年1月 鳥取県伯耆国 久米郡倉吉町魚町 内国通運会社取扱所 ○市　高塚弥太郎
1890年10月 岡山県備前国 岡山市 陸運受負為替回漕共汽船和船取扱所 明辰舎　山小佐野清三郎
1890年10月 岡山県備前国 岡山市 汽車汽船海陸回漕問屋共荷為替取組所 ○西　西村孫六郎
1890年10月 岡山県備前国 岡山市 汽車汽船海陸送問屋 河田国蔵
1890年11月 岡山県備中国 小田郡笠岡町 内国通運会社取次所大阪商船会社代理店 藤井孫治郎
1890年8月 広島県備後国 御調郡尾道町 日本運輸会社代理店日本輸船会社荷物取扱所 ○正　向栄社　小西助七
1890年8月 広島県備後国 深津郡福山町 内国通運会社福山聯合店 箕田虎吉
1890年8月 広島県備後国 深津郡福山町 日本運輸会社福山代理店 村上森治郎
1890年11月 山口県長門国 赤間関市四ノ端町 内国通運会社出張店 担当人　廣瀬宗太郎
1891年4月 和歌山県 本町一丁目 内国通運会社代理店 渥美盛吉
1889年11月 徳島兼阿波国 徳島市船場町五丁目 内国通運会社代理店　水陸貨物運送業 三浦　久吉
1890年2月 香川県讃岐国 丸亀町常磐橋 内国通運会社代理店 安藤克太郎
1890年3月 香川県讃岐国 那珂郡丸亀町四横町 内国通運会社聯合店 亀井長太郎
1890年3月 愛媛県伊豫国 松山市宇和島町 内国通運会社出張店　貨物運送貨幣早達 支配人　福田新十郎
1891年3月 高知県土佐国 高知市木町通 内国通運会社出張店 小田只太郎
1891年3月 高知県土佐国 高知市木町筋 日本運輸会社管理店 主任　井上善六
1891年2月 福岡県筑前国 博多中島町 内国通運会社出張店 支配人　山崎又七
1891年2月 福岡県筑前国 博多上辻堂町 日本運輸会社管理店 主任　山崎清五郎
1891年2月 福岡県筑前国 博多馬場新町 有限責任九州会社 社長　梅崎源吉
1890年5月 福岡県筑後国 久留米市 久留米運輸会社　汽車積貨物運輸 社長　星野武平
1890年5月 大分県豊後国 大分郡大分町 内国通運会社出張店　貨物運送貨幣早達 支配人　心得　富士岡金二郎
1890年5月 熊本県肥後国 熊本市 内国通運会社支店 支配人　心得　羽田永言
1890年5月 宮崎県日向国 宮崎郡宮崎町 内国通運会社出張店 西村源輔
1890年7月 鹿児島県薩摩国 鹿児島市山下町 内国通運会社出張店 支配人岩田宇一
1889年11月 北海道石狩国 札幌区 内国通運会社出張店 主任　有田信
1889年11月 北海道石狩国 札幌区 日本運輸会社管理店 主任　新田由平
1891年1月 北海道渡嶋国 函館区 内国通運会社支店 支配人　本澤太郎








～高崎 小諸～岩村田 小諸～中込 小諸～野沢 小諸～臼田
生糸 637 30 1 668
呉服太物類 59 3.5 6 21 89.5 10 4 14
繭 280 280
蚕種 130 130
出売繭 217 7 224
生麻苧 131 131
麻荷 257 257 20 20
博覧会出品 20 20
畳糸 387 387 24 24
細美布 55 55
米 241 5 144 93 483 1 1
大豆 98 10 3 111 12 28 80 4 124
小豆 174 105 42 5 326 4 3 1 8
水油 36 109 33 178 12 14 6 2 34
杏干 223 3 226
石油 60 8 2 70 1 6 7
紙類 293 5.5 14 2 314.5 16 2 15 2 35
刻煙荷 2267 5 7 1.5 2281
肴類 24 13 18 16 71 66 7 97 7 177
合薬 150 150
薬種 89 29 1 1 120 4 2 6
下駄 71 1 71 7 7
菅笠 226 226 58 58
飯田産物、
元結 2.5 3 629 634.5
太神宮御玉串 4 4
雑荷 524 86 87 66 763 96 39 113 33 281










荷物 高崎～上田 松井田～上田 高崎～芦田 松井田～芦田 臼田～上田 合計
呉服太物類 2,841 132 2,937
藍玉 657 657
砂糖類 2,379 5 2,384
魚類 814 161 7 982


























番号 年代 表題 成立 形態 発信者 受信者
1914 明治5年8月 配送状改帳　第一号 原 竪 三番組小諸中牛馬会社
1919 明治7年2月より 三越荷物請払帳 原 竪 三番組小諸中牛馬会社
817 明治7年10月 西荷逓送帳 原 竪 三番組小諸中牛馬会社
3359 明治7年10月 荷物判取 原 竪 三番組小諸中牛馬会社
816 明治8年4月 東荷受払帳 原 竪 三番組小諸中牛馬会社
1916 明治9年7月 彰真社荷物逓送帳 原 竪 小諸中牛馬会社
802 明治11年5月下旬 川上荷請払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
815 明治11年11月中旬 長野大連社荷請払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
803 明治12年1月中旬 長野大連社荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
804 明治12月4月下旬 長野大連社荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
805 明治12年8月中旬 川上荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
822 明治12年11月中旬 長野大連社荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
819 明治13年1月中旬 長野大連社荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
828 明治13年3月中旬 長野大連社荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
821 明治13年5月上旬 長野大連社荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
826 明治13年6月下旬 長野大連社荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
806 明治13年8月下旬 長野大連社荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
827 明治13年9月 山久荷物受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
807 明治13年10月下旬 長野大連社荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
818 明治13年12月上旬 長野大連社荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
1908 明治14年 養蚕荷原発帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
829 明治14年2月上旬 長野大連社荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
823 明治14年3月初旬 刻莨請払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
809 明治14年4月上旬 長野大連社荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
810 明治14年5月中旬 長野大連社荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
830 明治14年7月上旬 長野大連社荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
824 明治14年9月上旬 長野大連社荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
811 明治14年11月中旬より15年1月まで 長野大連社荷物受払帳 原 竪 小諸街中牛馬会社
1910 明治15年 第十九国立銀行為替荷物受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
1921 明治15年 為替荷物受払帳 原 竪 布施銀行小諸出張所　小諸町中牛馬会社
831 明治15年11月下旬 三角久荷物受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
813 明治15年12月下旬から16年1月まで 西行荷物受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
1920 明治15年12月下旬 田リ藍玉配達帳 原 竪 大阪田中屋利兵衛小諸中牛馬会社
1909 明治16年 諏訪伊那為替付荷物受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
847 明治16年1月8日より 山六藍玉請払帳 原 竪 手塚六三郎中牛馬会社
857 明治16年3月下旬 西行小附受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
1917 明治16年4月 電信御用物輸入帳　第二号 原 竪 小諸町中牛馬会社
846 明治16年4月中旬 東行荷物受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
845 明治16年8月上旬 東行荷物受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
862 明治16年9月上旬 養蚕荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
841 明治16年9月下旬 金銭出入帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
842 明治16年10月中旬 金銭出入帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
858 明治16年11月中旬 明商社荷物受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
863 明治16年12月上旬 麻畳系受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
848 明治16年12月 金銭出入帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
849 明治16年12月23日 金銭出入帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
1997 明治17年2月上旬 買物帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
1913 明治17年5月下旬より 煙草荷物受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
1907 明治17年7月 阪東講荷物受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
1925 明治17年9月 合薬荷請払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
872 明治18年1月中旬 西行荷物受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
840 明治18年3月中旬 東行荷物受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
874 明治18年4月中旬 明商社荷受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
844 明治18年5月上旬 西行荷物受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
843 明治18年5月上旬 東行荷物受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
875 明治18年6月下旬 西行荷物受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
1924 明治18年8月 西行小附配達帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
1922 明治18年9月 電信御用物配達帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
1912 明治18年10月11日よ 養蚕荷物受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
873 明治18年11月下旬より12月下旬に至り 明商社荷物受払帳 原 竪 小諸町中牛馬会社
3015 明治18年以降 為替荷物取調 原 竪
1915 明治19年1月 紙荷物受払帳 原 竪 小諸中牛馬会社
896 明治19年3月上旬 て藍玉受払帳 原 竪 久次兵三郎　小諸中牛馬会社
871 明治19年9月 西行小附受払帳 原 竪 信濃中牛馬会社小諸分社
1818 明治19年～22年 諸帳簿集計帳 原 竪
1948 明治20年 明治二十年度小井川発荷物調 原 竪
942 明治21年1月 三角三角荷物請払帳 原 竪 帝国中牛馬会社横川分社
1937 明治21年 請負荷物取調帳 原 竪
3017 明治21年 矢島社為替荷物取調書 原 竪
1900 明治22年 明治22年度第十九国立銀行、第四十国立銀行為替荷物諏訪伊那取扱精算書 原 竪
1901 明治22年 22年請負荷物精算書 原 竪
1899 明治23年 23年度第十九国立銀行、第四十国立銀行為替荷物諏訪伊那取扱精算書 原 竪
1933 明治23年 二十三年度請負荷物精算書 原 竪
1931 明治23年 諏訪伊那取扱精算書　二十三年度第十九国立銀行第四十国立銀行 原 竪
1934 明治23年 二十三年分下諏訪原発荷物計算書 原 竪
1903 明治24年 24年度第十九国立銀行、第四十国立銀行為替荷物諏訪伊那取扱精算書 原 竪
1897 明治25年 25年第十九国立銀行、第四十国立銀行為替荷物諏訪伊那取扱精算書 原 竪
1906 明治25年 生糸継立帳 原 竪
1959 明治25年 明治25年為替荷物取調書 原 竪 信濃中牛馬会社赤穂支店 小諸中牛馬会社小山恒助
1945 明治25年1月6日 第四十国立銀行保険料取調書 原 竪 中牛馬小井川支店 中牛馬小諸分社
1955 明治25年12月1日 明治25年為替荷物運賃、保険料調 原 竪 飯田中牛馬会社請負係　市瀬○七 小諸中牛馬会社出張員小山恒助
1942 明治25年 十九銀行等為替荷物書上帳 原 竪 各銀行の記録があります
1953 明治26年 明治26年荷物運賃、保険料引合書 原 竪
884 明治26年 諏訪、伊奈保険請負荷物精算帳 原 竪
1938 明治27年 二十七諏訪伊那保険料並びに運賃精算帳 原 竪
1898 明治27年 27年各銀行為替荷物取調帳 原 竪
1896 明治27年 27年1月より各社貸借帳 原 竪 小諸帝中諏訪伊那出張所
1956 明治28年 明治28年度為替荷物調 原 竪 飯田代理店 帝国中牛馬合資会社
1957 明治28年 明治28年度為替荷物調 原 竪 赤穂帝中代理店
1895 明治28年 28年度各原発之帳 原 竪
1904 明治28年 各銀行為替荷物之帳 原 竪
1961 明治28年か 各社製糸荷物取調書 原 竪 帝国中牛馬合資会社 下諏訪小山恒助
1958 明治29年 明治29年為替荷物取調書 原 竪 小井川帝中 小諸帝中
1962 明治29年か 各銀行為替荷物取調書 原 竪 小山 小井川代理店
1960 明治29年か 各社製糸荷物取調書 原 竪 小諸町帝国中牛馬合資会社 下諏訪小山恒助
表5－4　明治5～29年小山五左衛門家帳簿文書目録（1872～1896）
出所：筆者によって作成した「小山五左衛門家文書目録」により作成
駄数（駄） 利益金(円) 駄数（駄） 利益金(円) 駄数（駄）利益金(円) 駄数（駄） 利益金(円) 駄数（駄） 利益金(円) 駄数（駄） 利益金(円) 駄数（駄） 利益金(円) 駄数（駄） 利益金(円)
東行 小諸以東 諸雑荷 2,352     1,334   2,412    217      1,627     220     1,817     154     3,371     230        2,215     157         2,365    203     3,704     249      
原発 小諸発 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 1,266     102         1,154    9          1,126     75        
留荷 小諸着 ― 19          2          30         3           14          2         22          2          44          4            104        6             66         5          ― ―
長野 長野町 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 467        17           235       18       54          2          
合薬 富山地方 ― 113       12        105       11        45          5         38          4          28          2            ― ― ― ― ― ―
莨 松本地方 ― 1,573     83        941       58        530       27       407       17        284        106        106        6             131       10       300       16        
養蚕 長野、上田地方 生糸、繭類 2,754     184      3,484    229      3,652     269     3,864     248     3,175     189        2,616     137         2,407    127     2,839     138      
麻、畳糸 長野地方 ― 1,422     90        1,055    74        1,151     61       910       44        508        26          1,037     47           1,183    82       1,677     82        
紙類 上田地方 ― 418       22        309       18        326       21       377       23        275        15          231        18           240       14       284       18        
飯田産物 飯田地方 ― 497       40        395       40        231       19       247       19        404        24          573        38           466       26       478       27        
穀 ― 161       6          54         2           11          6         2,191     57        517        13          53          2             ― ― ― ―
米 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 679        57          7            1             ― ― ― ―
下駄 ― 6            1          8           1           10          1         4            0          ― ― ― ― ― ― ― ―
笠類 富山地方 ― 290       22        195       17        178       15       163       13        152        8             270       19       153       9          
阪東講 長野町 麻、畳糸、細美荷物 ― ― ― ― ― ― 285       20        464        21          ― ― ― ― ― ―
権現講 長野町 麻、畳糸、細美荷物 ― ― ― ― ― ― 118       8          277        13          ― ― ― ― ― ―
一吉 飯田町萬屋 元結水引商兼問屋、紙商 60          4          79         6           73          5         61          4          ― ― ― ― ― ― ― ―
須坂 須坂町 生糸類 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 551        35           769       34       ― ―
東行社、俊明社 須坂町 生糸類 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 664       26        
小諸○万 小諸 生糸類 65          18        49         15        ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
29         40        146       15       1,205     20        3880個 53          ― ― ― ― ― ―
9,730     1,335   9,144    730      7,995     664     11,709  633     10,024   754        9,378     574         9,286    546     11,279  643      
西行 小諸以西 12,250  852      10,681  888      7,733     699     8,831     806     7,162     511        11,819   675         14,782  865     11,199  698      
原発 小諸発 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 3,058     49           1,607    50       764       47        
留荷 小諸着 575       49        580       73        658       69       762       62        456        34          394        21           288       19       105       5          
長野 長野町 ― ― 4,712    397      2,296     210     2,727     221     1,632     119        4,757     255         5,178    311     5,185     297      
長野大連社 長野町 諸荷物 5,053     331      ― ― 583       51       ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
藍玉類 132       9          ― ― ― ― ― ― 153        9            103        8             ― ― ― ―
砂糖類 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 7,942     244         8,960    294     7,581     238      
山大 飯田町白木屋 砂糖、塩、荒物 366       38        245       31        69          8         ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
井吉 長野西後町 金物商 428       41        123       12       133       9          ― ― ― ― ― ― ― ―
地藍 ― ― ― ― 98          8         272       18        ― ― ― ― 106       8          249       14        
山凸 上田町油屋 種油石油商 132       8          209       19        119       10       118       6          58          2            ― ― ― ― ― ―
一山● 上田町蔦屋 漆器類 ― ― ― ― ― ― 410       16        399        11          ― ― ― ― ― ―
△久 長野東町小妻屋 砂糖紙類荒物商 765       38        1,184    73        1,368     73       1,324     50        1,100     33          136        4             ― ― ― ―
山正一 東京、高崎 砂糖問屋 1,499     87        1,483    89        1,345     69       2,038     87        1,797     58          ― ― ― ― ― ―
久△ 長野町 砂糖類 175       8          4           1           341       16       461       16        421        12          ― ― ― ― ― ―
山久 上田町鼠屋 砂糖商兼菓子商 648       30        587       35        248       15       460       19        784        23          ― ― ― ― ― ―
カネモ 長野大門町高田屋砂糖類 80          4          36         2           ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
×吉 長野町 砂糖類 ― ― 66         6           577       25       514       21        638        21          ― ― ― ― ― ―
明商社 長野町 諸荷物、砂糖類 ― ― ― ― 1,076     129     1,832     149     1,191     92          ― ― 983       54       885       45        
山六 東京京橋区 藍 168       12        165       15        201       16       142       11        185        14          132        11           171       13       298       21        
乙 東京 藍 74          5          74         6           82          7         86          7          157        12          244        19           214       34       310       18        
才 東京 藍 135       10        123       10        68          8         84          7          123        9            150        12           208       14       353       19        
カネ利 東京 藍 240       18        300       23        213       19       204       16        210        16          231        16           287       20       302       18        
リ田 大阪田中屋 藍 262       20        181       16        87          7         92          7          48          4            17          1             
○久 長野東町小妻屋 砂糖類 237       20        152       12       240       19        186        14          188        14           390       22       739       37        
川上 材木 587       31        512       32        470       28       451       23        560        23          ― ― ― ― ― ―
山吉 上田町 魚乾物商 240       11        199       21        58          9         69          4          ― ― ― ― ― ―
○泉 上田町和泉屋 紙商兼帳簿商 357       23        541       28       440       19        475        14          ― ― ― ― ― ―
カネコ 上田町 砂糖類 69          7          217       23        154       18       194       13        112        7            147        8             275       16       154       10        
イナスワ 伊那諏訪地方 603       44        439       41        272       25       416       30        819        50          1,016     55           1,463    88       2,499     273      
△ 不明 ― ― ― ― ― ― ― ― 609        35          937        42           134       7          ― ―
○信 稲荷山町 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 636       39       1,170     68        
○万 不明 6            0          151       9           110       7         50          2          ― ― ― ― ― ― ― ―
○モ 上田地方 砂糖 16          1          5           0           ― ― 205       11        ― ― ― ― ― ― ― ―
1            0          67          5         87          7          553        20          108        9             400       39       138       10        
24,076  1,614   23,172  1,895   19,103  1,581  22,637  1,658   19,824   1,142     31,379   1,443      36,082  1,893  31,931  1,819   
小付 4,459     56        4,169    71        3,165     68       3,421     61        3,275     48,861   2,834     45           2,817    43       ― ―
着荷配達 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 253        8             ― ― ― ―
















路線 荷物/出荷先 出荷地方 荷物分類 明治14年(1881) 明治15年(1882) 明治16年(1883) 明治17年(1884) 明治18年(1885) 明治19年(1886) 明治20年(1887) 明治21年(1888)












琉球包 37個 富山、上平村、上田、赤坂、長野、小諸 富岡、八満村、野沢、岩村田、臼田、高崎、東京
風呂敷包 6個 上田 富岡、追分、高崎
蓙包 6個 上田、富山、長野 高崎　東京
ほかの包類 22個 上田、松代、塩尻 臼田、軽井沢、岩村田、前山村、高柳村、本新町村、高崎、野沢、東京
樽類 7個 上田、長野 富岡、高崎、東京、岩村田、追分
小付 18個 諏訪郡、高田、松代、上田、越中上市、新川県 前山村、小田井、高崎、倉賀野、東京
箱荷 8個 高田、松本、長野 松井田、高崎、東京、岩村田、下平村
種水油、油類 27個39駄3樽1本 長野、布施村 野沢、追分、岩村田、下県村、臼田、沓掛、宿岩村
金物 14個 富山、上田、海野村 高崎　長士呂村
砂糖類 4個5樽 越中　上田 小諸、岩村田、松井田
薬種・合薬類 70個 越中、高岡、高田、松本、小諸、長野、松代 高崎、東京、臼田、松井田、横浜
板類 36個 上田、長野、下県村 追分、高崎、桐生、足利、東京、京都
刻 22個 松本、長野 高崎、倉賀野、柳宿、前山
帳面類 4個 長野、常田 高崎、岩村田
綿類 9個 上田 臼田、松井田、柏木、野沢
桑苗・桑種 81個5駄 高井郡井上村、上塩尻村、矢代、長野、松代、塩尻 三崎、平沢、甲州、下仁田、韮崎、本新町村
数の子 60個 上田、長野 田之口、坂本、野沢、岩村田、高崎、富岡、安中、韮崎
魚介 21個 上田 岩村田、富岡、
杏干・杏肉・杏仁 51個5俵 長野、小諸 安中、高崎、東京、倉賀野
果実類（葡萄、柿） 11個8箱 塩田町、上丸子、長野 追分、高崎、松井田
蓮根 5個 上田 岩村田、追分
人参種 5俵 上田 岩村田
松茸・椎茸 39個 諏訪郡南大原村 高崎、松井田、東京
麦・蕎麦 28個2俵 塩尻、大笹村、阿波町 松井田、富岡、熊谷、高崎、五科
表類 36個1枚2駄 長野 高崎、富岡、甲府
艾 37個 長野 高崎、東京
笠 39個 高田、更級郡水野村 坂本、岩村田、安中
椀 3箱 上田、小諸 安中、富岡
瀬戸物 7個 上田 臼田、平塚
釜 5個 上田 野沢、筒井
蚕種 2個 東京
繭 6個3本 松本 松井田、高崎、前橋、相生、藤塚
生糸 8個 高崎
真綿 2個 長野、上田 岩村田、高崎
太物・布 2個 上田 松井田、高崎、東京
茶 4個 上田、長野 高崎、平賀
籠類 6個 上田 富岡、追分、高崎
鍬 20個10丁3束 上田 猿久保、野沢
荷物 160個 上田、長野、高田、小諸 軽井沢、田之口、高崎、前橋、倉賀野、東京、松井田、追分、横川
茴香 14個 松代、長野 高崎、東京
紙荷 20個 上田 岩村田
畳糸 1個 常田村
酒 2個 上田 坂本
蝋 1個 上田 富岡
石炭油 1駄 長野 平賀
雑貨類 7個1丁1枚 上田、長野、高田、小諸 坂本、高崎、倉賀野、東京
その他食品類 2個2樽 小県郡和子村 松井田、高崎
輪嶋か 13個3箱 上田 佐久郡大日向村、海瀬村、下仁田、岩村田、高崎、富岡
明荷 11個 長野、上田 東京、高崎、甲府







荷物名 数量 出荷地 荷受地
紙包 23個 高崎、東京、小諸、中込村 上田、塩尻村、長野、松本、





小付 52個 高崎、松井田、小諸 上田、長野、松代、高田、関山、越中
渋紙包 28個 東京、高崎、松井田、小諸、塩野村 長野、松本、伊那、高田、越中新川、上諏訪
皆川包 5個 松井田、後平村、安中 長瀬村、上田、新川、川中島
琉球包 12個 小諸、松村、中込村、松井田 飯田、飯山、長野、上田、松本
麻包 4個 松井田 野沢、上田、長野
糸立包 4個 東京、高崎 上田、戸倉、松本、長野
風呂敷包 4個 高崎、小諸 上田、長野、高田、余地村、松本
その他包類 10個 高崎、東京 上田、長野
行李類 2個 東京 松本、長野
籠類 2個 松本 小諸、上田




魚介類 82個8俵16箱 高崎、東京、岩村田、永橋 上田、長野、小布施、松本、小諸
乾物 3個19箱4樽 高崎、小諸、岩村田 小諸、上田、長野
砂糖類 66個3駄8俵31樽3栟3箱 東京、高崎 上田、長野、川中島
笠類 6個4本2箱1櫃 東京、高崎、原市 上田、長野
茶・茶櫃 25個4本1箱2樽 東京、高崎 飯沢村、塩田新屋村、飯山、浦野、松本、上田、長野
曲物 2個2俵 八満村、小諸 上田
長物 3個2束 東京、高崎、松井田 松本、松代
金物 3個10丁 東京、高崎 上田、長野
農具類 46個100丁70本 小諸、追分 長久保、塩田新町村、上田、長野
鉄類 8個11束 東京、高崎 上田、長野
鍋・釜類 17個 東京、高崎 長野、稲荷山
楮類 435束 五科村、高梨子村、新井村、下城村、新子田村 永井村、長瀬村、上田町、櫻井村
櫃荷 30個 東京、高崎、小諸 上田、松代、長野、稲荷山
椅子 2個 岩村田 長野
屏風 1個 岩村田 長野
ガラス 2個 小諸 長野
荷物 126個6品1樽 東京、高崎 越中新川、松本、上田、長野、関山
板類 30個3箱1枚 松井田、高崎 長野、松代
栗木 25個2丁 発地村 岩下村、中之條村
簾 11個12枚 岩村田、豊岡村 秋和村、長野、松代
布類 3個 高崎 上田
縄・篠巻類 17個7本 東京、取手村、野沢村 上田、長野
麻荷 20個 丹生村 越中氷見、田沢、長野、高田
綿荷 80個16本 東京 上田、長野
桑苗、桑田 14個1枚 安中、耳江村 田中、上田、角道町、杭瀬下村
野菜類 4個2束 東京 上田、長野
石板 11個 東京、高崎、松井田、板橋 長野、松代、麻績駅
石筆 8個4箱 高崎、松井田、富岡 上田、松本
石盤 7個 東京、高崎 上田、浦野、松代
石灰 12俵 入沢村 上田
砥石類 13個560丁 東京、田村市、管所市 長久保、上田、上諏訪
太物 12個 高崎、川越、 高田、浦野、上田、川中島
線香 8箱 松井田、倉村 上田、富山
天平 1個4本 高崎、小諸 松本、上田
その他雑貨類 17個 深谷、松井田、高崎、岩村田、安中 麻績駅、水内郡柿原村、長野、芦田、高田、松代
桐苗 8個 松井田 松本、上田
桐油 2個 高崎 越中新川
塩 74個7駄20俵 松井田、新堀村、小諸 芦田、栗林村、上田
梅花油 6樽 松井田 上田
薬・薬種 6個11樽2櫃1箱 東京 上田、松代、長野
ふし 1個11箱2樽 小諸、高崎 上田、長野
瀬戸 1個 野沢 上田
哂蝋 2個 松井田 上田
油類 1個1樽 岩村田、高崎 上田、長野
皮類 2個 高崎 上田
煙草・大麻類 11個 熊谷、松井田、上州甘楽郡小嶋村、 河原町、浦野、長野
書物 2個 東京 上田、松代
紙荷物 15個8俵 高崎、野沢、小諸、新坂村 上田、長野、塩尻村、芦田















入山岩之平　上原永吉殿 干楮 6 長瀬　丸山延造






































































東京地田直通 1個 ― 松代○○や徳二郎
























高崎　魚屋鉄之助 本別京極 12個 ― 上田海野町　越後屋定吉
高崎会社 砂糖百斤入 12個 ○カ 長野相之木　梅田屋留蔵
― 砂糖 2個 □江 長野　浅野平吉
― 台安玉 2個 ―






























石井屋 カネや 塩 栗林村　飯嶋浅右衛門
合計 74個7駄20俵
八幡屋桑造 ○八 塩 上田鍛冶町　秋山吉兵衛次佐藤豊八
表5－10　1875年4～5月東荷―塩類運送詳細表（1875）




◇三● 薬種諸合 1樽 仲野町菱野儀兵衛
○外 薬 3樽 長野丸長屋喜助
□太● 薬種 1樽 長野角太外兵衛
入加 薬種 2樽 長野上野屋定二郎
井久 薬種諸合 1櫃 坂本鼠屋岩吉
○加 薬 1樽 上田　上野屋佐五兵衛












東京薬屋久八 カネ▽一△ 薬種 1櫃1箱 上田海野町　日野屋儀兵衛






































志の傳出 油 1本 ― 沓掛　土屋九蔵殿行
中屋善十郎殿出 油 1駄 ― 宿岩村　大丸屋喜代松殿行















出荷主 荷名 数量（個） 受主
合薬 4 高崎　水谷又右衛門
越中大泉○兵衛殿荷 合薬 2 高崎　水谷又十郎
高岡　松井茂兵衛 合薬 3 高崎　大黒屋九兵衛
和薬 2 高崎
高田会社出 和薬 2 高崎会社
松本久出 薬 2 臼田駅　百足屋勝弥
薬 1 高崎　柏屋半兵衛












上田み水○屋新右衛門 薬種 1 高崎　三河屋茂平治
松本　久●出 薬種 1
小井屋傳之助 薬種 3 高崎会社　須賀庄平
日野屋　儀兵衛 薬種 1 高崎　














































農業生産物 食料品 白米・蕎麦 2      30      
農業生産物 食料品 果実類 192      9         11    
農業生産物 食料品 野菜類 60         3           6        6      
原始生産物 水産物 鮭 566      2           252    
原始生産物 水産物 鰤 137      36      
原始生産物 水産物 鱒 75         50      
原始生産物 水産物 田作 77         
原始生産物 水産物 切魚・塩魚・干魚 40         16      12      5          
原始生産物 水産物 その他魚荷 64         73        21      2        
原始生産物 水産物 海老 66         127      
原始生産物 水産物 蛤・貝類 89         42      
原始生産物 水産物 海苔・昆布 40         3      
原始生産物 林産物 炭 4           12      
原始生産物 桐苗 8           4        
原始生産物 艾 137      166      
原始生産物 皮葉類 楮類 307      966     
原始生産物 養蚕類 桑苗・桑種 1,443   30        2      2        
特殊農業生産物 養蚕類 繭類 339      879      12      2      1      1      
特殊農業生産物 養蚕類 蚕種 53         1      
特殊農業生産物 織物類 綿類 175      181      2          
特殊農業生産物？ 織物類 唐綿 64         151      
特殊農業生産物 煙草類 煙草 4,793   14    
特殊農業生産物 藍類 藍玉 1,097   4      
特殊農業生産物 繊維類 麻 801      
工業生産物第一類？ 繊維類 細美 188      
工業生産物第一類？ 繊維類 畳糸 1,250   1      
工業生産物第一類 製糸類 生糸類 1,212   18        11    
工業生産物第一類 製糸類 屑類 158      63        6         
工業生産物第一類 真綿類 真綿 27         12        2        
工業生産物第一類 製糸類 その他糸類 36         
工業生産物第一類 織物類 篠巻 28        
工業生産物第一類 履物類 下駄 798      60    
工業生産物第二類 砂糖類 砂糖 841      93        6      1,104 2,411 2      
工業生産物第二類 塩類 塩 38         6      243    
工業生産物第二類 乾物 鰹節 17         3         5      
工業生産物第二類 調味料醸造物 醤油 1      
工業生産物第二類 調味料醸造物 味噌 3         
工業生産物第二類 調味料醸造物 酒 4           10      
工業生産物第二類 食料品 角天 414      8           
工業生産物第二類 食料品 粉類 149      10      
工業生産物第二類 食料品 あん類 87         
工業生産物第三類 表 155      8      
工業生産物第三類 風呂敷・琉球 69         1           58    
工業生産物第三類 材木戸障子類 材木・戸障子類 466      3,450   7      4      11        153  82    208     
工業生産物第三類 細工類 簾 16         161      1      2          7      
工業生産物第三類？ 桐油 23         2      23    
工業生産物第四類 油類 水油 13         74        18    21      
工業生産物第四類 油類 石油 4           10        3      64    
工業生産物第四類 油類 油 4           9           2      27      
工業生産物第四類 油類 その他油類 18         19      
工業生産物第四類 　　 線香 3           42    
工業生産物第四類 蝋類 蝋 97         71    
工業生産物第四類 油類 水油 13         74        18    21      
工業生産物第四類 油類 石油 4           10        3      64    
工業生産物第四類 油類 油 4           9           2      27      
工業生産物第四類 油類 その他油類 18         19      
工業生産物第四類 蝋類 蝋 97         71    
工業生産物第五類 細工類 竹細工 13         2      
工業生産物第五類 細工類 曲物・箕 79         20        1      
工業生産物第五類 雑貨類 元結 965      
工業生産物第五類 漆器類 椀 101      
工業生産物第五類 雑貨類 飯田産物 3           
工業生産物第五類 雑貨類 笠類 80         1,176   3         
工業生産物第五類 陶器類 瀬戸物 36         8      2      
工業生産物第五類 金物類 金物 201      2      
工業生産物第五類 金物類 釜・鍋 76         
工業生産物第五類 農具類 鍬・鎌・鋤 65         2      6         875     1      
工業生産物第五類 金物類 鉄・鋳物類 72         1           47       7          13    1      37       
工業生産物第五類 板類 149      8         472  
工業生産物第五類 桶樽類 明樽 93         469      7         
工業生産物第五類 雑貨類 洋物 2           
工業生産物第五類 雑貨類 時計 6           3      
工業生産物第五類 雑貨類 燈心・打火縄類 22         
工業生産物第五類 雑貨類 天秤 3           7           
工業生産物第五類 雑貨類 蚊帳 28         
工業生産物第五類 雑貨類 地球 3           
工業生産物第五類 雑貨類 ほかの雑貨 19         1      
工業生産物第五類 道具類 両掛 4      
工業生産物第五類 塗物 24         
工業生産物第六類 紙類 紙 682      5           1      5         44      5      3          
工業生産物第六類 文房具類 文房具類 29         
工業生産物第六類 紙類 中折 350      178      
工業生産物第七類 車輌類 荷車 5      
工業生産物第八類？ 砥石 310      34    2          
工業生産物第八類？ 石筆 14         27    
工業生産物第八類？ 石板 48         12    
工業生産物第八類 薬類 薬種・合薬 74         17      6      38    3      
工業生産物第八類 製茶 茶 107      9           4      
工業生産物第八類 化粧具類 梅花油 4           46      6      
包類 渋紙包 180      2        
包類 紙包 236      1      1      
包類 油紙包 167      
包類 莚包 3,887   5           4      2         2        1      45        
包類 蓙包 21         
包類 布包 12         
包類 麻包 29         75        1      
包類 風呂敷包 28         
包類 琉球包 185      
包類 皆川包 24         
包類 安平包 28         
包類 その他包 56         5           
樽瓶類 樽・瓶 34         7           10    47    
箱櫃類 箱 271      117      60    9          
箱櫃類 櫃 126      1           8      
荷物類 荷物 1,515   11    16      5      912      
荷物類 小付 1,058   2           1      13        1         
荷物類 明荷 15         2      
灰類 15         61      
ふし 29         2      61      3        71    1      
ぬし 9           15      40    
不明荷物 1,275   155      7      65      9         71      55    11    13        180  3      25    25       1      3      1      30    







公用物 56 42 3 3 21 6 21 6
養蚕類 3,003 1,522 11 11 40 30 7 2 92 28 102 28 232 184
織物類 2,357 2,285 5 7 20 25 4 1 121 25 121 26 137 131 5 13
綿類 500 325 3 2 100 90 4 1 56 30 91 36 6 47
麻類 949 674 2 2 6 24
古着類 60 47 3 3 14 10 21 12
紙類 190 258 15 9 15 9
金物類 323 245 5 17 3 4 28 35 60 28 35 4 4 2 3
荒物類 900 866 7 10 14 15 20 12 20 12 20 20 19 81
小物間類 550 590 170 51 177 61 1 1
薬種類 223 195 1 1 1 2 12 18 12 18 13 24 8 16
藍玉類 827 712 14 8 15 15 66 15 13
陶器類 271 389 17 22 10 12 4 2 226 150 226 150 13 14
蝋類 114 87
飯田産物 277 229 17 15 21 25 3 1 230 55 215 358
砥石類 130 92 30 8 8 7
穀物類 136 98 5 5 57 25 336 53 176
魚類 2,511 1,990 4 12 107 90 3 2 91 44 91 40 50 50
酒類 26 22
油類 198 149 13 13 10 5 41 43
茶類 88 48 2 3 6 10 2 1 46 12 46 13 6 18
煙草類 611 503 13 15 10 15 5 2 178 38 178 38 71 84
乾物、青物類 162 211 2 3 9 4 15 12 15 12 25 25 99 198
漆類 8 6 11 14 2 2 7 5 7 5 4 4 1 4
材木類 265 221 141 488
搏木類 17 12 5 5 44 38 34 38
寒天 46 31 16 4 1 1 24 8 41 7
石灰類 101 65 40 9 123 40 9
肥料類 47 27
砂糖類 3,297 2,891 5 10 249
笠類 151 224 3 4 17 12 4 5
雑品 5,547 6,917 20 47 52 92 4 2 249 265 398 308 296 112 148 15 57






小諸会社 望月荷継所 上丸子荷継所 腰越荷継所 和田分社 軽井沢荷継所 和田峠荷継所 芦田荷継所
荷主所在地 目印 屋号 業種






































上田スワア ― 小林辰三郎 ―






上田在金井村 ― 荒井正吉 ―
山正一 百足屋弥七 ―
― 和泉屋庄八殿 ―
東京馬喰町二丁目 ― 升屋重兵衛殿 ―
― 上州屋吉兵衛殿 ―
カネ利　 伊藤両兵衛 ―
東京本八丁堀三丁目 才　 西野嘉右衛門殿直助殿　○○寛原殿 ―
東京舟松町 山六　 手塚六三郎 藍玉商















荷主所在地 目印 荷主と屋号 業種 荷主所在地 目印 荷主と屋号 業種
小県郡渋村 山田 田口繁太郎殿 養蚕 太 本屋専助 ―
小県郡海野宿 ○山 丸山平兵衛 養蚕 ○五 榊屋興助 ―
小県郡岩下村 木ヤ 木屋重次郎 木ヤ 山吉 吉野屋善助 ―
○叶 叶屋萬五郎 クワシ、砂糖 山小 萩原要七 呉服太物屋
山ト 荒物屋忠助 肴ヤ ○八 久保田新兵衛 ―
荒物屋儀助 肴ヤ 山山夂 鍋屋久左衛門 金物商
池田濱五郎 養蚕 山加 紙屋礒右衛門 ―
一山久 宮下宗三郎 養蚕 カネ中 紙屋礒右衛門 ―
○モ 沼賀支店 養蚕 山三 釘屋三郎右衛門 砂糖蝋燭兼釘鉄紙商
○七 上野屋又兵衛 養蚕 ×正 正木屋茂平 ―
○七 新井源之助 養蚕 山山加 紙屋礒八 藁物
□三 亀屋勘助 養蚕 ○久 小妻屋清兵衛 麻畳糸元結紙荒物商
一 米屋常左衛門 ― カネタ 島屋太兵衛 魚類乾物商
一 油屋文左衛門 ― ― 島屋泰助 魚類乾物商
一 関口儀三衛 ― 山タ一 島屋音吉 魚類乾物商
一 小島大次郎 ― 島屋助二郎 ―
一 半田八郎右衛門 ― カネ万 萬屋源兵衛 ―
山内 蔦屋栄左衛門 ― 北屋半兵衛 ―
戎屋周右衛門 ― ×正 小川屋勝助 三郎殿
山吉 酢屋藤兵衛 金物商 ×タ 丸山藤三郎 ―
山六 栃木屋作右衛門 砂糖 ― 笠井源吉 藁物
カネ吉 酢屋 太物 ― 福島屋定五郎 ―
□□屋酒三郎 穀物 ― 紙屋藤右衛門 ―
井久 宮島増太郎 小間物商兼煉油蝋燭石油 ― 太田嘉才右衛門 ―
高野弥平次 筆、墨、硯 ― 和田鉄之助 ―
通来舎 漬物 ― 榊屋三五郎 金物商兼荒物藍商
八百屋重次郎 魚 □吉 北野屋紋吉 ―
― 白木屋甚三郎 荒物 北沢秀作 ―
― 白木屋嘉左衛門 茶 山八 針屋源八 ―
○八 蔦屋八右衛門 養蚕 □久 山口屋久兵衛 種油蝋燭砂糖紙
カネ▽一△ 日野屋儀兵衛 砂糖、薬種売薬商 ×万 松井屋岩吉 太物卸商
山上 松屋七兵衛 茶　紙 針屋文吉 ―
○岩 藤井名右衛門 呉服 山十 福島屋庄兵衛 ―
○山一 吉池定之助 養蚕 ○泉 和泉屋弥兵衛 ―
カネ吉 酢屋元次郎 唐物 △久 小妻屋萬吉 砂糖紙類乾物商
○●●●一 笹屋網登 金物 ― 駿河屋専助 ―
○源 吉野屋源蔵 魚　輪物 ― 本屋久太郎 ―
×二 山形屋興三郎 油　畳表 山キ 廣木屋嘉兵衛 砂糖蝋燭煉油商
八● 八百屋千代吉 乾物 ― 宮沢清蔵 ―
― 山本屋彦兵衛 陶器 ― 会津屋清七 田町
― 山本屋庄兵衛 陶器 ― 馬場嘉兵衛 武井五郎
― 山本屋仲太郎 陶器 山上 岡本屋廣吉 麻畳糸商
○柳 柳田宇次郎 金物 北屋新助 ―
同芳次郎 ― ○と 大丸屋藤蔵 ―
○二 小谷両三 魚屋 カネと● 能登屋興吉 ―
井吉 堺屋長左衛門 薬種 勝田平右衛門 ―
堺屋平右衛門 養蚕 本屋弥助 ―
山凸 油屋勝右衛門 種油石油商 中村屋彦七衛門 ―
― 第十九国立銀行 ― 矢島浦太郎 ―
×タ 綿屋太兵衛 紙商兼陶器商 山山五 和泉屋権十郎 ―
山山三 清水三左衛門 魚類乾物商 井カ 柏屋友吉 呉服太物商
山サ 佐藤精一郎 唐物兼繭糸、屑物買次商 会津屋清十郎 ―
○◇ 常磐井 唐物 山上 ○島屋数右衛門 ―
宮島嘉兵衛 官林 カネ平 鍋屋平七 ―
山サ 山城屋昌寿 □□ 山口 紙屋祐三助 ―
一カ 島田弥右衛門 魚□屋 ○上 長岡源七 ―
鼡屋得兵衛 紙 山山五 宮野本太七 ―
扇形万 萬屋犀兵衛 唐物洋物商兼糸類商 田中弥兵衛 ―
越後屋善次 ○久 ○水屋久助 ―
扇形万 萬屋三十郎 時計兼洋物小間物商 カネ一△ 海老屋正兵衛 小間物商及雑貨
扇形万 萬屋金兵衛 ○十 榊屋興助 ―
□一山 蔦屋民兵衛 卸商太物商 ◇一 槌屋茂兵衛 小間物商及雑貨
― □屋亀吉 金物 山カ 海老屋嘉助 ―
山夂 鮨屋七兵衛 砂糖 一山中 小桝屋嘉太郎 ―
×九 綿屋良左衛門 綿糸商兼綿類職物商 ◇一 槌屋於角八 ―
布屋荘七 呉服 □一山 小妻屋宗助 ―
夂● 鼡屋屋甲造 □林 小桝屋市兵衛 ―
扇形甲 甲州屋次郎右衛門 小間物 第十九銀行支店 ―
○泉 和泉屋甚三郎 紙商兼帳簿商 井吉 鍋屋富次郎 金物商
□● 笹屋九郎左衛門 薬種 山文 針屋文五郎 ―
笹屋芳次郎 金物 ○上 三崎屋茂吉 麻苧畳糸商、醤油味噌醸造業
□一 萬屋萬平 養蚕生糸商兼生糸製造 山九 阿波屋熊吉 麻苧畳糸、蚊帳商
□ム 武蔵屋祐右衛門 養蚕生糸商兼繭屑物商 カネ夂● 坂本武助 麻畳糸商
□ム 伊勢八作 茶　砂糖 ○一 三崎屋茂平 ―
和泉屋又七 ― 井口 井口忠左衛門 ―
井久 宮島鹿次郎 小間物商兼煉油蝋燭石油 布屋利助 麻畳糸商
○ホ 柏屋清兵衛 呉服太物商 山田屋善蔵 ―
山● 河内屋文右衛門 油蝋 ○モ 茂倉屋豊次郎 ―
カネ中 中屋宗五郎 荒物商、畳表麻類荒物商 入五 吉野屋佐兵衛 ―
○七 小□屋長兵衛 呉服　太物 越前屋幸助 ―
カネイ 金井幸右衛門 荒物商兼下駄商 柳澤万作 ―
カネタ 桝屋種吉 魚　乾物　下駄 ○ト 能登屋傳右衛門 ―
塩屋安左衛門 荒物 山小 林屋吉兵衛 ―
◇一 若妻○為作 唐物　太物 カネさ 古着屋定三郎 ―
米屋栄七 唐物　太物 カネキ 和田金三郎 呉服太物商
◇二 森田屋文次郎 呉服　金物 松井屋佐兵衛 ―
森田次三郎 ― 同平兵衛 ―
×● 蔦屋忠七 養蚕生糸商兼生糸製造 岩作兵衛 ―
○△ 塩川傳平 養蚕 島津久助 ―
○万 小宮山瀧兵衛 塩、繭糸買継商 山二 紙屋仁兵衛 和洋酒類醤油各種食品
○三 伊藤傳兵衛 肥料商 前○屋藤助 ―
□大 池田屋弥八 畳表 岡本諸板所 ―
布袋屋九蔵 唐物、太物 坂口猪三郎 ―
一山● 河内屋源七 砂糖、油 飯島幸吉 県町
島川貞之助 ― 田中銀行支店 ―
山吉 吉田屋支店 油蝋 長野銀行 ―
島屋勘兵衛 養蚕 カネコ 増田屋専助 ―
大坂屋源右衛門 養蚕 山中 神田屋平兵衛 ―
×モ 銀杏屋茂助 ―
山吉 吉田屋半右衛門 魚類乾物商 山正 落合新作 ―
桝屋助次郎 薬種 □喜 幾下屋傳兵衛 ―
木屋兵平八郎 材木商 同清太郎 ―
相屋亀十郎 鉄 同佐助 ―
○屋藤十郎 肴 山山久 湊屋清作 ―
小林辰三郎 養蚕 ○山 能登屋芳五郎 ―
○井 木屋文三郎 材木商 現金屋重右衛門 ―
カネ井 木屋弥左衛門 材木商 本間三吉 ―
◇ 湊屋新右衛門 薬種 田原浅吉
山万 萬屋支店 ― 山田平左衛門
平林傳十郎 養蚕 ○柏 中林弥左衛門
― 第二十四銀行支店 銀行 相田坂太郎
― 上田銀行 銀行 山山川 根立興左衛門
― 塩尻銀行支店 銀行 山ト 相田徳助 縮布商兼反物商
― 松代銀行支店 銀行 山市 酒井市助
山石 福田屋栄三郎 砂糖 ○い 黒沢幸左衛門
◇ト 栃木屋幸右衛門 唐物 山川 青木津左衛門
槌屋金之丞 ― 山ト 有坂茂市
更科郡篠ノ井駅 カネ万 萬屋忠三郎 ― ○伴 丸田源兵衛 縮布商
○北 亀屋友太郎 砂糖 山上 三井田仲次
柳屋伊三郎 砂糖 山九 三井田常四郎
山一 牧屋新七 製糸業兼呉服太物商 山ヤ 神林三之助 薬種売薬商
山○○ 八幡屋林右衛門 金物古銅鉄兼指物商 山平 松原平兵衛
山八 山埔屋八左衛門 ― カネサ 洲崎佐吉
土屋重右衛門 ― ○小 小林重三
遠藤万作 製糸業兼製糸気缶業 山石 桂木傳次郎
青木甚九郎 製糸業兼製糸気缶業 カネ中 芝井治作
青木長兵衛 製糸業か 入セ 入江清助
神林民蔵 製糸業 山丁 老山荘左衛門
小田切豊太郎 製糸業 カネ山 小山惣八
小田切新蔵 呉服太物商羽二重製造業 □八 阿部善平
牧茂助 製糸業 □ト 前川郡八
牧金作 製糸業か カネ小 小河弥助
牧友之助 製糸業か カネ山 小林百助
持田藤治郎 製糸業 カネの 角屋又吉 金物
小田切又三郎 製糸業 山山五 内藤要吉 魚
小田切武兵衛 製糸業か カネ平 山田孫作 魚
青木増三郎 製糸業か カネ長 桐場長松 金物
小妻屋清作 製糸業か ◇二 針屋仁左衛門 金物
山岸佐五郎 製糸業か 高田町 山タ● 信濃屋慶次郎
松沢重三 製糸業か 山山石 藤村長一郎
小林孫三郎 製糸業か 山リ 篠田厘八
田中利助 製糸業か ○ヨ 島田幸平
カネ山 山屋卯一郎 ― ○世 島倉吉左衛門
○カ 高津友之助 ― ○石 石沢太平
○吉 同猪八郎 ― 山三 箕島伊三郎
山本 笹屋金作 ― □イ 同伊八
山サ 同辰五郎 ― □吉 島倉吉四郎
□ト 角屋藤兵衛 ― 上● 上野権七
山●●● 富田屋次兵衛 ― 山ヨ 清水與三郎
カネ上 高木芳作 呉服太物商 山九 小山九分左衛門
○平 青木弥兵衛 呉服太物商 カネタ 石沢太助
□上 畔上七郎 小間物商兼度量衡専売 □ヨ 大野與四郎
成田屋金太郎 カネ六 中田彦六
中島作作 ○宗 箕島宗兵衛
○さ 佐々木嘉助 山ウ 山岸卯一郎
○本 堀内恒次郎 カネ大 大野平四郎
山本 山本幸吉 山山長 瀧田長太
○為 吉野屋名左衛門 呉服太物商 山ヲ 岡田宅平
荒屋彦八 ― カネ丁 ○○宇左衛門
小河屋安太郎 呉服太物商 ×九 上野九平
増屋代吉 金物 ○吉 衛　吉平
○ 協如堂島津 書林 ○キ 箕島権左衛門
○十 西川金助 唐物、小間物商 山吉 樋口幸吉
□一山● 橋屋弥兵衛 唐物 ○一 上野市平
小桝屋徳兵衛 薬種 カネウ 伊崎宇八
山一 米屋市右衛門 ― 山山上● 福岡定吉
×ト 能登屋茂兵衛 ― 中村久平
山口 山城屋仲之助 小間物商兼洋服裁縫 カネス
小桝屋傳之助 ― 山夂
三源屋愛之助 ― カネ八
宮坂金太郎 ― 山矢 矢部重三 麻商
蔦屋伴五郎 ― 山山虫 前田忠平 麻商
○丣 柳田忠兵衛 砂糖蝋燭兼諸油紙類商 山ヤ 神林桑吉 麻商
増屋太郎 ― 山ヤ 同三之助
永寿屋太七 薬品商兼医療、写真器械商 ◇小 藤井幸三郎
カネモ 宮田屋茂兵衛 ― 山小 小山利八
宮田屋島之助 ― カネ中 川口甚太郎 下街
宮田屋善平 ― 赤川太右衛門 新町
◇ト 栃木屋茂兵衛 ― 小口善平

















































































































































明治18年（1885）から 新潟県北越高田商人 東京～高田 高田商人 ― ― 諸荷物 高田、長野、上田、小諸、高崎、東京中牛馬会社



















































































































































































































































出荷地 荷主名 出荷地 荷主名 出荷地 荷主名 出荷地 荷主名
長野 加賀屋　五郎右衛門 小諸 開屋　三右衛門 荒町 大和屋　四郎吉 ― 望月駅中牛馬取扱所
長野 阿波屋　彦八 小諸 柏屋　忠右衛門 小諸 本間次愛 ― 西京九助
長野 白倉吉右衛門 小諸 柳田五兵衛 小諸 長谷川世英 ― 小井屋　傳之助
長野 本多勝柳 小諸 楠興五兵衛 小諸 大武武網殿同人付 ― 小妻屋　才吉
長野 本屋　源助 小諸 蔦屋　継次郎 小諸 大竹重三殿出五十嵐 ― 小西正治
長野 濱田屋　嶋助 小諸 山屋　杭之助 小諸 荒町中島右三郎 ― 小舟屋　傳兵衛
長野 長野本○町 小諸 山屋　五左衛門 小諸 江戸屋　半兵衛 ― 小竹真二郎
長野 長野会社荷物 小諸 上品街 小諸 神○貞一殿出 ― 星野
長野 長野県増井重敏殿荷物 小諸 鼠屋　得兵衛 小諸　 並澤則照 ― 杏春信吉
長野 長野県真田 小諸 松本伊助 小諸　 角田勝威 ― 須田覚右衛門
長野 長野御庁取合 小諸 太田正信 小諸旧藩　 木村秀敏 ― 岩渕善右衛門
長野 初狩信助 小諸 萬屋　継次郎 小諸　旧藩 稲坂正利 ― 塩田五良右衛門
長野 大和屋　善七 小諸 下ノかし市 小諸　旧藩片平丁　安平○殿出 ― 塩屋　三十殿出　源仁郎
長野 釘屋三　郎左衛門 小諸 下足屋　吉兵衛 小諸　 金居半三 ― 塩屋　忠助
長野 方○屋　森太 小諸 小谷両三 本町　 ぬし屋　重吉 ― 薬友屋
長野 和泉屋　参兵衛 小諸 小山悦之助 小諸 大半屋　半五郎 ― 佐藤源太郎
長野 吉野屋　善助 小諸 篠原弥平次屋 小諸 大地屋　嘉平次 ― 中の　綿惣出
長野 加賀屋　彦兵衛 小諸 永橋区己之助 小諸 大和屋　利兵衛 ― 玉川屋　栄二郎
長野 角太宇兵衛 小諸 永橋文七 小諸 大津屋　文右衛門 ― 源津蛤
長野 角田道短 小諸 源氏庵定右衛門 小諸 嶋田弥右衛門 甲州 川野屋　喜右衛門
長野 今井氏 小諸 志の傳出 小諸 嶋田屋　嘉助 栃久保　 武市
長野 金子屋　茂兵衛 小諸 中村幸兵衛 小諸 畳○屋　半兵衛 前橋本町三丁目　油屋安太夫殿入　林寿三郎
長野 橘屋　弥兵衛 小諸 中屋善十郎 小諸 釜屋　儀助 松井田 松井田浅吉殿分
長野 藍玉屋　文四郎 小諸 佐藤可や屋 小諸 穀屋　清一郎 武州 嶋屋勇右衛門
長野 栗屋　茂兵衛 仁熊　 柳澤嘉代吉 小諸 関○次郎 武州　 相場七右衛門屋
長野 米松屋 上平村　 小島己之作 小諸 亀屋　万助 武州　今井村 林之助
長野 米屋　新三郎 水内郡南塀村 ― 小諸 亀屋　喜十郎 下野佐野 小林長郎
長野 権堂　舟木屋喜三郎 東筑摩郡北堀村　 丸山 小諸 河郎忠
長野 権堂村　堀喜平 筑摩郡麻績宿 臼井忠兵衛 小諸 加茂川持○ 小諸 黒澤美清
長野 日野屋 松本 大丸屋　相吉殿分高橋平四郎 小県郡和子村 吉右衛門 ― 栄友
長野 山口屋 松本 穀屋　平衛 上丸子 栄吉 ― 渋湯温泉寺
長野 善光寺　清水信夫 松本 穀屋　忠兵衛 上丸子 勝三郎 ― 森多蔵
長野 善光寺之内　宗勝院 松本 千きり屋要右衛門殿荷物 上塩尻村　 清水金右衛門 ― 砂山林左衛門
長野 鼠屋　五郎 松本 松本会社 塩尻 清水助五郎 ― 社中杭金泰作
長野 長野　高田屋久之助殿出 松本 松本久 塩尻　 佐藤次之助 ― 生坂大○
長野 松坂屋　宗兵衛 松本　 保高林之助 塩尻村 原太右衛門 ― 勝田屋　平右衛門
長野 踏屋久衛門 松本　 久●出 式部村　 福木屋国市 上田 石油会社瀧沢
長野 太常 松本真木村 真吉屋　分綿屋良右衛門 式郡村　 春原玉市 ― 鼠屋　安兵衛
長野 藤岡 松本 椀屋　新五郎 海野 藤田傳五郎 ― 踏屋　良左衛門
長野 丸屋　半左衛門 松代　 池田水之助 海野村 瀧左次 ― 踏屋　留二郎
長野 小坂勘兵衛 松代　 大丸屋　惣兵衛 戸隠 極意北左栄門 ― 田中芳兵衛
長野 小枡屋　傳兵衛 松代　 高野秀○ 常田 林山啓次殿出 ― 田中屋　太左衛門
長野 塩屋　太七郎 松代　 幾久屋　傳兵衛 常田村　 唐網屋出 ― 通運会社
長野 薬屋　佐兵衛 松代　 山崎屋 塩田町 屋村三郎右衛門 ― 丸野屋平兵衛殿出荒井茂八郎
長野 永寿屋 松代　 松代 耳取　 源右衛門 ― 小槌屋　三代吉
長野 楢屋　久右衛門 松代新馬喰町 太田熊吉 高井郡井上村 羽生田安左衛門 ― 小島大治郎
長野 黒屋　山三ノ 埴科郡○内明廣村　市川與平 高野良町 荒屋　藤郎兵衛 ― 萬屋　金之助
長野 御県庁中西美再 埴科郡○野屋村 市河 更級郡石川村 中村茂右衛門 ― 萬屋　藤兵衛殿
長野 増田屋　○助 中町　 萬屋　儀出 更級郡水野村 永田儀五郎 ― 萬重
長野 正木屋　茂兵衛 諏訪郡 忠明 上田　○○町 近江屋 ― 古志金三郎
長野 中村屋　彦右衛門 諏訪郡　南大塩村　喜五郎 上田　紺屋町　 内田屋　兼吉 ― 海老屋　庄右衛門
長野後町 坂田屋 南大塩村 亀三郎 上田　海野町 吉野屋　源助 ― 河内水○
善光寺 本願寺 諏訪上原村　 定七郎 上田　横町　 丸屋大次郎ニ而小六殿 ― 賀屋　五右衛門
善光寺　 大動進 下県村 鯉屋　半平 上田　荒町　 紙屋　源太郎 ― 黒七屋　文吉
大門 塩野屋　藤屋梅吉 越後栗林　 麻右衛門 上田　旧藩 宮下祐右衛門 ― 加藤金助
川中島四ツ谷 油田市太夫 越後 金子四郎右衛門分　蔦津出 上田　旧藩 清水慶蔵 ― 角屋　藤之原
稲荷山 山田屋　八作 越後高田 高田高橋栄吉 上田　旧藩 御方田数 ― 金井玄亭
布施 角屋　藤兵衛 越後高田 名重徳右衛門 上田　柳町　 土屋　和七 ― 金澤宗兵衛
上田 小竹屋　出永橋清吉 高田社中　 水澤要次郎 上田　柳町　 伊勢屋　政善 ― 井桁屋　庄右衛門
上田　 み水○屋　新右衛門 新川才科 沢田祐治 上田　馬場町 井幹屋 ― 井澤武三郎
上田　 半田八郎右衛門 新川県荷物 大澤今兵衛附 上田　伊勢山村 田中 ― 戸田曁平
上田　 布施 新川県荷物 新川県荷物大澤今兵衛附 上田　御所村　 横○○萬平 ― 吉瀧屋　佐兵衛
上田　 布屋　市郎右衛門殿 新川県荷物 新川運送方宰領附 上田　重佐山 萩野懬治 ― 吉田屋　半右衛門
上田　 布屋　正右衛門 新川県荷物 新川運送会社 上田大笹村 発藤作殿分 ― 豊条
上田　 才吉 越中 大泉○兵衛 上田木町 柏屋　清兵衛 ― 笠原治ノ吉三
上田　 池田屋　弥八 越中　 ○や角川治右衛門 上田謙原村　　 や元や　金作 ― 林千尋
上田　 湊屋　新右衛門 越中　 繁山　兼吉　殿行 上田原町 林屋　定十 ― 能州○島伊屋　文右衛門
上田　 村井盛徳 越中　 前田今三郎 上田原町 菱清ニ而佐平治殿荷物 ― 山埔屋　仲之
上田　 島田 越中　 深井長蔵 上田原町 綿屋　太兵衛 上田 蔦屋　忠七
上田　 嶋勘 越中富山　 大杦喜平 上田原町 萬屋　金平 上田 日野屋　儀兵衛
上田　 釘屋　才兵衛 越中富山　 田畑儀平 上田　 山本成○ ― ぬし野周三郎
上田　 都築氏 越中高岡 塩谷庄三之助 上田　 山本網太 ― 岸岡谷留助
上田　 二十山重五郎 高岡　 大野屋　吉右衛門 上田　 扇形万　萬屋 ― 八け庄
上田　 芳泉寺 高岡　 松井茂兵衛 上田　 上田　越後屋 ― 八百千代吉
上田　 宮下周原 越中上市 角川治右衛門 上田　 上野屋 ― 柏屋　要助
上田　 共同鋪 増村 叶屋　兼五郎 上田　 矢島七之助 ― 表印助右衛門
上田　 吉屋　善右衛門 阿波　 嶋山伊吉 上田　 世屋　九郎右衛門 ― 布屋　理助
上田　 近江屋　喜八 阿波町　 大井源兵衛 上田　 寺嶋政和 ― 草俵屋　傳兵衛
上田　 井一 ― □ト出 上田　 松田房吉 ― 常田屋　富蔵屋
上田　 菊間園造 ― □上出 上田　 萬屋　金右衛門 ― 村田屋　傳十郎殿出
上田　 鈴木内小○ ― □万 上田　 相○屋　万作 ― 大坂屋　喜左衛門
上田　 梅鉢屋 ― ○木屋出　嘉右衛門 上田　 香具屋　佐吉 ― 島田屋　庄太郎
上田　 梅屋○ ― ○上嘉七殿分大文 上田　 小釘屋　清吉 ― 嶋屋　勘之助
上田　 綿屋　良右衛門 ― ○田屋　弥八 上田　 小河屋　長兵衛 ― 嶋屋　太兵衛
上田　 木屋　文 ― ○屋村出　馬長平 上田　 小林城屋 ― 高桑
上田　 内野屋　義平 ― ○正 上田　 小野店 ― 高田屋　茂兵衛
上田　 平松屋 ― かし六 上田　 政右衛門 ― 宮下惣三郎
上田　 若妻屋　万作 ― かし屋　五右衛門 上田　 舟橋屋　条吉 ― 古川嘉平
上田　 桑野管作 ― か久屋　惣兵衛
帳簿の受主の部分をまとめたものである。出身地は帳簿記録のまま表すのが多いが、一部の出身地は確認されていない。
出所：長野県小諸市小山五左衛門家文書明治7年より「西荷逓送帳」より
所属 荷受地 荷受主 所属 荷受地 荷受主 所属 荷受地 荷受主
横浜 浅科寺　説教所　永見常心 富岡 富岡御製糸場　黒澤類省 下平村　 萬屋丈右衛門
横浜本町二丁目 福島長平 富岡 富岡御製糸場　尾高幡忠 下県村　 古屋国太郎
横浜相生町二町目 大丸屋ニ而中村庄二 冨岡町　 佐の屋小三郎 下越　 白木屋喜平
東京本船町 木村傳二郎 富岡 土屋勘右衛門 野沢　 ○○屋庄左衛門
東京 東京陸運元会社 富岡　 富岡屋半兵衛 野沢　 北島屋正七殿
東京 東京馬車会社 富岡町　 槌屋勘左衛門 野沢　 並木新一郎
東京 東京馬車会社　小山五左衛門 富岡町　 横山辰五郎 野沢　 和泉屋傳兵衛
東京 東京新大坂　外村彦兵衛 富岡町　 荒井屋周平 野沢　 甲州屋
東京 東京御出張所 高井戸 ○吉 野沢　 江嶋屋庄七
東京 上州屋平助殿 高柳村　 槌屋助太郎 野沢　 井幹屋　市兵衛
東京 増上寺地内山下谷風山寮 高崎 釜屋與四郎 野沢　 駒屋徳蔵
東京　 護国院 高崎 高崎升屋喜右衛門 野沢　 清屋宗吉
東京○大阪町　 外相喜市 高崎 高崎踏屋源兵衛 野沢　 三嶋屋庄一郎
東京○丁本平三番十三番地　 櫻井○蔵殿内　里見○一 高崎 高崎藤田屋保蔵 野沢　 山本栄治郎
東京八丁堀一丁目 山本芳太郎 高崎 山田屋惣兵栄 野沢　 山木屋松右衛門
東京坂本町二本二十八番地　 糸井世則 高崎 近江屋啓助 野沢　 山下栄十郎
東京本町三丁目　 カネ吉　薬屋　友之助 高崎 梶山 野沢　 椀屋又右衛門
東京本橋西川岸　 岩崎衛生 高崎 須賀庄兵 野沢　 玉嶋屋彦一郎
東京本石丁二丁目　 森三右衛門 高崎　 百足屋惣治郎 野沢　 紙屋宗助
東京本石丁四丁目22番地 松原傳八郎 高崎　 柏屋半兵衛 三ツ谷　 叶屋啓作
東京本石町　 夫より西京行 高崎　 大黒屋九兵衛 三ツ塚　 箕輪近所
東京本限町二丁 梅田屋彦蔵 高崎　 福田屋喜助 三條村　 和泉屋和平
東京本銀四丁目　 越後屋重兵衛 高崎　 福田屋伊兵衛 上田○町　 荒井や　平木
東京濱町二丁目十一番地　 牧野康民殿邸内ニて鳥居泰行 高崎　 関口茂八郎 沓掛　 土屋九蔵
東京長谷川町 米屋勘兵衛 高崎　 清水善兵衛 沓掛　 源太郎
東京池之端仲町　 守田治兵衛 高崎　 染屋　勘平 志賀村　 豊柿
東京大傳馬塩町　 上平殿　小川院安太郎 高崎　 三河屋茂兵衛 中○丁　 古木○徳
東京大傳馬塩町　 上州屋平助 高崎　 三河屋宇兵衛 中久保　 鍛冶屋庄三
東京大伝馬町　 大坂屋代助 高崎　 三吉屋助七 中込村　 かしや喜太郎
東京第二大区三小区芝濱松一丁
邸
小田県賀○○○小川嘉太郎 高崎　 山口屋宗兵衛 宿岩村　 大丸屋喜代松
東京第二区新橋川岸米店　 川内殿吉右衛門 高崎　 水谷又右衛門 岩村田 御支庁　今井成昌
東京第五大区十一小区　浅草土 　 　芦田豊蔵 高崎　 松屋忠四郎 岩村田　 大黒屋彦右衛門
東京第一大区十二小区神田岩井関口新太郎 高崎　 藤本與惣治 岩村田　 大黒屋政三郎
東京第一大区拾五小区　亀嶋丁金子宗七 高崎　 五十嵐要水 岩村田　 大井ニ而佐野恒助
東京都神田明神分　未廣町　 西荷へ瀧三 高崎　 小山屋萬吉 岩村田　 大井七右衛門
東京鍛冶橋卯五郎兵衛町七番地　岸喜八 高崎　 小山屋惣八 岩村田　 大丸屋象吉
東京富沢町 亀屋源兵衛 高崎　 須賀長太郎 岩村田　 大重傳左衛門
東京富沢町 上州屋半兵衛 高崎　 須賀茂市郎 岩村田　 亀田屋半兵衛
東京廣小路十三番地　 松屋庄七 高崎　 須賀庄平 岩村田　 和泉屋勝二郎
東京九段上上六番町三十二番地　吉岡吉兵衛殿才同居　臼井傳次郎 高崎　 魚屋鉄之助 岩村田　 吉野屋参吉
東京久松町　 富田屋瀧兵衛 高崎　 中嶋伊兵衛 岩村田　 廉屋　庄助
東京堀留町　 丁子屋今二郎 高崎　 佐黒新七郎 岩村田　 柳田金五郎
東京両国村松町 佐藤萬兵衛 高崎　○物丁 松倉屋市助 岩村田　 麻屋長吉
東京両国薬蹟堀　 中沢柳城 高崎　本町 梅○屋　瀧八 岩村田　 麻屋庄助
東京麻布坂下町三十九番地　 並澤宇三郎 高崎　瀧児町 辻八郎 岩村田　 石橋屋○幸助
東京馬喰町　 岩津屋清兵衛 高崎本町 銀杏屋源兵衛 岩村田　 松義ふ屋宇兵衛
東京馬喰町二丁目　 枡屋重兵衛 高崎本町　 八百屋久之丞 岩村田　 中沢儀兵衛
東京馬車会社　日本材木町一丁田原屋徳太郎 高崎本町　 高崎　柳屋宗兵衛 岩村田　 仲野印清重郎
東京馬車会社留小舟町 中屋佐七 高崎本町　 清水林平 岩村田　上ノ埔飯嶋静
東京木石町　29番地　 近藤竹蔵 高崎本町　 升屋嘉平 岩村田出張所 高藤
東京南出庄石安町四十六番地　浅井駿三 高崎本町　 田島屋藤兵衛 岩村田宿　 大坂屋喜次郎
東京内之○四丁目八番地　 柿崎直信 高崎東町　 柳屋喜右衛門 岩村田宿　 林屋
東京牛込揚物下宮御町 野村元造 高崎東町三丁目 薬屋友之助 岩村田宿　 蔦屋宇右衛門
東京牛込築土八満町　 藤沢良助 高崎会社　 百足屋弥七 岩村田宿　 勝屋傳右衛門
東京浅草 日寿院地内 高崎会社　 水谷又十郎 岩村田宿　 佐久出張所
東京浅草 正念寺前ニ而桶屋徳二郎 高崎会社　 松村九兵衛 岩村田　 岩村田陸運会社
東京浅草地中才○善鋳ん上材町　大熊志麻記 高崎九蔵町 白石屋弥十郎 佐久支庁 高野武敏
東京浅草田原町　 荒井屋新 高崎九蔵町 加賀屋忠兵衛 佐久出張所　 川内明照
東京浅草猿若町一丁目　 梅沢真太郎 高崎九蔵町　 大津屋吉兵衛 佐久郡　 御支庁
東京橋町二丁目　 大黒屋幸吉 高崎蓮萑町 大門丁儀助 佐久郡岩村田 大主傳左衛門
東京橋町一丁目　 布袋屋善兵衛 高崎蓮萑町 羽屋甚七 佐久岩村町　 梅屋善太郎
東京橋町一丁目　 伊勢屋　重次郎 高崎蓮雀町 大内町義助 佐久御出張所　斉藤
東京日本橋通三丁目　 松義屋吉兵衛 高崎片町　 三木屋　彦治郎 佐久樋口村　 土浦儀碓
東京上六番地　 ○川金造殿入　寺嶋善蔵 高崎前橋相生町　 根岸常平 田ノ口　 田原秀実
東京上野　 護国院御方 高崎田町　 布袋屋孝七 田ノ口　 竹内門
東京深川　 松ヶ枝佐吉 高崎田町　 倉屋和四郎 田ノ口　 土屋政太郎
東京深川　 右重五郎 高崎田町　 鹿嶋屋太兵衛 田之口　 鈴木鳴遠
東京神田○土代町二十五番地　西村清兵衛殿ニ而中村沖右衛門 高崎田町　 木吉春弥兵衛 樋ノ口　 桂屋作治
東京神田弁藤橋　 越後屋由兵衛 高崎田町　 山口屋吉兵衛 樋口 出浦数三
東京神田相田町　 山田屋伊兵衛 高崎田町　 佐野屋庄八 平賀　 内藤
東京水神田一丁目　 中村屋弥三郎 高崎田町　 佐野屋庄八 平賀村　 大丸屋源兵衛
東京太山小町 善光寺内　大谷大唐 高崎元町 福田屋新七 平塚村　 佐忠
東京湯島天神一丁目　 金子市兵衛 高崎元町　 大坂屋庄八 長土呂村　 宗三郎
東京湯嶋天神中坂下 熊谷○屋 高崎元町　 小油屋清兵衛 大日向村　 浅川源三郎
東京湯岩切通り　 喜多嶋東馬 高崎中紺屋町　 楢町六郎次 余地村　 伊野京一郎
東京天区坂本町二丁目28番地 糸井世則 高崎本町 松屋伊太郎 佐久海瀬村　 井出正兵衛
東京鉄砲町 加賀屋条右衛門 高崎 高崎会社 本新町村　 井出與八治
東京通四丁目 弘野屋善右衛門 高崎 高崎陸運会社　 八満　 小林彦右衛門
東京同会社ニ而　 石合修蔵 高崎水町 高崎水町三木屋彦次郎 柏木　 小重郎
東京土手三番地　 萩野憲治 高崎 高崎営所在勤ニ而長谷川斎 御影 学校　堀○吉
東京土手三番地ニ而　 櫻井純蔵 安中　 安中出張所留 猿久保　 かし屋庄蔵
東京万世橋　 寺嶋未吉 安中　 蔦屋長吉 塩野村　 森田忠涼
東京万世橋内 馬車会社ニ而小山五左衛門 安中　 重田本八 佐久小田井　 小川屋次兵衛　
東京委丁22番地　 三浦省発 前橋　 松井喜蔵 鎰掛村　 真木政八
東京下谷　　 金沢宗兵衛 前橋○町　 柳瀬佐吉 とじ村 伴野六十
東京下谷三味線堀り　 松平下総間林ノ助　永橋喜一郎 前橋○立町　　 文栄堂庄蔵 ○山村　 麻屋増太郎
東京下谷中御徳町三丁目三十 山口国達 前橋本町　 萬屋藤五郎 ― 従五信牧野康民殿邸ニ
　東京小○台町 東岡勝楢 前橋本町三丁目 油屋　安太夫 ― 大坂屋店
東京小柳町一丁目 虎屋久右衛門 前山　 方屋森太 ― 大河屋多七
東京小石川大塚久保丁　 芳野先生塾ニ而　唯田朝次郎 前山村　 品川重右衛門 耳取村　 小林萬助
東京小網町 上州屋清兵衛 仁州草津 大蔵屋 ― 飯田帳配達の事
東京小網町　 釜屋　才治右衛門 藤塚村　 熊井房次郎 ― 和泉屋三五郎
東京小網町一丁目　 信濃屋参吉 上野国山田郡桐生町 吉田安平殿ニ而稲坂正直 ― 菱屋　吉兵衛
東京小伝馬　 山田屋又兵衛 上野国新田郡木崎宿 近江屋源太郎 ― 升屋倉之助
東京小舟町二丁目 中屋　佐七殿ニ而菱屋真喜 上原　 小林幸作 下之條　 学校
東京銀座四丁目十六番地 中牛馬会社 上州　桐生町　 新井長重 ― 香具長右衛門
東京源川　木場　十六番地 関口久蔵 上州坂本町　 布袋屋五左衛門 ―
東京真山北町六丁目　 大谷大康 上州高崎本町　 升屋喜左衛門 角田勝威
東京芝　段倉一丁目　 杦義屋　庄太郎 上州下仁田　 奈原清太郎 林甫三
足利　 岩下儀兵栄 上州原市　 梅屋宇兵衛 角屋吉兵衛
野州足利　 岩下善七郎 下仁田　 湊屋利平 白倉吉右衛門
足利　 大竹與平 下仁田　 大小田桑右衛門 村井盛徳
足利　 太田惣兵衛 下仁田　 大小源徳太郎 百足屋勝弥
足利　
　
星野彦兵衛 下仁田　 櫻井源五兵衛 長屋傳二郎
足利　 岩下茂兵衛 下仁田奈田原　 桑右衛門 大槌屋宇内
甲府　 和泉屋彦七 下仁田中街 清水屋　茂吉 大槌屋増平
甲府柳町四丁目 辻屋元助 坂本　 かき屋 井出善三郎
甲州都留郡　下谷村横町　 小林宇十郎 坂本　 奥山喜代蔵 久兵衛
甲州甲府境町　 松田吉右衛門 坂本　 荒川屋八兵衛 藤屋伊六
甲州韮崎 富士屋尤七 坂本　 蔦野屋喜代 嶋屋仲右衛門
韮崎　 中牛馬会社 横川村　 清水屋茂兵衛 亀屋　政五郎
甲州西郡右市場　 鍋屋清右衛門 倉賀野　 水谷又十郎 京三度屋六右衛門
甲州足摩郡小宮地村　 北岸清蔵 倉賀野　 田口五平 佐藤正平
甲州 甲州行 倉賀野　 須賀庄平 取出村　 三島屋清二郎
甲州 甲州屋岩蔵 倉賀野　 堀口八五右衛門 キ間屋
柳宿　 竹政分預 倉賀野川岸　 原口権平 巴屋治郎八
武州
　 　 　
大谷民五郎 伊勢崎本町　 小木沢屋安右衛門 常磐屋
武州板橋　 蔦屋彦八 伊勢崎新町　 金井屋喜平 大黒屋恕平
武州本庄中町　 千きりや萬治 松井田 梅屋彦兵衛 大黒屋新○郎
武州川越 山二 松井田　 ○屋吉原 東屋栄太郎
武州金子　 山崎場清五郎 松井田　 柏屋吉平 穀屋○二
武州埼玉郡九区樋口村 東運院 松井田　 長谷川元七 神田
武州深谷立町 升屋作二郎 松井田　 飯島屋半平 小川助三郎
武州
　
豆州三嶋駅大社前　武州屋佐助 松井田　 菱屋吉兵衛 小野屋惣作
武州児玉郡八幡山 倉林治兵衛 松井田　 条屋ニ而松屋 越後屋傳兵衛
熊谷　 坂蔵屋　萬之助 松井田会社　 伊勢屋善三郎 正木屋萬兵衛
― 小竹茂原 松井田 松井田会社 土屋庄右衛門
― 塩屋源兵衛 五料村　 堺屋栄五郎 足柄町　 高橋網四
― 越後屋　源兵衛屋 原市　 半田宇平 内山村　 学校
― ○井 原市　 清水屋岡次郎 善光寺　 大谷大郎


















荷受地 荷受主 荷受地 荷受主 荷受地 荷受主
坂本 鼠屋岩吉 上田厩表町　 上野尚志 越後高田　 森や藤兵衛殿
長久保駅 長寿や　忠八 上田柳町　 池田屋　弥八 越後高田　 山本屋　要吉
長久保駅 山崎屋 上田柳町　 和泉や　喜八 越後高田稲田鍛冶町　 笹屋　源二郎
長野　 筆屋　久右衛門 上田柳町　 森田屋　文二郎 越後高田新河原町　 片桐次三郎
長野　 長岡儀右衛門 上田木町　 布袋や　忠兵衛 越後屋高田北○町　
長野　 長野石油会社 上田木町　 梅屋　清兵衛 越後屋頸城村高田丁橋 清水義長
長野　 長野堂照坊ニテ迄 上田木町　 蔦屋　善右衛門 越後下田端町　 坂本伊三郎
長野　 常磐屋　和十郎 上田木町　 山口源省 越中国氷見　 上庄村六三郎
長野　 秤庄 上田木町　 中屋　宗五郎 越中新川郡渋川　 小井塚や　與十郎
長野　 大丸屋　藤蔵 上田踏入　 宮下惣三郎 埴科郡　 杭瀬下村同県丁御中
長野　 島津屋　久助 上田踏入　 綿屋　宗三郎 中之條村　 野沢源七
長野　 嶋屋　豊三郎 上田丸堀町　 戸桑水馬 仲野町 菱野儀兵衛
長野　 釘屋　文五郎 上田原町　 柏屋　嘉右衛門 ― ひし国清郎
長野　 岡本屋　廣四郎 上田原町　 柏屋　清兵衛 ― 安坂村　山宗
長野　 岡本屋　廣助 上田原町　 常磐井御店中 ― 坂屋　嘉竹
高田 横山三蔵 上田原町　 大坂屋　喜右衛門 ― 本町　蔦屋孫右衛門
長野　 宮内國太郎殿入 上田原町　 島田源右衛門 長野 長野会社トメ
長野　 宮野や　多七 上田原町　 島屋　文右衛門 ― 長野県ニテ深津正谷
長野　 鍋屋　久右衛門 上田原町　 共同鋪御店 ― 富田屋　次兵衛
長野　 和泉屋　弥兵衛 上田原町　 和泉屋　甚三郎 越後 関山会社留
長野後町正○　 牧野成助 上田原町　 近江屋　彦八 ― 堀外作
長野　 吉丸屋　善助 上田原町　 六明社 ― 栃木屋　作右衛門
長野　 吉野屋　谷右衛門 上田原町　 梅屋　嘉右衛門 ― 柳屋　栄之助
長野　 吉野屋　久四右衛門 上田原町　 綿屋　多平 ― 柳澤高八
長野　 加賀や　彦兵衛 上田原町　 綿屋　良右衛門 ― 芦田御吉
長野　 角太外兵衛 上田原町　 綿屋　良助 ― 木屋　文三郎
長野　 臼井清五郎 上田原町　 内外用達会社 ― 秋津完海
長野　 柳屋　和四郎 上田原町　 蔦屋　民之助 ― 森屋　勝兵衛
長野　 柳下や　太右衛門 上田原町　 蔦屋　犀兵衛 ― 山崎與兵衛
長野　 梅番唐ニテ秋田 上田原町　 若松屋　菊右衛門 上田 上田会社ニテ山田や重兵衛
長野　 梅屋　安兵衛 上田原町　 上田原町　田中長右衛門 上州高山　 花岡永二郎
長野　 梅屋　定吉 上田原町　 鼠屋　甲蔵 ― 生坂屋　安五郎
長野　 米屋　仙助 上田原町　 丸屋　彦右衛門 松本 松本会社止め
長野　 浅野平吉 上田原町　 萬屋　金右衛門 ― 丸山平兵衛
長野　 若木屋　松蔵 上田原町　 武蔵 ― 小河や　長兵衛
長野　 冨竹村徳永真右衛門 上田原町　 叶屋　清右衛門 ― 小田中乙五郎
長野　 山口久兵衛 上田原町　 伊藤甲造 越後 新川　布村和平
長野　 上野屋　定二郎 上田原町　 中村七郎 越後 新川県運送会社
長野　 枡屋兼吉 長瀬　 丸山延造 ― 伊勢屋白石徳太郎
長野　 寺嶋卯太郎殿荷物 長瀬村 久保田屋　幸助 ― 又七
長野　 寺田や　文二郎 上田海野町　 白木屋　善兵衛 ― 玉川栄次郎
長野　 松坂屋　惣兵衛 上田海野町　 海野屋　儀兵衛 越後 高田会社迄
長野　 踏屋久右衛門 上田海野町　 和泉屋　源右衛門 越後 越後屋新吉
長野　 丸長屋　喜助 上田海野町　 吉野屋　源蔵 越後 越中新川県
長野　 丸屋半右衛門 上田海野町　 米屋　彦右衛門 長野 中澤與三右衛門
長野　 西澤喜太郎 上田海野町　 日野屋　儀兵衛
長野　 小○や　継兵衛 上田海野町　 山本屋　音兵衛 松本 岡部市太郎
長野　 小○や　喜三郎 上田海野町　 上野屋　勝兵衛 松本 古屋　八郎兵衛
長野　 小柳屋　傳兵衛 上田海野町　 上州屋　喜市 松本 米田教泰
長野　 小妻屋　才吉 上田海野町　 松尾重兵衛 松本 三原屋　伊七
長野　 小妻屋　萬吉 上田海野町　 田中や　儀兵衛 松本 西多十郎
長野　 小妻屋　宗助 上田海野町　 小松屋　左市郎 松本 薬○や　由兵衛
長野　 小紙屋　清兵衛 上田海野町　 油屋　勝右衛門 松本 増屋　惣助殿次
　長野　 塩屋　久兵衛 上田海野町　 越後屋　定吉 松本　 柴田七郎
長野　 永寿屋　太七 上田横町　 柏木や　仙右衛門 松本　 秤座
長野　 紙屋　礒右衛門 上田横町　 大黒屋　作兵衛殿 松本　 穀屋　文七
長野　 佐藤源太郎 上田横町　 嶋屋　和助殿 松本　 加賀屋　長三郎
長野○○村　 笠井長三郎 上田横町　 和泉や　七郎殿 松本　 加賀屋　平助
長野大門町 江戸屋　茂右衛門 上田横町　 嘉太郎 松本　 角屋　助之丞
長野町 林数右衛門 上田横町　 江戸屋　道太郎 松本　 三平屋　庄一郎
長野東町 三河屋　宗右衛門 上田横町　 江戸屋　嘉久田 松本　 三原屋　正十郎
長野東町 下駄屋店　大和や良吉 上田横町　 寿勝右衛門 松本　 手塚や　喜平
長野渡町 安藤善兵衛 上田横町　 紙屋　彦兵衛 松本　 藤松屋　禎十郎
長野渡町 福島や　定五郎 矢代　 槌屋　金之丞 松本　 塩や　恕助
長野渡町 萬屋　源兵衛 矢代駅　 栃木や　幸右衛門 松本　 肴屋　差七
長野渡町 正法寺ニテ牧野聖勘 矢澤村　 弥助 松本本町　 一西太重郎
長野渡町 重田や　文二郎 水内郡柿原村　 和田安吉 松本本町二丁目 塩屋　久蔵
長野横町 若松屋　清七 上田　 ○玉新 松本傳芳町　 永井長平
長野後町 鍋屋小崎　重田や文九郎 上田　 板屋　清兵衛 松本東町 信濃屋　茂助
長野権堂村 山本屋　長五郎 上田　 辰己屋　助作 松本和泉町　 遠州屋　徳兵衛
長野神明町 信濃屋　佐兵衛 上田　 湊屋　新右衛門 松本横町　 角屋　嘉六
長野西川 鍋屋　富次郎 上田　 東山○傳兵衛 松本通り○州中沢行　 萬屋　佐兵栄
長野相之木　 梅田屋　留蔵 上田　 津久井義重 松本下横田町　 佐丸屋　善七
長野新町 梅屋　友吉 上田　 上野屋　佐五兵衛 松本在　神田村　 カ○屋　助之丞
長野新田町　 井幹屋　庄七 上田　 萬屋　才兵衛 上諏訪　 白木屋　貞吉
長野岩石町　 矢嶋浦太郎 上田　 越後屋　寅吉 上諏訪　 亀屋　三郎次
長野岩石町　 矢嶋屋止宿古川咲次 上田奥間近町 松前朝道 上諏訪　 角問町　白木屋　定吉
長野営膳所次 　山崎菊次郎 上田常田　 島屋　彦蔵 下戸倉駅 大和屋佐右衛門殿分中村屋市郎
川中島 渋屋　定次郎 上田常田　 嶋屋　彦三郎 下諏訪　 亀屋　茂兵衛
川中島南原村　 恵比寿や　勝三郎 上田常田　 室屋　義右衛門 小布施村　 高津清兵衛
川中島水砲　 長田浅右衛門 上田袋町　 國友晃直 小布施村　 高津友之助
川中島水施村　 長田用松 上田町　 大黒や　佐右衛門 小布施村　 角屋　藤兵衛
川中島小原 永井善七 上田町　 島屋　和助 小布施村　 笹屋　金作
川中島小原　 酒屋　定次 上田町　 和泉　甚八 小布施村　 塩屋　忠助
丹波島　 土屋　乙三九 上田町　 河内屋　文右衛門 小原村　 山屋　久次郎
稲荷山　 柏屋　源次 上田町　 甲州屋　次郎兵衛 須坂　 大和屋　長兵衛
稲荷山　 鍋屋　佐○太 上田町　 金井や　幸右衛門 須坂町　 土屋　勝次郎
稲荷山　 梅屋　友四郎 上田町　 近江屋　増兵衛 須坂新町 神林吉平
稲荷山　 米屋　徳七 上田町　 綿屋　久作 岩下村　 木屋重次郎
稲荷山　 米屋　清右衛門 上田町　 笹屋　九郎右衛門 岩下村　 土肥幸市
稲荷山　 山田や　州太 上田町　 小川屋　長兵衛 塩尻村　 清水銀右衛門
稲荷山　 山田屋　八作 上田町　 小宮山瀧平 塩尻村　 佐藤八郎右衛門
東ノ門　 金子や　茂兵衛 上田町　 中屋　六太郎 塩田新屋村　 辰野や　半五郎
飯山　 布袋や　ニ太夫 上田町　 酢屋　藤兵衛 塩田新屋村　 大嶋や　金平
飯山旧藩　 弥井雄之丞 上田東町　 巴屋　忠蔵 野沢村　　 小泉源右衛門
飯田　 中村久二郎 上田房山　 兼子七郎右衛門殿方ニテ 伊那郡高○村　上穂町 増兵衛嘉蔵
飯沢村　 辰己屋　金作 松代 吉澤義次郎 櫻井村　 久兵衛
冨州　 清水喜右衛門 松代 松代菊屋　傳兵衛 永井　 柳屋　與十郎
高井郡小布施村　高津友之助 松代 支尾川岸　同所船積ノ事 余地村　 仲野六郎平
更料郡廣山村　 神林多仲 松代　 ○○や　徳二郎 松代紺屋町　　 飯嶋彦兵衛
海野村　 大和屋　傳助 松代　 奥○屋　佐兵衛 松代荒物町　 中島由太郎
海野町　 飯島や　竹二郎 松代　 奥津や　嘉重郎 松代馬喰町　 常磐屋　傳右衛門
海野駅　 佐藤軍三 松代　 濱屋　為吉 松代御安町 箕屋　定吉
河原町　 土屋次右衛門殿行 松代　 湊屋　清作 松代紙屋町　 梅屋　源太郎
戸倉駅　 坂井践雄 松代　 大丸屋　惣兵衛 田沢温泉場　 柳屋　庄右衛門
荒町　 大池や　嘉平次 松代　 柳屋　源太郎 田中駅　 甲乙女屋　諸左衛門
加増村　 丸山千代吉 松代　 山灰屋　勇太郎 同所　 大橋要人
角道町　 犬飼 松代　 文墨や　彦四郎 浦野駅　 大井庄右衛門
麻続駅　 寺沢常助 松代　 小枡屋　吉右衛門 秋和村 小井屋　幸右衛門





年代 生糸（斤） 屑糸（斤） 熨斗系（斤） 真綿（斤） 屑真綿（斤） 玉糸（斤） 売蛹（繭）（石）屑蛹（繭）（石）蛹（繭）（石） 蚕卵紙（枚）
1868 1,123,951    139,868     62,709          32,749      ― 84,548   156,528       10,139         330            1,886,320  
1869 726,046       122,803     93,667          79,159      ― 625        188,637       13,849         1,377,493  
1870 683,362       103,457     74,938          102,668    ― 3,016      128,480       11,136         153            1,398,846  
1871 1,323,435    233,383     151,110       48,296      ― 5,991      382,269       14,649         4,590         1,400,027  
1872 895,500       351,231     217,839       112,695    ― 15,707   444,849       ― ― 1,287,046  
1873 1,202,134    244,465     135,435       69,402      ― ― 343,422       31,044         ― 1,418,809  
1874 979,193       360,278     96,602          77,782      ― 55           372,992       22,725         300            1,335,465  
1875 1,181,387    300,810     122,903       35,754      300         ― 351,011       29,145         1,160         727,463    
1876 1,756,525    480,199     166,682       49,865      300         1,582      395,121       154,701       4,720         1,018,525  
1877 1,844,139    644,022     156,215       86,553      ― ― 400,014       5,588           1,926         1,176,142  
1878 1,644,788    908,645     291,687       88,973      ― 2,020      295,653       19,150         590            888,367    
1879 1,552,350    1,010,588  466,999       52,521      116,080  86           397,065       92,437         1,103         813,349    
1880 2,008,616    1,154,206  518,761       5,036        128,504  5,036      287,997       49,150         312            530,456    
1881 1,801,181    996,860     673,889       87,446      124,435  11,636   423,431       53,834         ― 374,498    
1882 2,884,068    1,507,688  701,574       75,566      22,995    10,256   421,878       4,994           150,811     177,240    
1883 3,121,975    1,442,718  1,011,296     57,611      1,452      9,561      196,815       30,707         32,524       75,091       
1884 2,098,398    1,123,840  929,223       148,623    96,004    683        243,675       6,719           4,824         59,675       
1885 2,457,203    789,715     713,693       56,267      72,760    157,116       8,791           41,653       
1886 2,635,294    1,163,114  1,053,234     140,739    151,002  36,429   225,484       105,904       147,688     4,785         
1887 3,103,584    1,088,519  1,074,489     79,376      74,197    43,756   185,544       50,394         72,977       2,433         
1888 4,677,708    1,462,942  1,503,842     107,627    79,287    22,774   254,938       65,313         96              755            
1889 4,126,741    1,155,016  1,356,660     49,400      107,563  1,590      229,449       58,400         57              9,951         
1890 2,110,315    1,516,652  1,359,307     70,703      115,397  130,278       24,450         7,893         
1891 5,325,148    1,726,501  1,529,247     35,950      175,996  37,410   216,008       59,069         3,209         
1892 5,406,856    2,022,096  2,094,649     23,254      225,005  24,622   297,800       76,285         400            3,913         


















・鰹節類 串柿 荒物 桑 楮 塩 麻布 小白木 乾物 紙屑 炭 薪 穀物 鶏卵
青
物・ 寒心太
南佐久郡 2 3 2 27 109 1 8 437 9 6 1 3 2 179
北佐久郡 3 21 60 445 260
小県郡 2 4 12 2 2 567 214 21 7 5 27 1 5 21 160 7 6
諏訪 2 3 3 5 13 3 2 40 49 15 26 1 3 107 13 13
上伊那 3 4 5 8 20 106 5 14 5 53 24 36 190 2 10
下伊那 13 6 1 5 1 2 82 17 30 30 10 1 67 6 11 3 74 7
西筑摩 5 15 1 2 52 1 1 30 7 10 21
東筑摩 25 38 30 15 29 6 37 23 8 16 39 50 63 126 3 20 50 92 5 82 32 30 35 48 39 20 285 2 8 25
南安雲 38 43 37
北安曇 111 3 72 3 5 26 11
更級 3 4 3 7 3 1 16 3 1 94 52 165 1 29 4 3 5 12 219 1 9
埴科 80 50
上高井 21 1 23 8 187 8 2 17 16 83 53
下高井 22 5 20 30 5 20 25 3 12 50 13 15 20 7 1 2 25 2 6 11 3
上水内 25 6 181 53 40 15 2 2 21 13 165 105 1 2 67 18 44 2 23 17 326 9
下水内 11 3 1 2 2 2 1 81 2





年代 上州 武蔵 甲州 信州 岩代 羽前 江州 濃州 飛州 奥州 各地
1880 385,931    167,062     122,512      459,055     217,911    2,822      4,725   5,005          22,049    42,974     149,230   
1881 511,425    264,263     128,363      528,694     17,044      4,669      4,669   39,938        49,275    176,456   220,725   
1882 577,294    290,138     166,894      666,056     316,575    16,538   9,956   43,256        38,250    207,844   100,013   




会社名 設立年月 名称 設立当時の経営者 部落
1872・9・１ 陸運会社 尾澤金左衛門 岡谷
1875・6・1 内国通運会社分社（平野荷扱所） 尾澤金左衛門 岡谷
1886・3・25 内国通運会社継立所（岡谷分社） 小林浜太郎 岡谷
1881・10・11 小諸中牛馬会社出張所 尾澤金左衛門 岡谷
1886・3・17 信濃中牛馬会社分社 尾澤福太郎 岡谷
1886・3・20 信濃中牛馬会社支店 宮坂金左衛門 小井川









目印 荷物名 数量（箇） 正目（貫目） 原価（円） 出荷主 横浜委託商店 為替取組機関 日付 保送宰領 運賃
○本 器械糸 2 17.569 1100 大盛社四番組 扶桑商会 東京第十九銀行支店入 7月5日 田口へ継ス ―
山ト 器械糸 3 28.72 1560 伴野府幾吉殿 茂木惣兵衛 東京小舟町第三国立銀行入 7月31日 宮沢直太郎 1.56
山桑 器械生皮苧 9 115.5 1150 萩原実助 扶桑商会 東京第三銀行入 8月2日 杭金黒作山岸初太郎 2.875
山キ
カネキ 機械糸 2 18.507 1100 大盛社　原田順三郎 扶桑商会 東京第十九銀行支店入 8月4日 池田五郎八 1.1
○万 器械糸 2 17.6 1000 高橋平四郎 同伸会社 東京第十九銀行支店入 8月13日 瀧沢丸藤 1
○大 器械糸 2 18.728 1100 大盛社 扶桑商会 東京第十九銀行支店入 8月19日 山岸初太郎 1.1
○万 器械糸 2 18.227 1000 高橋平四郎 同伸会社 東京第十九銀行支店入 8月23日 宮沢直太郎 1
○万 座繰器械 2 17 1000 高橋平四郎 同伸会社 東京第十九銀行支店入 9月21日 富岡仁助 1
○信 機械糸　手ガラ 3 23.3 310 小平重造 扶桑商会 東京第十九銀行支店入 9月28日 長岡正三郎 0.775
山万　大● 生糸 9 81.5 4160 萩原助三郎殿 茂木惣兵衛 東京第三銀行入 9月28日 長岡正三郎 4.16
△ 生糸 12 115.25 5900 吉田孝兵衛 貿易商会 東京第三銀行入 10月2日 清水新二郎 5.9
山ト 座繰糸 2
提糸 3




カネカ 器械糸 4 38.779 2283 春原国市殿 扶桑商会 東京第三銀行入 10月19日 神山善二郎 2.283
山ト 座繰　捻造生糸 2 19.88 1050 伴野府義吉殿 茂木惣兵衛 東京南新堀町第六十三銀行支店入 10月21日 長岡　加藤 1.05
カネカ 器械糸 1 9.34 517 春原国市殿 扶桑商会 東京第十九銀行支店入 10月24日 荒井　宮沢　清水 0.517
カネカ 器械糸　 6 57.311 3300 春原国市殿 扶桑商会 東京第三銀行入 10月26日 池田五郎八 3.3
カネカ 器械糸 3 28.266 1600 春原国市殿 扶桑商会 東京第六十三銀行支店入 10月30日 寺田栄二郎 1.6
山ト 座繰糸 3 26.92 1180 伴野府義吉殿 茂木惣兵衛 東京第三銀行入 12月1日 池田五郎八 1.18
○本3　○利1 器械糸 4 36.225 2000 大盛社　箕輪○伴殿 扶桑商会 東京第三銀行入 12月13日 小林岩吉 2
山ト 器械糸 5 45.983 2000 伴野府義吉殿 茂木惣兵衛 東京第三銀行入 12月27日 富岡仁助 2
山山キ 国用生糸 4 41.33 1362 塩川清兵衛殿 足利小俣村木村半兵衛及商店下瀬文七殿 足利町第四十一国立銀行支店入 12月29日 大塚熊太郎 0.681
114 911.763 43429.385 ― ― ― ― ― 45.326
目印 荷物名 数量 正目 原価 出荷主 荷受主 為替取組機関 日付 保送者 東京迄運送法
山ト 生糸 1 9.334 380 伴野府義吉殿 茂木惣兵衛 東京第六十三銀行支店入 3月19日 通丁東　塩川○三持 ―
山ト 器械生糸 0.5 5.49 250 伴野府義吉殿 茂木惣兵衛 東京南新堀町第六十三銀行支店入 4月2日 長岡持 ―
山山キ 国用糸 4 38.326 1200 塩川修平 下瀬文七 野州足利町第四十一銀行支店入 4月3日 大来日村 ―
山山キ 国用糸 2 18.753 700 塩川修平 下瀬文七 野州足利町第四十一銀行支店入 4月15日 網島春吉へ ―
山山キ 国用糸 3 27.187 820 塩川修平 下瀬文七 野州足利町第四十一銀行支店入 4月22日 倉賀野田口五平殿継
山山キ 国用糸 4 39.467 1240 塩川修平 下瀬文七 野州足利町第四十一銀行支店入 5月1日 倉賀野田口五平殿継
山山キ 国用生糸 4 35.598 1120 塩川修平 下瀬文七 野州足利町第四十一銀行支店入 5月9日 古田兼次郎持 ―
山山キ印 天蚕糸1個国用生糸3個 4 43.228 1450 塩川修平 下瀬文七 足利町第四十一国立銀行支店入 6月1日 池田五郎八持 ―
山山キ 天蚕糸1個半国用糸3個半 5 48.314 1710 塩川修平 下瀬文七 足利町第四十一国立銀行支店入 6月6日 小林岩吉 ―
山山キ 国用提糸 1 10.87 330 塩川修平 下瀬文七 足利町第四十一国立銀行支店入 6月18日 小柳持 ―
山山キ 国用生糸 1 11.8 370 塩川修平 下瀬文七 足利町第四十一国立銀行支店入 6月30日 長野柳澤持 ―
山ト 器械生糸 1 8.428 370 伴野府義吉殿 茂木惣兵衛 春原国市殿 ― 大塚熊太郎 送券郵便ニテ
○本 器械生糸 1 8.9 410 春原国市殿 渋沢商店 東京第三銀行入 8月12日 長岡正三郎 ―
山ト キカイ生糸 1 14.758 590 伴野府義吉殿 茂木惣兵衛 東京小舟町第三国立銀行入 8月18日 柳沢銀平持 ―
山ト 提糸 1 ― ― ― ― ― ― ― ―
○本 器械生糸 1 8.652 400 春原国市殿 渋沢商店 東京小舟町第三国立銀行入 8月26日 大来日桂三山岸初太郎 ―
○本 器械生糸 1 8.73 400.8 春原国市殿 渋沢商店 東京小舟町第三国立銀行入 9月7日 荒井　正吉 ―
山ト ざけ糸 2 17.535 650 伴野府義吉殿 茂木惣兵衛 東京小舟町第三国立銀行入 9月13日 宮沢直太郎 鉄道積み
○本 器械糸 1 8.932 405 春原国市殿 興商店 東京小舟町第三国立銀行入 9月14日 丸山卯原 鉄道積
○本 器械生糸 1 9.25 420 春原国市殿 興商店 東京小舟町第三国立銀行入 9月21日 坂口追い掛け 鉄道積み
山ト 器械生糸 2 18.626 1170 伴野府義吉殿 茂木惣兵衛 東京小舟町第三国立銀行入 9月21日 坂口へ追掛け 鉄道積み
山ト ざけ糸 1 9.675 ― ― ― ― ― ― ―
山ト 器械生糸 1 10.82 430 伴野府義吉殿 茂木惣兵衛 東京小舟町第三国立銀行入 9月28日 丸山卯兵衛 鉄道積
○本 器械生糸 1 9.164 410 春原国市殿 渋沢商店 東京小舟町第三国立銀行入 10月3日 山岸初太郎古田兼次郎 鉄道積
山ト 器械生糸 2 18.464 800 伴野府義吉殿 茂木惣兵衛 東京日本橋区小舟町第三国立銀行入 10月3日 山岸　寺田 鉄道積
山ト 器械生糸 1 8.416 365 伴野府義吉殿 茂木惣兵衛 東京日本橋区小舟町第三国立銀行入 10月8日 浅井一碓持 鉄道積之事
山山キ 生糸 2 22.231 580 下瀬代塩川修平 下瀬文七 足利町第四十一国立銀行支店入 10月13日 小柳国吉 ―
○本 器械生糸 1 8.92 388 春原国市殿 渋沢商店 東京小舟町第三国立銀行入 10月16日 瀧沢　大来日へ追掛け ―
山ト 器械生糸 1 14.159 410 伴野府義吉殿 茂木惣兵衛 東京日本橋区小舟町第三国立銀行入 10月17日 山岸初太郎 鉄道積
○本 器械生糸 1 9.28 386 春原国市殿 興商店 東京小舟町第三国立銀行入 10月23日 池田五郎八 送り郵便
山ト 提糸 2 18.306 590 伴野府義吉殿 茂木惣兵衛 東京小舟町第三国立銀行入 10月27日 大来田修三 鉄道積之事
山ト 器械生皮苧 2 19 120 ― ― ― ― ― ―
○本 器械生糸 1 9.17 382 春原国市殿 興商店 東京小舟町第三国立銀行入 11月1日 山岸初太郎 鉄道積
○本 器械生糸 2 12.24 445 春原国市殿 扶桑商会 東京小舟町第三国立銀行入 11月12日 坂口米吉
山ト 器械生皮苧 4 39 240 伴野府義吉殿 茂木惣兵衛 東京小舟町第三国立銀行入 11月22日 小柳　池田 送り郵便ニ而
山ト 器械糸 2 15.955 560 伴野府義吉殿 茂木惣兵衛 東京小舟町第三国立銀行入 12月8日 本店会社入田口へ託ス ―
山ト さけ糸 2 14.336 435 ― ― ― ― ― ―
山ト 器械生皮苧 2 17.4 125 伴野府義吉殿 茂木惣兵衛 東京小舟町第三国立銀行入 12月8日 ― 田口へ托ス
山山キ さけ糸 2 21.91 380 塩川修平 下瀬文七 野州足利町第四十一銀行支店入 12月10日 富岡仁助 ―
山山キ 生糸 7 65.142 1800 塩川修平 下瀬文七 野州足利町第四十一銀行支店入 12月9日 富岡仁助 ―






















生糸 5日 9貫目前後4個 5
器械生糸 5日 12貫目前後4個 5.6
出売其の他 5日 9貫目前後4個 5
生糸 7日 9貫目前後4個 8
器械生糸 7日 12貫目前後4個 8.6
糸繭　玉繭 9日 8貫目前後4個 7.5
熨斗糸 8日 8貫目前後4個 7
生糸、屑物 5日 9貫目前後4個 5.8
8貫目前後4個7駄以下 5.28
8貫目前後4個7駄以上 4.8
生糸 7日 9貫目前後4個 7.5
器械生糸 7日 12貫目前後4個 8.2
糸繭　出売繭　玉繭 9日 8貫目前後4個 6.85
熨斗糸　生皮苧
其他屑物 9日 8貫目前後4個 6.25
生糸 7日 9貫目前後4個 7.2
器械生糸 7日 12貫目前後4個 7.9
糸繭　出売繭　玉繭 9日 8貫目前後4個 6.6
熨斗糸　生皮苧
其他屑物 9日 8貫目前後4個 6
生糸 8日 9貫目前後4個 8.3
糸繭　出売繭　玉繭 10日 8貫目前後4個 7.7
熨斗糸　生皮苧




生糸 5日 9貫目前後4個 5.1
器械生糸 5日 12貫目前後4個 5.7
8貫目前後4個7駄以下 5.28
8貫目前後4個7駄以上 4.8
生糸 5日 9貫目前後4個 5.65
器械生糸 5日 11貫目前後4個 6.25
繭類 7日 9貫目前後4個 5.25
屑物 7日 9貫目前後4個 4.85
器械生糸 6日 12貫目前後4個 8.6
屑物 6日 9貫目前後4個 7.5
提生糸 5日 9貫目前後4個 5.8
器械生糸 5日 12貫目前後4個 6.4
屑類 7日 8貫目前後4個 5
繭類 7日 8貫目前後4個 5.4
国用生糸 5日 9貫目前後4個 6.4
国用太糸 5日 9貫目前後4個 6.4
器械生糸 7日 12貫目前後4個 8.6
提生糸 7日 9貫目前後4個 8





器械生糸 6日 12貫目前後4個 6













生糸 5日 9貫目前後4個 5.45
器械生糸 5日 12貫目前後4個 5.85
出売繭 6日 8貫目前後4個 4.95
屑物 6日 8貫目前後4個 5.25
生糸 ¾ 9貫目前後4個 4.5
器械生糸 ¾ 12貫目前後4個 4.9
生皮苧　大熨斗 ¾ 8貫目前後4個 4






提生糸 4日 9貫目前後4個 3.7
器械生糸 4日 12貫目前後4個 4.3
屑物類 6日 8貫目前後4個 3.3
繭類 6日 8貫目前後4個 3.5
生糸 5日 ―
屑物 6日 ―
器械生糸 5日 12貫目前後4個 4.8
屑物類 8日 8貫目～10貫目迄4個 4.6
器械生糸 5日 12貫目前後4個 4.8
屑物類 7日 9貫目前後4個 4.4
12貫目前後4個未満 5.2
12貫目前後4個以上 4.6
下諏訪岡谷～東京 5日 12貫目前後4個 4.6
下諏訪岡谷～岩村田 2日 12貫目前後 1.6





下諏訪岡谷～岩村田 2日 10貫目前後4個 1.3
生糸 小諸～横浜 3日 12貫目前後 ―
小諸～横浜 3日 10貫目前後 ―
小諸～前橋 5日 12貫目前後 ―
屑物 小諸～横浜 3日 12貫目前後 ―












































































































































個数（個） 正目（貫目） 保険原価（円） 個数（個）正目（貫目）保険原価（円）
開明社（諏訪郡） 外村両半 3             28              1,200            
黒澤鷹次郎殿 茂木惣兵衛 1             10              225               
50           421            16,325          ― ― ―
三井仁兵衛 原善三郎 7             62              1,960            
427        3,848         130,928        ― ― ―
明十社（上伊那郡） 茂木惣兵衛殿 14           148            3,700            
小林伊助 若尾幾造 5             47              1,500            
北澤文右衛門（上諏訪） 若尾幾造 3             ― 900               
昌信社
片倉幾太郎（諏訪郡） 柏木商店 11           109            3,600            
宮坂市郎殿（諏訪郡） 同伸会社　　 4             28              39                 
○竜社
北原政造（上伊那郡） 原　善三郎 21           190            6,300            
宮田製糸組（上伊那郡） 小野光景 10           91              3,000            
中伊那組 小野光景 4             38              1,250            
平沢源吉（上伊那郡） 小野光景 ― ― ― 12          96           520            
568        9,513         325,142        27          235        5,220         






公信社（諏訪郡） 若尾幾造安達商店 ― ― ― 15          139        
明治18年
（1884）






41           391            12,668          






小野光景 375        3,395         116,300        
合計
383        3,073      19,274       
明治16年
（1883）




























121        1,152         60,182          
表6－7　明治15～18年第十九国立銀行が取組為替荷物の運送明細表
年代 諏訪伊那荷主 横浜委託商店 器械生糸 屑類、繭類
表6－8　明治23年小諸中牛馬会社諏訪岡谷地方為替荷物運送表
日付 出荷主 荷物 荷数 保険料（円）日付 出荷先 荷物 荷数 保険料（円）日付 出荷先 荷物 荷数 保険料（円）
3月12日 山小 生皮苧 30 0 1月21日 ○五 器械生糸 3 1月13日 山喜 器械生糸 3 2.22
3月27日 山小 生皮苧 14 0 3月4日 □土 屑　出売蛹玉繭 9 0.39 4月6日 山一○ 器械生糸 22 ―
3月30日 山小 玉蛹 9 0 5月5日 カネ正 器械生糸 4 ― 4月17日 山一○ 器械生糸 36 ―
5月12日 山小 玉蛹 2 0 5月10日 山二 器械生糸 7 5.31 4月25日 山○一 器械生糸 0.5 ―
5月30日 山小 生皮苧 10 0 6月8日 入市 器械生糸 8 3.6 4月26日 山一○ 器械生糸 36 ―
5月30日 山小 生皮苧 5 0 6月12日 入市 器械生糸 14 ― 6月22日 山一○ 器械生糸 20 7.2
6月7日 ○ス 機械生糸 4 1.68 6月13日 山二 器械生糸 2 0.864 6月22日 山一○ 器械生糸 40
6月12日 ○ス 器械生糸 13 5.4 6月16日 カネ中 器械生糸 5 2.4 6月22日 ×一 器械生糸 7 2.52
6月21日 ○ス 器械生糸 8 6月22日 カネ中 器械生糸 4 1.92 6月23日 山山○ 器械生糸 2 0.84
6月22日 ○ス 器械生糸 7 6月22日 山二 器械生糸 4 ― 7月1日 ×一 器械生糸 8 2.88
6月23日 ○キ 器械生糸 4 1.68 6月22日 入市 器械生糸 17 ― 7月1日 山一○ 器械生糸 38 14.04
7月8日 ○ス 器械生糸 18 7.56 6月26日 ×一力 器械生糸 10 4.8 7月1日 山○ 器械生糸 2 0.924
7月15日 □中 器械生糸 2 0.84 6月26日 カネ中 器械生糸 5 2.64 7月11日 山一○ 器械生糸 48 17.16
7月15日 □中 生皮苧 5 ― 6月26日 山二 器械生糸 4 1.62 7月11日 ×一 器械生糸 8 2.76
7月16日 □中 器械生糸 2 0.84 6月28日 ○キ 器械生糸 4 1.68 7月13日 山○ 器械生糸 2 0.96
7月17日 ○ス 器械生糸 10 8.4 7月1日 カネ中 器械生糸 4 2.04 7月21日 山一○ 器械生糸 42 15.24
7月17日 カネタ 生皮苧 10 1.8 7月23日 入市 器械生糸 20 8.4 7月21日 ×一 器械生糸 8 2.88
7月17日 カネタ 生皮苧 24 7 7月25日 ○キ 器械生糸 6 2.52 7月30日 山一○ 器械生糸 40 15
7月17日 □中 器械生糸 2 0.84 7月26日 カネ三 生皮苧 37 ― 7月31日 ×一 器械生糸 9 3.24
7月18日 ○ス 器械生糸 10 ― 7月26日 山二 器械生糸 4 1.68 8月9日 山○ 器械生糸 2 1.02
7月18日 ○○ 器械生糸 1 ― 7月26日 カネ中 器械生糸 4 2.04 8月11日 山一○ 器械生糸 44 16.08
7月20日 カネタ 生皮苧 20 ― 7月29日 ○平 器械生糸 14 5.952 8月11日 ×一 器械生糸 8 2.88
7月23日 □中 器械生糸 2 0.84 7月31日 山二 器械生糸 4 1.74 8月18日 山○ 器械生糸 2 0.898
7月25日 □中 器械生糸 2 0.078 7月31日 ○キ 器械生糸 6 2.52 8月27日 山一○ 器械生糸 42 15.48
7月28日 ○ス 器械生糸 17 7.14 8月1日 カネ中 器械生糸 5 2.64 8月27日 ×一 器械生糸 9 3.24
7月9日 □中 器械生糸 2 0.84 8月2日 入市 器械生糸 20 8.64 8月30日 山○ 器械生糸 3 1.32
7月31日 □中 器械生糸 2 0.084 8月6日 カネ中 器械生糸 4 2.04 9月6日 山一○ 器械生糸 60 22.2
8月1日 □中 器械生糸 2 0.084 8月7日 ○キ 器械生糸 6 2.52 9月7日 ×一 器械生糸 10 3.6
8月2日 カネタ 生皮苧 16 8月8日 山二 器械生糸 4 1.68 9月16日 山一○ 器械生糸 46 16.8
8月5日 カネタ 生皮苧 9 8月11日 山二 器械生糸 4 1.8 9月16日 ×一 器械生糸 9 3.24
8月5日 カネタ 生皮苧 17 8月11日 カネ中 器械生糸 5 2.58 9月24日 山○ 器械生糸 3 1.38
8月6日 ○明 器械生糸 4 ― 8月13日 カネ三 器械生糸 50 9月26日 ×一 器械生糸 10 3.6
8月6日 ○明 生皮苧 2 ― 8月13日 入市 器械生糸 18 7.68 9月26日 山一○ 器械生糸 46 16.8
8月6日 □中 器械生糸 2 0.84 8月14日 ○キ 器械生糸 6 2.52 10月8日 山一○ 器械生糸 40 14.64
8月6日 ○明 器械生糸 4 ― 8月16日 入市 器械生糸外小荷1 20 8.16 10月8日 ×一 器械生糸 9 3.78
8月6日 □中 生皮苧 3 0.432 8月17日 ○平 器械生糸 9 3.792 10月9日 山○ 器械生糸 2 1.02
8月7日 ○ス 器械生糸 6 ― 8月17日 山二 器械生糸 4 1.68 10月16日 山一○ 器械生糸 34 12.72
8月8日 カネタ 生皮苧 6 8月17日 カネ中 器械生糸 5 2.76 10月17日 ×一 器械生糸 7 2.94
8月8日 カネタ 生皮苧 8 8月18日 ○イ 玉繭 8 0.48 10月25日 山○ 器械生糸 2 0.948
8月8日 ○ス 器械生糸 6 5.04 8月20日 ○キ 器械生糸 6 2.52 10月26日 山一○ 器械生糸 36 13.32
8月8日 □中 器械生糸 2 0.84 8月27日 山二 器械生糸 4 1.62 10月26日 ×一 器械生糸 6 2.52
8月9日 □中 器械生糸 2 0.84 8月27日 カネ中 器械生糸 5 2.76 10月31日 ×一 器械生糸 6 2.52
8月11日 ○正 器械生糸 4 ― 8月27日 ○キ 器械生糸 6 2.52 11月6日 山一○ 器械生糸 40 13.4
8月11日 ○明 器械生糸 4 ― 8月30日 ○キ 器械生糸 4 1.68 11月6日 山○ 器械生糸 2
8月11日 □中 器械生糸 2 0.84 9月4日 ○キ 器械生糸 5 2.1 11月6日 ×一 器械生糸 6 2.52
8月13日 □中 器械生糸 2 0.84 9月6日 入市 器械生糸 18 7.776 11月12日 ×一 器械生糸 5 2.1
8月14日 □中 器械生糸 2 0.84 9月6日 山二 器械生糸 4 1.68 11月16日 山一○ 器械生糸 32 11.76
8月14日 □中 生皮苧 2 0.336 9月7日 カネ中 器械生糸 6 3.12 11月26日 山一○ 器械生糸 36 13.08
8月15日 □中 器械生糸 2 0.84 9月7日 カネ中 器械生糸 5 2.64 12月2日 山○ 器械生糸 3 1.287
8月15日 ○明 器械生糸 4 ― 9月8日 山二 器械生糸 4 1.68 12月6日 山一○ 器械生糸 38 13.92
8月16日 ○ス 器械生糸 12 6.24 9月11日 カネ中 器械生糸 6 3.204 12月17日 山一○ 器械生糸 38 13.8
8月16日 □中 器械生糸 2 0.84 9月11日 入市 器械生糸 18 7.69 12月26日 ×一 器械生糸 5 ―
8月17日 ○ス 器械生糸 3 ― 9月13日 山二 器械生糸 4 1.68 12月28日 山一○ 器械生糸 39 14.16
8月17日 ○○ 器械生糸 1 ― 9月13日 ○キ 器械生糸 5 2.1 山山○ 器械生糸 2 ―
8月19日 カネタ 生皮苧 30 5.448 9月16日 カネ中 器械生糸 6 3.24 山山○ 器械生糸 8 3.36
8月19日 ○明 器械生糸 4 ― 9月16日 山二 器械生糸 4 1.68 1062 340.197
8月25日 ○明 器械生糸 4 ― 9月19日 ○キ 器械生糸 6 2.52
9月3日 □中 器械生糸 2 0.84 9月22日 カネ中 器械生糸 5 2.76
9月3日 □中 器械生糸 2 0.84 9月22日 山二 器械生糸 4 1.68
9月3日 □中 器械生糸 2 0.84 9月22日 入市 器械生糸 19 8.208
9月3日 □中 器械生糸 3 ― 9月23日 ○キ 器械生糸 6 2.52
9月3日 山中 器械生糸 2 ― 9月25日 ○平 器械生糸 5
9月3日 ○明 器械生糸 4 ― 9月25日 ○十 生皮苧 50 8.52
9月5日 カネタ 生皮苧 39 7.02 9月26日 カネ中 器械生糸 5 2.76
9月6日 ○ス 器械生糸 16 6.36 9月28日 山二 器械生糸 6 2.58
9月6日 □中 器械生糸 2 0.84 9月29日 ○キ 器械生糸 6 2.52
9月6日 ○明 器械生糸 5 ― 9月30日 ○平 器械生糸 13
9月6日 □中 器械生糸 2 ― 10月1日 カネ中 器械生糸 5 2.88
9月7日 □中 生皮苧 3 3.15 10月2日 入市 器械生糸 16 6.888
9月7日 ○明 器械生糸 4 ― 10月3日 ○キ 器械生糸 4 1.68
9月7日 ○明 器械生糸 2 ― 10月4日 山二 器械生糸 4 1.62
9月7日 ○明 器械生糸 4 ― 10月9日 ○キ 器械生糸 6 2.52
9月11日 □中 生皮苧 2 ― 10月9日 山二 器械生糸 4 1.68
9月11日 山中 器械生糸 2 0.78 10月11日 ○サ 生皮苧 26 4.68
9月12日 カネタ 生皮苧 30 5.16 10月12日 入市 器械生糸 16 6.876
9月13日 □中 器械生糸 2 0.84 10月13日 カネ中 器械生糸 4 2.22
9月13日 ○明 器械生糸 4 ― 10月14日 ○キ 器械生糸 4 1.68
9月14日 カネタ 生皮苧 15 2.58 10月15日 ○改 器械生糸 1 2.664
9月14日 カネタ 生皮苧 21 3.744 10月17日 山二 器械生糸 4 0.84
9月15日 □中 屑　ツマミ 8 ― 10月17日 カネ中 器械生糸 5 6.936
9月16日 □中 器械生糸 2 0.84 10月19日 ○キ 器械生糸 2 2.88
9月18日 □中 器械生糸 2 0.84 10月21日 入市 器械生糸 18 1.68
9月18日 ○ス 器械生糸 15 5.88 10月21日 カネ中 器械生糸 5 2.76
9月19日 □中 生皮苧 2 ― 10月21日 山二 器械生糸 4 2.1
9月19日 □中 器械生糸 2 0.84 10月8日 カネ中 器械生糸 50 2.88
9月20日 山中 器械生糸 2 0.78 10月24日 ○キ 器械生糸 5 1.74
9月21日 ○明 器械生糸 5 ― 10月26日 カネ中 器械生糸 5 2.52
9月22日 □中 器械生糸 2 0.84 10月28日 山二 器械生糸 4 4.08
9月22日 ○ス 器械生糸 6 4.32 10月28日 ○キ 器械生糸 6 7.656
9月23日 □中 器械生糸 2 0.84 10月30日 ○平 器械生糸 10 4.08
9月23日 カネタ キビソ 27 4.8 10月31日 入市 器械生糸 18 7.656
9月24日 ○ス 器械生糸 5 0 11月2日 カネ中 器械生糸 7 4.08
9月24日 □中 器械生糸 2 0.84 11月2日 ○キ 器械生糸 5 2.1
9月24日 ○明 器械生糸 5 ― 11月3日 ◇ 生皮苧 11 1.2
9月26日 □中 器械生糸 2 0.84 11月6日 カネ中 器械生糸 5 2.88
9月26日 カネタ キビソ 21 3.744 11月8日 ○キ 器械生糸 5 2.1
9月28日 □中 器械生糸 2 0.84 11月11日 入市 器械生糸 15 6.024
10月2日 □中 器械生糸 2 0.84 11月11日 カネ中 器械生糸 6 3.36
10月2日 □中 器械生糸 2 0.84 11月12日 山山二 生皮苧 51 6.24
10月2日 □中 生皮苧 2 0.84 11月13日 ○キ 器械生糸 4 1.68
10月3日 ○ス 器械生糸 14 5.52 11月14日 ○平 器械生糸 6 2.4
10月3日 山中 器械生糸 2 0.78 11月16日 山二 器械生糸 4 1.74
10月3日 山小 ○○ 13 ― 11月21日 ○キ 器械生糸 4 1.68
10月8日 □中 器械生糸 2 0.84 11月21日 入市 器械生糸 10 4.356
10月12日 ○ス 器械生糸 6 11月25日 カネ三 器械生糸 14 4口85個
10月13日 ○ス 器械生糸 4 11月25日 ○キ 器械生糸 4 1.62
10月14日 □中 器械生糸 4 1.68 11月25日 ×○ 器械生糸 10 4.08
10月21日 カネタ 生皮苧 21 4.08 11月27日 ○十 生皮苧 35
10月21日 □中 器械生糸 2 0.84 11月27日 ○十 生皮苧 33
10月23日 カネタ 生皮苧 29 5.64 11月31日 ○十 生皮苧 7
10月23日 □中 器械生糸 2 0.84 12月1日 入市 器械生糸 17 6.942
10月23日 山中 器械生糸 2 0.78 12月2日 ×○ 器械生糸 5 2.07
10月23日 ○ス 器械生糸 10 3.96 12月2日 カネ中 器械生糸 1 0.6
10月26日 □中 器械生糸 2 0.84 12月7日 カネ中 器械生糸 17 7.56
10月27日 □中 函荷 1 ― 12月12日 山十 器械生糸 2 0.48
11月2日 ○ス 器械生糸 8 3.24 12月14日 山山二 器械生糸 3 0.496
11月4日 □中 器械生糸 2 0.84 12月20日 一力 テニール 11 2.43
11月14日 ○ス 器械生糸 6 2.4
11月15日 カネタ 生皮苧 14 ―
11月16日 黒○ ○○ 1 ―
11月28日 ○ス 器械生糸 5 1.56
12月1日 □中 器械生糸 2 0.84









年代 日付 損害弁償原因 出荷地 荷受地 宰領か馬士の所属と名前 弁償金 弁償金の支払割合




11月16日 生蝋500目切 ― 上田万屋栄左衛門行 ― 2分
1月6日 山三新白砂2樽湯川へ落し水入大濡れ弁償
高崎本町山正一
百足屋弥七出 長野町釘屋三郎右衛門行 馬士　藤塚、久助持 17両1分300文　 不明
1月11日 砂糖樽石入弁償
高崎本町山正一
百足屋弥七出 長野町高田屋茂兵衛行 ― 1両 不明
2月23日 駄賃過取弁金 ― 小諸荒町釜屋儀助 ― 1分350文 小諸会社
駄賃過取弁金 ― 小諸本町角屋権兵衛へ ― 1分2朱600文 小諸会社
3月1日 山久砂糖水入弁償 ― 上田原町山久鼡屋亀吉入 山浦村弥次郎持 ― 不明
― 砂糖600目切弁償 ― ― ― 300文 小諸会社
3月1日
4月6日済方 石油打返1箱損失弁償
― 松本波多屋庄吉行 山浦村武三郎持 3両2分 敷　2両2分1貫283文駄2分1貫17文
1月11日 八印畳糸 四ヶ条横沢元右衛門出 ― ― 2 小諸会社
4月17日 仕○ちん礼1分 ― 八一荷主へ ― 5 小諸会社
18日 莚縄代2朱 ― 仁助へ礼 ― １貫700文 小諸会社
― 砂糖600目切弁償 ― 同人行 ― 3貫 小諸会社
10日 藍玉送違　上田往返駄賃弁償 ― 上田会社入 踏十、善之助持 1分1貫 小諸会社





3月29日 時計　カラス大痛み弁償 高崎出　 上田万屋金右衛門行 田中由兵衛持 2両
損高内荷主、才領、小諸会社
三つ割
4月5日 汚釜3個落し破し弁償 高崎踏屋孫兵衛出 長野踏屋久兵衛行 ― 2両1分2朱 ―
5月7日 □大藍玉上田へ送違往返駄賃弁償 ― 八蔵持 2分 ―
5月 舶来油打返1樽損失　右 ― 上田亀屋弥三郎行 ― 12両 荷主、馬士、小諸会社三つ割
5月24日 山十生糸濡れ荷作り分弁償 山十 ― ― 3分1朱125文 ―
6月17日 瀬戸物痛弁償 ― ― 山浦村宇太郎持 1朱20文 ―
6月22日 長野○大太物1箇水入引取弁償行 ― ― ― 3両2分1貫500文 ―
6月28日 荷物紛失弁償 高崎出 中込村横和屋国太郎 面替村雀吉持　 1両3分350文 面替村雀吉より弁償
7月9日 砂糖　2樽400目切り弁償 上田海産屋秀三行 ― 2貫目 ―
8月17日 琉球包　1個　大ぬ連に付 荷主東京高崎福田屋伊兵衛出 上田堺屋啓助入
廣戸村左次郎持 5円之内2.5円弁償 外ニ3朱315文敷賃、450文駄賃
8月30日 砂糖目切800目分弁償 上田蔦屋八右衛門行　 ― 1分400文 ―
9月3日 山山土半個之内元結ぬ連、5円の内弁償
飯田才領八田屋久太郎持
　小諸会社次 安中会社入 ― 2両2分 是ハ安中会社ふ調出金可致分










10月5日 カネ●　刻濡れ弁償 ― ― ― 2分1貫目 小山岩平へ渡
19日 鰹節箱送違往返駄賃弁償 ― 市町大和屋岩吉行 ― 2朱900文
10月31日 夜中　軽井沢馬士桐油一枚紛失弁償 稲荷山　六郎左衛門 ― ― 1分
11月5日 高田複小付取落　○ヒ傳右衛門殿行人力賃 ― ― ― 1両3分2朱
11月15日
高田荷主持越後蚕種1個取落に付き上
田会社へ取に行く人力車往返入費 上田会社出 ― ― 1両3分2朱 上田会社出す
21日 梅花油溢し減り分弁償 高崎和泉屋庄八次出 上田中屋六太郎入 藤次郎持 1両
11月20日 杏干目切　弁償 小諸会社出 山正一百足屋弥七行 茂沢村長次郎持 2分










12月14日 同上水入手入荷造分礼等 ― ― ― 2分450文 ―




12月26日 石油2樽間違大日向へ送取返敷賃 長野 上州向井行 1両3分2朱100文
2月28日 藍玉送違駄賃弁償 海野行 ― 2貫200文
3月8日 砂糖石入弁償 高崎百足屋山正一弥七出 長野カネモ行 ― 2分
9日 渡シ荷賃足し 飯田紙屋銀三郎 ― 600文
3月8日 砂糖1樽水入弁償 高崎百足屋山正一弥七出 上田蔦屋重次郎行 四谷村才次郎持 1両1分 外駄賃　馬士たん成
水豆1箱打返弁償 高崎百足屋山正一弥七出 ― 面替村藤蔵持 2分 外駄賃　馬士たん成
3月15日 薄花四反水入弁償 扇屋行 ― ― 1分
2月29日
刻荷291個半駄賃損外高の分助成弁
償 当国生坂 ― ― 24両1分417文 小山岩平殿へ2月9日渡
3月31日 荷物水入ニ付ぬ連荷詫方出張入費 小諸会社出 松井田行 ○州宰領塚畑善三郎持 2両3分2朱
4月6日 石盤小1個傷弁償 ○州荷主 馬士三ツ谷村嘉三持 1分2朱
4月 石筆痛弁償 小諸会社出 上田油屋積右衛門行 馬士　加増村善十持 ―
4月13日 ○正○本　石筆痛弁償 ― 3両2貫300文
4月13日 荷物水入弁金 ― 四ッ谷村弥作持 3両4貫110文 内　1両2分3朱230文　弥作より取
4月27日 砂糖400目切弁金 ― 上田水野重助行 ― 1分
7月18日 △△　薬種1箇高崎迄送違帰賃弁償 ― ― 0.37
10月3日 カネ大荷物上田へ間違送り賃弁償 ― 芦田行 ― 0.1




カフモリ笠6本不足弁償 高崎出 佐藤可也入 面替村林蔵持 ― ―
ガラス痛弁償　未定 上田万屋金右衛門行 田中由兵衛持 ― ―
4月 畳糸水入 八印　横沢元左衛門 ― ― ― ―
4月17日、18日 仕○ん、七人仁助礼縄莚代 ― ― ― 1分2朱3貫700文 小諸会社
6月17日 カラス弁償 和○八太郎 ― 上田　栄兵衛持 1.55 差右引7ノ5










長野山久麻屋傳兵衛 ― 御領和四郎持 0.035　飯代0.02　郵便出ス 小諸会社
11月18日 カネ中黒五樽紛失弁金 ― 山正一吉兵衛へ ― 1.75 ―
12月15日 小秤2挺紛失弁償 ― 南方　徳十 ― 1.375 ―
11月20日 山正一行杏干弁金 ― 茂沢村長五郎持 2分 ―
3月8日 砂糖岩石入弁金 ― 山正一吉兵衛 2分 　才次郎弁金
氷掛水入 ― 面替村千代蔵 2両1分3朱 ―
2月10日 酉年中桐油2枚紛失詫方弁償 ― 屋代駅唐木銀三郎 ― 0.75 小諸会社
4月9日 山十生糸1個盗難弁償 ― 上州新井村上原清七 ― 110円小諸会社出金





― 小山善平へ ― 12 小諸会社
5月26日 山山加尾張袋1個弁償 ― ― ― 0.075 小諸会社
10月1日 ○田麻荷抜ケ弁償 ― ― 長野宰領源蔵へ 2 小諸会社
10月10日 小付取落駄賃弁償 ― ― 上田荒井庄吉へ 0.1 小諸会社
10月11日 明治7年7月桐油紛失弁償 ― 小布施金作 0.3 小諸会社
1月17日 明治8年荷物送違弁金 ― ― 飯田才領久太郎 0.474 小諸会社











































































































































宮田元発 22 ― 11.122 1.1 ― 2.5 2.5 5
岡谷元発 636 ― 240.26 31.8 6.109 67.451 134.903
小井川元発 279 161 150.25 19.316 11 12.221 ― 109.993
上諏訪元発 17 ― 8.04 ― ― 2.397 ― 4.793
合計 1740 161 877.4 91.366 25.959 122.045 174.878 464.543
出所：長野県小山五左衛門家文書『運賃立替帳　第二号』　明治20年（1887）
467.72 39.15 8.85 104.927 104.927 209.854
表7－6　1891年第四十国立銀行上田支店取扱保険貨物調
個数 駄数 割合（1駄に付） 取立保険料
生糸 421 105.3 0.25 26.303
屑物 192 48 0.15 7.2
生糸 175 43.75 0.25 10.938
屑物 102 0.15 0.15 3.825






































































































































































































月日 入ノ部（円）出ノ部（円）摘要 名称 入ノ部（円）出ノ部（円）摘要 名称
1887/5/1 18.054 20年度同所発器械糸99個の保険料 岡谷分社 20.543 21年度同所発荷無為替分保険料 岡谷分社
1887/5/1 60.425 20年度同行為替保険料三口総但7月22日諸取分も此内に入る 佐久銀行
1887/5/1 0.518 20年度右本店より 佐久銀行
1887/5/1 13.324 20年度同所発カネ中器械糸保険料 小井川支店 10.818 21年度同所発荷保険料 矢島
1887/5/1 13.95 20年度同所無為替の分 小井川支店 3.76 21年度同所発荷無為替分保険料 小井川支店
1888/5/1 16.122 20年度平沢為替荷物保険料 平沢 11.493 21年度同所発荷保険料 平沢
1888/5/1 7.292 20年度同行為替付保険料 小諸銀行 37.26 21年度同行丸八取扱保険料 第四十銀行
1888/5/1 59.256 20年度運賃の利潤分 当分社一手口 53.745 21年度運賃の利潤分 当分社一手口
1888/5/1 464.543 20年度同行為替付保険料 第十九銀行 379.297 21年度同行保険料 第十九銀行











1888/8/27 50 諏訪伊那地方出張中の交際費にて渡払 小山恒助へ
1888/8/27 135.703 諏訪伊那地方請負の潤益金当社と二割の分にて渡払 上田分社へ 107.113
諏訪伊那地方請負の潤益金当社と二割分にて
渡払 上田分社へ
1888/8/27 31.8 小諸一手に属する品物譲請の代金にて返却払 当社本会へ 31.338 本社取扱の収利 別口預り
入総計 805.967 812.552
出総計 513.123 532.141
差引 292.844 180.411
出所：長野県小諸市小山五左衛門家文書「請負方出納帳」により作成
表7－5　明治20、21年小諸中牛馬会社請負方出納帳
明治20年 明治21年
41.568 21年度同行為替荷物保険料 佐久銀行
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